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キヤノン製品のお買い上げありびとラございます。 

E 0 S -1 D Mark III は、有効画素数約1010万画素-高精細大型 CM 曰 St 
ンサー、デュアル DIG に111、高精度-高速4日点 （1 目点：ク□ス測距点、 
2目点：アシスト測距点）エ U ア AF 、 約1日コマ/秒-高速連続撮影機能を搭 
載した 、 EOS D に ITAL 最高峰の高性能デジタルー眼レフカメラでず。 

本機は、いつでもすぐに撮影できる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊富な撮影機能、過酷な環境下での撮影を実現する高い信頼性、撮影領 
域をさ5に拡大する幅広いシステム拡張性など、さまざまな特長を備えてい 

t インテグレイ XI ッド ク1」ーニンブ システム 

また 、 EOS Integrated Cleaning System (総合'的なセンサーダスト 
対策）に対応しており、撮像素テに付着したゴ S を取り除く、セルフク U — 
ニングセンサーユニットも搭載しています。 

撮影しなび6操作ずると理解び深まりまず 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびでさます。 
本書を読みなび5実際に撮影し、その結果を確認しなび5理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、別紙の『安全上のごを意』、 
および『取り扱い上のごミ主意』（10、 1] ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してくださし、。 
万一、カメラ体微やメモ U - 力ードなどの不具合により、画像の記録やパソ]ンへ 
の画像の取り込みがでさなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 

著作権について 

あなたび力^ラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人として楽しむ 
などのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。なお、実演や興行、展示 
爸などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってを、撮影を制限している場合 
びありますのでごを意ください。 
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カメラと付属品の巧!認 

ご使用になる前に、政下のものびすべてそろっているか確認してくださ 
し、。万一、足りないものびあるときは、お買いまめの販売店にご連絡くださ 
い。付属のアクセヴ U - は、システムマップ （ P .1 目 2) でも確認できます。 


□ カメラ： E 0 S -1 D Mark III 

(アイカップ、ボディキャップ、電池室キャップ付さ、曰付/時計機能 巧 電池内蔵) 

□ 電池：バッテリーパック LP - E 4 (保護カバー付き） 

□ 充電器：バッテリーチヤージヤー LC - E 4 (保護カバー2個付き） 

□ 電源コード 

□ AC アダプターキット ACK - E 4 

□ AC アダプター AC - E 4 

□ DC カプラー DR - E 4 (保畫カバー付き） 

□ 電源コード 

□ ヶーブル2本 

□ インターフエースケーブル IFC - 200 U 
□ ビデオケーブル VC - 100 

□ USB ケーブルプ□テクター（取り付けねじ付き） 

□ ワイドストラップ L 巨 


□ CD-ROM 

□EOS DIGITAL Solution Disk (付属ソフトウェア） 
□ソフトウェア使用説明書 （PDF あ式の使用説明書） 

□ ポケットガイド 

すぐに撮影したい方は、このポケットガイドをご覧ください。 

□ E 0 S -1 D Mark III 使用説明書 （本書） 

□ CD - ROM ガイド 

付属ソフトウエア、およびソフトウエア使巧説明書のガイドです。 


□ お客様ご相談窓□、修理受付窓□一覧/を全上のごを意 
□ カメラ保証書 


《付属品は、なくさないよラご注意ください。 

《 電源コードは2本入っていますび、同じちのです。 

《画像を記録する メモリーカードは付属していません。 別途ご購入ください。 

《 US 巨ケーブルプ□テクターの取り付け方については、ソフトウェア使用説明 
書を参照してください。 
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本使用説明書上のおことわり 

本文中の給文字などについて 

♦ 〈巡0は、「メイン電テダイヤル」をおしています。 

♦ 〈錢〉は、「サブ電子ダイヤル」をおしています。 

♦ 〈谋*>は、「マルチコント□-ラー」を示しています。 

♦ 〈愛):）は、「設定ボタン」を示しています。 

♦ を6/を!目は、操作ボタンか5指を離したあとに、ボタンを押した状 
態び、それぞれ6秒/1巨秒間保持されることを示しています。 

♦ そのほか、本文中のボタンや設定位置の説明には、ボタンや液請モニ 
ターの表示など、カメラで使われている絵文字を使用しています。 

♦ 晒皿は、 〈 MENU ) ボタンを巧して設定変更ずる機能であることを示 
しています。 

参 （ P .**) の**は、参照ページを示しています。 

♦ 本文中の r 撮影準備状態」とは、液晶モニターにメニューや画像び表 
おされていない（すぐに撮影でさる）状態を意味します。 

か園について 

41撮影に不都合び生じるおそれのある注意事項び書かれています。 

51:基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれていま 
す。 

操作説明の前提について 

♦ 電源スイッチびく 0 N > またはく J > になっていることを前提に説明 
しています。 （ P .34) 

♦ <〇> の操作は、電源スイッチび 〈 J > になっていることを前提に説 
明しています。 

♦ メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

♦ ；>^モリーカード （ CF 力ード〈の〉、 SD 力ード〈回〉）の使用を前提に 
説明しています。 

♦ EFSOmm F 1.4 USM レンズを取り付けた状態で説明しています。 
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カメラと付属品の確認 . 3 

本使用説明書上のおことわり . 4 

機能 g 次 . 8 

取り扱い上のごま意 . 1曰 

ずぐ撮影ずるには . 12 

各部の名称 . 14 


使用前の準備と操作の甚本 


電池を充電する . 24 

電池を入れる/取り出す . 27 

家庭用電源を使用する . 29 

メモリーカードを入れる/取0出す . 3曰 

レンズを取り付ける/取り外す . 33 

撮影®基本操作..…. ... 34 

メ ニュー 機能の操作と設定 . 39 

メニュー 機能一覽 . 41 

使い始める前の準備 . 44 

表示言語を設定する . 44 

曰付/時刻を確認する . 44 

電源が切れる時間を設定ずる/オートパワーオフ ... 4己 

メモリーカードを初期化する ... 4己 

カメラの機能設定を初期状態に戻すとさは . 47 


画像に関ずる設定 


記録画質を設定する . 50 

画徹サイズの還お . 50 

JPEG 画質（圧縮率）の設定 . 巳3 

侶0感度を設定する ... 已4 

ピクチャースタイルを選択する . 已已 

ピクチャースタイルを調整する . 已7 

ピクチャースタイルを登録する . 已9 

ホワイトバランスの選択 . 61 

マニュアルホワイトバランス . 62 

色温度を直接設定する . 67 

ホワイトバランスを補正する . 68 

色空間を設定ずる . 70 

記録メディア-フォルダ選択、記録ち法の設定 . 71 

ファイル名を変更する . 7已 

画像番号の付けかたを設定する . 77 








































3 AF / ドライブの設定 
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測光モードの選択 . 

プ□グラム AE 撮穀 ... 

シャッ ター速度を決めて撮る… . 

絞り数値を決めて撮る.…… . 

ピントの合ラ節囲を確認ずる . 

自分で露出を決めて撮る . 

自分の好みに露出を補正する..……… ....... 

露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 
露出を固定して撮る/ AE □ック撮影.. 

長時間露光（バルブ）撮影 . 

5ラーアップ撮影 ... 

スト□ボを使った撮影 . 


写真表現に合わせた露出制御 
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ライブビュー撮影 
画像の再生 



画像を再生3る . 114 

撮露情報の内容 . 11巳 

インデックス表示/ジャンプ表ち . 117 

拡大表示 . 118 

画橡回 to .. 119 

画橡をテレビで見る . 120 

画像を保護（プ□テクト）ずる . 121 

画像に音芦を録音する..… . 122 

画像をコピーする... . 123 

画像を消去する . 126 

画像再生に関ずる機能の設定を変更する . 127 

液晶 モニターの 明るさを調整する . 127 

撮影直後の画像表示時間を設定する . 127 

縦位置撮影画像の回転表示について設定する . 128 


イブビュー撮影.. 


AF モード‘の選択 . 80 

AF フレームの選択 . 82 

AF CD 苦手 M 写体 . 84 

手動ピント合わせ（マニュアルフオーカス） . 84 

ドライブモードの選択 . 8巳 

セルフタイマー撮影 . 86 


8024巳6789023 
89999白白白9000 
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撮像素子の自動清掃 . 

ゴ S 消し情報を画像に付加する 
手作業で撮像素子を清掃する.... 



EP 刷の準備をする . 

E 口刷ずる . 

トリ S ング（印刷範囲）の設定.… 

画像を Ef ] 刷指定する/ DPOF . 

E 口刷指定画像のダイレクトプリント 

M 眶邏 

パソコンに画像を転送する 



カスタム機能の設定ち法 . 

カスタム機能一覧 . 

カスタム機能で変更で去る巧容 . 

C.FnI :露出. . 

C.Fn II :画像-調光-表示 . 

C.Fn III : AF ■ ドライブ . 

C.Fn IV ：操作-その他 . 

カスタム機能設定状態の登録と呼び出し 

マイメニューを登録する . 

カメラ設定の保ちと読み込み . 

カメラの基本設定を登録する . 



カメラ設定/電池情報の確認 ........ 

日付/時計機能用電池を交換する 

プ□グラム線図 ..... 

故障かな？と考える前に . 

It ラー表示 . 

システムマップ . 

主触様 . 

索引 . 
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カメラのカスタマイズ、設定の登録と保存 1己3 


ンへの乾送 


35 


カメラダイレクトプリント/撮影画像の巧刷指定 


29 


撮像素子の清掃 
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機能目な 


電源 


♦電池 


-充電 

今 P.24 

- キヤリフレーション 

今 P.26 

- 電池チェック 

A P.27 

-電池情報 

今 P.185 

♦家庭用電源 

今 P.29 

♦オー ト パワーオフ 

P.4 已 

メニュー機能関連/畳本設定 

♦メニユー機能一 覧 

今 P.41 

♦カメラ設定内容表示 

4 P.184 

♦液晶の明るさ調整 

P.1 吕 7 

♦言語 

P.44 

♦曰付/時計 

今 p.44 

♦電子音 

今 P.41 

♦カードなしレリーズ 

今 P.41 

画像記録 

♦メモリーカード巧期化 

今 P.4 已 

♦メモリーカード選択 

み P.71 

♦フォルダ作成/選択 

今 P.73 

♦ファイル名 

A P.7 已 

♦記録機能 


- カード自動切り換え 

今 P.7 吕 

- 振り分け画像記録 

今 P.7 吕 

- 同一画儘書を込み 

今 P.7 吕 

♦画像番号 

今 P.77 

♦画像 コピー 

A P.1 吕 3 

画質 

♦画像サイズ 

今 P.50 

♦JEPG 画質（圧縮率） 

p.53 

•旧 0 感度 

今 P.54 

- 感度制御範囲（拡張） 

A P.1 已 6 

- 感度設定ステップ 

今 P.1 已 6 
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♦ピクチャースタイル 今 P . 已日 
♦色空間 P.70 

♦画質関連カスタム機能 

-長砂時露光ノイズな減 4 P.161 
-高感度時ノイズ低減 A P.1 巨 1 
-高輝度側階調優先 4 P.1 巨 2 
• ISO セイフティシフト Ap.l 已 8 


ホワイトパランス 

•ホワイトバランス選択 

P.61 

•マニュアル WB 

4 P .6 吕 

•色温度設定 

今 P.67 

•ホワイトバランス補正 

今 P .68 

♦WB ブラケティング 

今 P.69 

AF 

•AF モード 

今 P.80 

参 AF フレーム還択 

今 P.82 

•AF カスタム機能 


- 1 日点/日点 

今 P.168 

- AF フレーム領域拡大 

今 P.168 

- 被写体追従敏感度 

み P.164 

- ヴーボ測距点選お特性 A P.1 巨5 

- ヴーボ作動特性 

み P.164 

- AF ピント微調整 

今 P.167 

•手動ピント合わせ 

今 P.84 

測光 

♦測光モード 

今 P .88 

•マルチスポット測光 

今 P.89 

ドライブ 

♦ドライブモード 

今 P .8 日 

が連続撮影可能枚数 

今 P . 已 1 

•S ラーアップ 

今 P.102 

•セルフタイマー 

P .86 










機能巨次 


撮影 


•プ□グラム AE 

P.90 

参シャツター速度優巧 AE 

P.92 

-セイフティシフト 

今 P .1 日8 

•絞り優先 AE 

P.94 

•マニュアル露出 

^ 口-日6 

♦パルブ 

4 P.100 

露出調整 

♦露出補正 

P.97 

♦AEB 

P.98 

•AE □ック 

P.99 

♦露出設定ステップ 

P.1 日巨 

スト□ボ 

♦巧■部ス ト □ボ 

4 P.103 

•が部スト□ボ制御 


•スト□ボ機能設定 

今 P.104 

•スト□ボカスタム機能 A P.104 

ライプビュー 撮影 

•ライブビュー撮影 

P.108 

•グ1」ッド 

A P.1 12 

-アスぺクト比情報 

今 P.17 巨 

-露出シミ ユレー シ ヨン 

今 P.17 巨 

画像再生 

撮影画像の確認時間 

P.1 吕7 

•1 枚再を 

4 P.1 14 

-撮該情報表示 

A P.1 1己 

-从イライト警告 

A P.1 1巨 

- AF フレーム 表示 

今 P .1 1巨 

•インデックス表示 

P.1 17 

垂拡大表示 

4 P.1 18 

参画 像送り（ジャンプ表示)今 P.1 17 

参画 像回車5 

今 P.1 19 


縦位置画像回乾表示 

P.1 吕 8 

♦画像プ□テクト 

今 P.1 吕 1 

参録音 

今 P.1 吕吕 

♦画像消去 

今 P.1 吕巨 

♦ビデオ出力 

P.1 吕〇 

カメラダイレクト / DPOF 

参円 ctBrid 邑 e 印刷 

4 P.13 己 

♦印刷指定 （ DPOF ) 

4 P.14 己 

♦画像乾送 

P.150 

• ぉ 1 日唯た 

今 P.1 己吕 

カスタマイズ 

♦カスタム 機能 （ C . Fn ) 

今 P.153 

. B 5 iAEs.il 

今 P.177 

♦マイメニュ ー 

今 P.179 

♦カメラ設定保存 

4 P.180 

♦カメラ基本設定登録 

P.18 吕 

センサークリーニング/ 

ダスト除去 


♦センサーク U — ニング 


-任意清掃 

今 P.130 

- 自動清掃中止 

今 P.130 

.手作業 

今 P.133 

♦コ消し情報付カロ 

今 P.131 

ファインダー 

視度調整 

4 P.37 

♦アイピースシャッター 

今 P.101 

♦スクリーン交換 

4 P.174 



9 











取り扱い上のごを意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃をちえたりしないでくださし、。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一か 
に慮れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、 
水滴びついたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったとさは固くしぼったき 
れいな布でよくふさとってください。 

• 力;ラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生ずる装置の近< に、絶対に置か 
ないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
0、放置したりしないでください。電磁波により、力^ラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射曰光下の車の中などは予想攻上に高温になります。カメラの故障の原因とな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでくださし、。 

• 力^ラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さし、。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスクリーンなどにゴミびついて 
いるとさは、市販のブ n アーで收さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れ 
びひどいとさは、最寄りの修理受付窓□にご相談ください。 

• カメラの電気接点は手で軸らないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことがあ0ます。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すときは、結露の発生を&せぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の □ 
を閉じ、周囲の温度になじませてか5、袋から取り出してください。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因とな0ますので、カメラを使用しないでくだ 
さい。レンズ、メモリーカード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで 
待ってか5、カメラを使用してくださし、。 

• カメラを長期間使巧しないとさは、力^ラから電池を取り出し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所にな管してください。保管期間中でを、とさどきシャッター 
を切るよラにして作動することを確認して<ださい。 

• カメラの保管場所として、実験室などのよラな雲品を扱ラ場所は、さび■腐食な 
どの原因になるため避けてください。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用して<ださい。長期間 
使用しなかったあとや、ミ毎が旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓□、またはご自身でチェックしてからご使用くださし、。 
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取り扱い上のごま意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、が常に精密度の高い技術で作られており99.白目％政上の有効 
画素がありますび、日.01%料下の画素欠けや、黒やホの点が現れたままになる 
ことがあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表おしていた内容の残撒が残るこ 
とびあります。この残像は一時的なわので、カメラを数日間使用しないでおくと 
自然に消えます。 

メモリーカードについて 

♦ モ U —カードは精密にできています。落としたり振動を与えたりしないでくだ 
さい。メモリーカードに記録されている画像が壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたちのや、静電気の発生しやすい所 
で保管、使用しないでください。メモリーカードに記録されている画像データが 
消えることがあ0ます。 

♦ 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。メモリー 
カードび変おして使用できなくなります。 

• メモ1」ーカードに液体をこぼさないで < ださい。 

• 大切な画像データを巧るため、；><モ U —力ードは必ずケースなどに入れて保管し 
て < ださし、。 

♦ 曲げたり、強い力や衝撃を与えないでください。 

♦ 温度の高い所、ほこ0や湿気の多い所に保管しないで<ださい。 

レンズの接点について 

レンズを取り外したときは、接点やレンズ面を傷つけないよ 

ラに、取り付け面を上にして置き、ダストキャップを取り付け 

て < ださい。 



長時間使用時のごま意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮穀を長時間巧ラと、力;^ラの温度 
び高<なることびあります。これは故障ではありませんび、長時間巧虜が軸れたまま 
になっていると、低温やけどの原因となることびありますので、ご注意くださし、。 
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すぐ撮露するには 



A 



^メモリーカードを入れる （ P .3 日） 

4 


M 

了 

CF カードは左側、 SD カードはち側の 



な?し 


ス□ットに入れます。 



& 




^ 威.! 

1 
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すぐ撮影するには 


6 


力Xラ 

力 X ラの 投 をを巧 巧 巧 曲 こします 
キでン忆ル [■■ otT ^ 


ネ刃期状態にする （ P .47) 

メニュー画面で [が] タブの [カメラ 設 
定初期化]を選びます。 

-く MENU > ボタンを押して、〈猫〉〈類〉 
を回して選択し、〈@〉で設定します。 
- <P> プ□グラム AE にな0ます。 




ピントを合わせる ( P .34) 

写したいものにエリア AF フレームを 
合わせ、軽くシャッターボタンを巧して、 
ピントを含わせます。 


8 



撮影する （ P .34) 

さらにシトッターボタンを押して撮影 
します。 


9 


画像を確認する （ P .127) 

撮影した画像び液晶モニターに約2秒 
間表おされます。 


♦ CF カード、または SD カードのどち5かび入ってい机ず撮影でさます。 
♦ 今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 
( P .114) を参照してください。 

♦撮影した画像を消去したいときは、『画像を消去する』 （ P .12 日）を参 
照して < ださい。 
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る部のを荷 i 



縦位置シャッターポタン 
(口.3ス34) 
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各部の名称 


〈ホ〉表示パネル照明ボタン ( P . 100) —I ( — 〈因〉露出補正/手動絞り数値 

設定ボタン （ P .97/96) 


アクセヴ U —シュー 


〈み〉撮像面マークー I 


〈回•阻〉測光モード選お /—I 
スト□ボ調光補正ボタン 
(P 后8/ 103) 

〈 MODE 〉 撮影 モード 
還択ボタン（口.9日） 


AF モード選択/ 

ドライプモード還択 
ポタン（口谷日/8己） 

く％ >AE 巨設定ポタン 
( P .98) 


〈 FEL 〉 FE □ック / 

マルチスポット測光ボタン 
( p .103/89) 

く ISO 〉 倍日感度設定ボタン 
( P . 已 4) 


<巡 S 〉 メイン電子 
ダイヤル （ P .3 己） 

上面表示パネル （ P .17) 

〈 AF -0 N 〉 AF スタート 
ボタン（口启日、 81) 



電化着脱 


電池 （ P .24) 

電源/サフ電モ ダイヤル 
スイッチ （ P .34) 


く参〉設定ボタン （ P .39)」 


〈*/み > 縦位置 
AE □ック/ 

綿ルボタンわ.3ス 
99/118、 144) 

〈回/み〉縦位置 
AF フレーム 選択/ 
拡大ボタン 
( p .37、82/ l 10、 

11 8' 1 44) 


— 〈 AF -0 N 〉 縦位置 
AF スタートボタン 
(日.37、8日、 81) 
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各部のを称 


く INFO .〉 インフォ/卜 U ミング ー) 
枠縦横切り換えボタン 
( P .1 12、114、 184/144) 


〈 MENU 〉 

クーユ— 

ポタン （ P .39) 


液晶モニター ( P .39、 l 吕 7) 
アイカップ （ P .37) 


SD 力ード 
ス□ット *( p .3 日） 



!〈因〉再生ボタン （ P .1 14)」 

〈面 > 消去ボタン （ P .126) 

背面表おバネル （P.18) — ■ 



-CF 力ード 
ス〇ット 

( P .30) 


CF カード取り出し 
ボタン （ P .31) 

アクセスランプ 
( P .32) 


メモリーカードス□ツト 
カバー開放つまみ （ P .3 日） 


録音マイク （P.122) 

>— く h / ホ〉プ□テクト/録音ボタン 
( p .121/122) / 

〈さこち〉ピクチャースタイル選択ボタン（口占已） 


>—〈 FUNC 〉 フアンクシヨンボタン （P. 已0、61、67、71) 


〈ち〉シンク□端子（日.10 6) 

け〉 U モコン端子（ N 3タイプ） （ P .101) 
く V 描?>ビデオ出力端子（口.12〇) 

く々〉デジタル端子 （ P 136、1日日） 



電巧室キャップ （P. 2の 


* 本書では、 SD メモ U —力ードを SD カードと表記しています。 
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各部の名称 


二つ-アツプ-^ 


上面表示パネル 


■ 


シサッター速度- 
バルブ （ buLb ) 


バルブ露光時間（分:秒） 
FE □ック （ FEL ) 

データ処 S 中 （ buSY ) 
エラー 表示 （ Er 。 


セン サーク IJ 一ニ ング （ CLn ) 


吃0感度’ 


高輝度側•階調優先表お 


ダストデ U —トデータ取得 （ - 


撮影モード- 


P 

Av 

M 

Tv 


プ□グラム AE 
絞 D 優先 AE 
マニュアル露出 
シャッター速度優先 AE 


忆〇表示 


測光モード- 


回評価測光 
に]部分測光 
[•] スポット測光 
[] 中央部重点 
平均測光 




絞 D 数値 


AEB ステップ量 

ダストデ U —トデータ取得 （--) 


- AF フレーム選択モード 

([■■] AF . SEL [ ], SELAF ) 

記録メディア表示 （ Card *) 
AF フレーム登録 

([■■] HP . SEL [ ], SEL HP ) 


—撮影可能が数 


セルフタイマー作動表示 
バルプ露光時間（時間） 

記録メディアフル表示 （ F 山 I ) 
エラーま号 

画像記録中の残りが数 


ぶ縣 S 8.B[I8B8] 

- Tso 0 S 0 S [ aiservoneshot ] 


-AF モード 

ONE SHOT : 

ワンシヨット AF 

AI SERVO : 

Al サーボ AF 


固阻审ヴ! swd 純 


^nni 


-3 


電池チェック- 


化 M C»*l 05 C_il - 


スト□ボ調光補正- 


AEB - 


呀. 


-露出段数目盛 




ドライプモード 


□ 1お撮影 

鸟 | H 高速連続撮影 
鸟 1 L 巧速連続撮影 
み W セルフタイマー （10 秒） 
&2セルフタイマー （2 秒） 

S サイレント1枚撮影 


量 

正 

補 

示 光 
表量ル調 
ル正べポ 
ベ補レ □ 
ノ出 B 卜 
出露处ス 


表示は、状況に応じた部分のみ表ちされます。 
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各部のを称 


背面表示パネル 


列部メディア。一 I I —が部メディア接続表示*3 
選巧マーク 


SD カード装填表示一 I 


I ——ホワイトバランス補正 


SD 力ードー I 
選択マーク 

CF 力ードー I 
装填表示 


CF 力ードー! 
選択マーク 


I ——ホワイトバランス 
な邮! 才ート 


朱太陽光 
な^曰陰 
A くを0 
-米白熱電球 
B 白色を光灯 
ろ スト□ボ 
cAa マニュアル 
囚色温度 


i[i]i 

固 

I 日で 

ち圓細ホ籌地 

LM12SLM12SUVn2S 
sM sM slim 

B/Ww 

甚 Til 

BBBiWBB 


■-画像サイス 
L ラージ 
M 1 ミドル1 
M 2 ミドル2 
S スモール 

n □ウ 

SB スモール□ウ 


モノク□撮影一 ■ 


マニュアルホワイト 
バランス取得表示 

(い]) 


L 画像番号 
色温度数値 
マニュアルホワイト 
バランス番号 
カスタムホワイトバランス 


有線 LAN 接続 —I 


■—フオルダま号 

記録メディア状態表示 

( Full . Err ) 


無線 LAN 接続* 1—1 >— 通信マ_ク巧 


*1 :ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 使用時に表示 

* 己：パソコン接続時に表示 

*3 : WFT - E 2+ 外部メディア使用時に表示 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


ファインダー 巧表示 


■ 


中央部スポット測光範囲- 


フオーカシングスクリーン- 




ェ U ア AF フレーム 


- AF フレーム 



□□□□□□□□□□□ 
□ □□[mMDDD 
□□□□□□□ 


〈区]〉測光モード- 
〈 M > マニュアル露出一! 


く*〉 AE □ック - 


AE 巨撮影中 
マルチスポット測光 


〈4〉スト□ポ充電完了- 


FE □ック連動範囲が警告 


Oh 〉 ノ、イスピードシンク □- 


(FPfl 光） 
〈户〉 FE □ック 
FEB 撮影中 


AF フレーム選択モード- 

{[■■] AF . SEL []. SELAF ) 

記録メディア表示 ( Card *) 
AF フレーム登録 

([--] HP , SEL [], SEL HP ) 


シャッター速度- 
バ J レブ （ buLb ) 
FE □ック 


データ処理中 （ buSY ) 

絞0数値- 


〈た〉露出補正- 


スト□ボ調光補正 
〈班〉ホワイト K ランス補正" 

表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 



□:ク□ス測距点 
日：アシスト測距点 


-露出レベル表示1 


連続撮影可能 
枚数 


個> 


JPEG マーク 
I し侧> 

I RAW マータ 

〈^〉電池チェック 


■-く ♦> 合焦 マーク 


-忆〇感度 


高耀度側-階調優先表示 


■—〈|5〇>侶日表あ 

■- 撮影可能枚数 

記録メディアフル表示 （ Full ) 


-標準露出指標 
-露出段数目盛 
□:1段 
。：1 / 3段 
-露出オーバー 
-調光オーバー 


-露出レベル 
-調光レベル 


-調光アンダー 
-露出アンダー 
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各部のを称 


バッテリーパック LP - E 4 



患を 

Li-ion 


♦ 


♦ この製品には、 U チウムイオン電池を使巧しています。 

• この電池は IJ サイクル可能な貴重な資源です。 

♦ この電池の回収、 U ヴイクルについては、下記のキヤノンホームペー 
ジ上で確認でさます。 

交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れがありますので、 
端テを絶縁するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて U サイクル協力店 
にある充電式電池回収日日Xに入れてください。 

リサイクル協力店についてのお問い合わせは、じ TF へお願いします。 

-製品、リチウムイオン電池をご購入いただいた販売店 
• 有限責任中間法人 JBRC 


ホー ムぺージ： http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html 
- r キヤノン/キヤノンマーケテイングジャパン」 

ホームぺーシ： http://cweb.canon.jp/ecology/recycle5.html 
U サイクル時のごま意： 電池を分解しないでください。 
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各部の名称 


バッテ U -チャージャー LC - E 4 I 

バッテ U -パック LP - E 4 用の充電器です。 （ P .24) 

充電/キヤリフレーション娜電）状態/ 



AC アダプター キット ACK - E 4 

家庭巧電源で力^ラを使用するとさに使います。 （ P . 吕目) 



























各部のを称 


ストラップ/八ンドストラップの取り付け方 

ストラップ 



W 取り付けび終わったら、止め具の部分のたるみを取り、ストラップを引っ張って 
ち止め具の部分がゆるまないことを確認してください。 
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使用前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ6かじめ準備しておくことと、基 
本的な操作方法について説明します。 



電池を巧電する 



充電器をコンセントにつなぐ 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込み、電 
源コードを充電器に接続します。 

♦ 電池を取り巧けていない状態では、すべ 
てのランプび消打しています。 



充電器と電池の保護カバーをがす 

♦ 充電器の保護カバーは、スライドさせて 
外します。 





充電ずる 

♦ 保護カバーをがしたとさと逆の要領で 
電池をスライドさせ、充電器にしっかり 
取り付けます。 A 、 日どち b 側に取0付 
けてち充電でさます。 

呼緑色の充電状態ランプび点滅して充電 
び始まります。 

時3つの充電状態ランプ〔日0/80/ 

100%)び点灯ずると充電完了です。 

♦ 使い切った電池の巧電に要する時間は、 
1本あた0約2時間でず。なお、充電時 

間は、周囲の温度や電池の充電状態に 
よって異なります。 

♦ 電池2本を充電器に取り付けたとをは、 
取0付けた順に充電び行われます。 


W ♦ バッテ U —パック LP-E4 政外は充電できません。 

♦ バッテ1」ーパック LP-E4 は、キヤノン製品専用です。指定がの充電器や、製 
品と組み合わせて使用した攝合の故障、事故に関しては一切保証でさません。 
♦ キャ U ブレーシヨンを巧ラときは （P.2 日)、電池の残量が少ない状態で巧ラこ 
とをおすずゆします。フル充電の状態から行ラと、キャ U ブレーシヨン（放 
電）開始から充電完了まで約12時間（放電：約10時間、充電：約2時間）か 
か0ます。 
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電池を充電する 


電池と巧電器の上手な使い方 

♦ 充電は使用ずる当曰か前日にずる 

充電して保管していてち、がしずつ電池の容量び少なくなっていさま I 
す。 


♦ 充電び終わった5、電池を取りがし、プラグをコンセントから巧く 

電池と充電器を使わないとさは、保護カバーを取り付けておさます。 


♦ 電池はぴご〜4ぴごの節固で使用ずる 

電池の性能を十分に凳揮させるためには、]日で〜3び C の範囲で使用 
することをおすすめします。スキー場などの低温下では電池の性能び一 
時的に低下し、使用でさる時間び短くなることびあ0ます。 

♦ カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間力;><ラに入れたままにしておくと、微少の電流び流れて 
過放電になり、電池寿命短縮の原因とな0ます。電池を力;><ラか5取り 
出し、保護カバーを取り付けて保管してください。なお、フル充電して 
保管すると、性能お下の原因になることびあります。 

♦ 充電器は海がでち使ラことができる 

充電器は、家庭用電源の AC 1 日〇〜24 0 V 已0/目日 Hz に対応してし)ま 
す。お使いになる地域に対麻した、市販のコンセント変換プラグをご使 
用<ださい。なお、充電器び故障するおそれびありますので、海外旅行 
巧の電子変圧器などに接続しないでください。 

♦ 電池の努化度び確認できる 

充電中にく PERFORMANCE> ボタンを押すと、 

充電状態ランプの点灯で電池の劣化度を確認する 
ことびでさます。 

■ (緑）：装化していません 

田 nn (緑）：少し祟化しています 

■ (ホ）：電池の買い換えをおすすめします 
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電池を充電する 


园 <CAL/CHARGE〉 ランプびホ色に点滅した 

カメラの電池蔑量表示が正確に行われるよラ、電池容量を把握するためのキャ1」 
ブレーションを推契する表示です。キャ U ブレーションは必須の操作ではありま 
せん。充電したいときは、そのまま約1日秒間待つと自動的に充電び始まります。 
キャ U ブレーションを巧うときは、 <CAL/CHARGE> ランプが赤色に点滅してい 
る間に、く CAUBRATE> ボタンを押します。充電状態ランプび赤色に点滅して 
キャリブレーション（放電）が始まります。 

なお、キャI」ブレーション後、自動的に充電び巧われますが、電池残量が多いほ 
ど時間びかかります。充電状態ランプの横にかかれている 〈2h> <4h>〈10h> は、 
キャリブレーション（放電）に要する時間の目安で、 〈10h〉 の充電状態ランプが 
赤色に点滅しているとさは、約1日時間かかります。また、キャリブレーション 
を行ラと放電が仔われ、電池が空になりますので、その後の充電には約2時間か 
かります。キャ U ブレーションを途中で止めて充電したいときは、充電器から電 
池を取りがし、再度取り付けます。 

充電が態ランプ3つ全部び点滅した 

充電状態ランプ（緑色）全部び点滅したとさは、電池の内部温度び〇〜4日むの適 
正範囲外になっています。電池の巧部温度が日〜40にの範囲内になると充電び始 
ま0ます。 

キャリブレーション（放電）状態ランプ（赤色）全部の点滅や、ホ/緑色ランプ 
の交互点滅 （〈CAL/CHARGE〉 ランプも点滅）時は、電池を充電器から取りが 
し、お買い上げになった販売店、または{度巧受付窓□にご連絡<ださい。 

また、バッテリーバック LP-E4 政外の電池を充電器に取り付けると、ホ/緑色ラ 
ンプび交互に点滅 （〈CAL/CHARGE〉 ランプを点滅）して充電できません。 

园自動車のシガーライターソケットからも充電できる 

力ーバッテ U- ケーブル CB- 已70 (別売）を使用すると、シガーライターソケッ 
卜と充電器の力ーバッテリーケーブルソケット «DC IN> 端テ）をつないで充電 
を巧ラことびでさます。 

-充電は、必ず自動車のエンジンをかけた状態で巧ってください。エンジンを止 
めたとさは、シガーライターソケットからカーバッテ1」ーケーブルのプラグを 
拖いてください。抜かずに放置すると、自動車のバッテ1」一びあがる原因とな 
ることびおります。 

-自動車用の蜜圧器を使用して充電を巧わないでください。 

-□巳 12 V、 または DC24V の自動車バッテ U- を備えたマイナス接地車でのみ 
使用できます。また、車種により、シガーライターソケットのお状、寸法び異 
なるため、使用でさないことびあります。 
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電池を入れる/取り出す 


入れ方 


充電したバッテ U —パック LP - E 4 をカメラに入れます。 

1電池室キャップを取りがす 

♦ キャップの両脇をつまんで引を出しま 
す。 


2電池を入れる 

♦ 電池を舆までしつかりと入れ、着脱つま 
みを矢印の方向に回します。 



電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチをく ON 〉 にしたとさに （ P .34)、 日段階で 
表示されます。 


杉。ぅ目 

トュ - 1.で.. 


表示 

残量げ。） 

状態 


100〜70 

十分な残量があります 


色9~已0 

半分な上の残量があります 

四 

4白〜2日 

残量がキ分攻下です 


1目〜1日 

残量び少な<なっています 

材:- 

目〜1 

ちラすぐ電池切れになります 

、1 / 

' 1 、 

0 

電池を充電してください 


园メニュー[ザバッテリー情報]を選ぶと、電池の状態が詳しく表示されます。 （ P .1 8已） 
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電池を入れる/取り出す 


撮影 可能が数の目ま 


温度 

常温 （ + 23 ご） 

ほ温（〇に） 

撮影可能枚数 

約2200枚 

約1700枚 


参撮影可能枚数は、フル充電の LP - E 4 使巧、ライブビュー撮影なし 、 CIPA (カメラ映 
像機器工業含）の試験基準によります。 

13 • 実際の撮影条件との違いによ0、撮影可能枚数が表記数値よ0ち少な< なる 
ことがお0ます。 

♦ シャッターボタン半巧し状態を長く続けたり、冉 F (オートフォーカス）のみ 
を巧って撮影しない操作を頻繁に行ラと、撮影可能お数が少なくなります。 

♦ 液晶モニターを頻繁に使巧すると、撮語可能枚数がかな<な0ます。 

♦ ライブビュー撮影時の撮影可能枚数については、112ページを参照してくだ 
さし、。 


取0出し方 



着脱つまみをおこし、矢印の方向に回 
す 




♦取り出したあとは、ショート防止のた 
め、必ず電池に保護カバーを取り付けて 
ください。 


♦ カメラを使用しないとさは、電池室 
キヤップを取り付けてください。 


0電池の防滴バッキンにづミなどが付着しているときは、湿ら I ‘ 
た綿棒などで取り除いてください。 

防滴パッキン 
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家庭。電源を使。する 

AC アダプターキット ACI <- E 4 を使ラと、家庭用電源を使用して、電池の 
残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 




2 


DC カプラーのプラグを接続する 

♦ DC カプラーのプラグを、 AC アダプター 
の DC 端子に接続しまず。 


電源コードを接続する 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込み、電 
源コードを AC アダプターに接続しま 
す。 




DC カプラーを入れる 

♦ カプラーを奧までしつかりと入れ、着脱 
つまみを矢印の方向に回します。 

♦ カメラの電源スイッチをく 0 N > にしま 
す。 


W • DC カプラーは防滴構造になっていませんので、屋外で使用ずるときは、濡ら 
さないよラにして < ださし、。 

• 電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたまま、電源コードや DC プラグの抜き差しを行 
わないで < ださい。 
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メモリーカードを入れる/取り出す ~ 

このカメラは、 CF カードと SD カードび使用でさまず。どちらかひとつの 
メモ U —カードび入っていれば、撮影した画像を記録することびでさます。 

両方のカードを入れたとさは、どち5のカードを使用するか選択したり、 
両方のカードに同時に画像を記録することびでさます 〔P.71 )。 

(I SD 力ード使用時は、ライトプ n テクトスイッチび上測（書き込み/消 
去可首目位置)にセツトされていることを確認してください。 


1カバーを 開ける 

♦ 開放つまみを起こし、矢印の方向に回し 
て開さます。 


2 メモリーカードを入れる 

♦ CF カードは左側、 SD カードはち側のス 
□ットに入れます。 

♦ CF カードは、図のよラにカードの表面 
を手前にして、小さな巧び並んでいる 
方を奥にして差し&みまず。 

CF 力ードを入れる向きを間違えると、 
カメラび壊れまず。 

吟 CF カード取り出しボタンびせり出しま 
す。 

♦ SD カードは「カチッ」と音びするまで 
差し込みます。 

3カバーを閉める 

♦ 「カチッ」と音びずるまでカバーを押し 
ます。 


入れ方 



B このカメラは、 SDHC メモリーカードち使用でさます。 
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メモリーカードを入れる/取り出す 


4電源スイッチを 〈0 N > にする 

-► 上面表示パネルとファインダー内に撮 
影可能枚数び表示されます。 

-► 背面表示パネルには、装慎したメモリー 
カードび表示されます。< い マークび 巧 
ぃてぃるメモリーカードに画像び記録 
巳 F カード装填表示 ごれま 9。 


P ( 刷 

ISO 100 L _ oneshotj 
囚 l !^ _1 

-2. .-1. .g. .*1. .*2. .+3 


カード 選択 マーク 


SD カード装填表示 





胃! • CF カードには、厚さの異なるタイプしタイプ II びありますが、この力六ラ 
では、どちらでち使用でさます。 

• 撮露可能枚数は、使用する文モ U —カードの空き容量や、記録画質、に0感度 
などにより異なります。 

• メニュー [が 力ードなしレ U - ズ]を[しなしリに設定ずると、メモリーカード 
の入れ忘れを防止することがでをます。 


取0出し方 

1カバーを 開ける 

♦ 電源スイッチをく OFF〉 にします。 

♦ アクセスランプが消えていることを確 
詔して、カバーを開をまず。 



メモリーカードを取り出す 

♦ CF カードは、取り出しボタンを押し込 
むと出てさます。 

♦ SD カードは、カードを奥に押し込んで 
離すと出てさます。 

♦ カバーを閉じます。 
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メモリーカードを入れる/取り出す 


W ♦ アクセスランプが点好しているとをは、露光中、メモリーカードへの記録/読 
み出し中や、ミ肖去中、データ転送中でず。絶巧に;夕のことを巧わないでくださ 
し、。画像データが壊れます。また場合により、メモリーカードが壊れたり、力 
メラ本体が損傷ずる原因となります。 

-メモリーカードス□ットカ A " —を開ける 
•電池を取り出す 

-カメラ本体に振動や衝撃をちえる 

• 画像が記録されているメモリーカードを使用すると、画像ま号日0日1から撮 
影されないことびあります。 ( P .77) 

• ノ V — ドディスクタイプの CF カードは、メモ U —カードに比べると振動や衝撃 
に弱いため、特に記録/再生中は、力方ラに振動や衝撃を与えないよラ、十分 
に注意してください。 

• SD カードの接点は、指や金属び軸れないよラにを意してください。 

51 メモリーカードのトラブルに関するエラーが表示されたときは、4目ページを参 
照してくださし、。 
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レンズを取り付ける/取りかす— 


キャップを外す 

♦レンズのダストキャップとボディ I 
キャップを矢印の方向に回してがしま 
す。 


レンズを取り付ける 

♦ レンズとカメラの赤いレンズ取り付け 
指標ををわせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音びするまで回しまず。 


レンズのフオーカスモードスイッチを 
< AF > にする 

♦ < MF > になっているとオートフオーカ 
スでさません。 

4レンズキャップをがす 



K 0 かし方 

レンズ□ック解除ボタンを巧しなが 
6、レンズを矢印方向に回す 

♦ 回転び止まるまで回してから、取り外し 
ふ ^ 0 



W レンズの取り付け/取り外しを巧ラ際に、ゴ S やほこりびマウント部からカメラ 
内部に入らないよラ、十分に注意してください。 

Bl EF - S レンズは使巧できません（取り付け不可)。 
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撮露の基本操作 … riinMW - T i Th i m i T i m i T ii T ii nn 、 T「iBW 

電源/サブ電子ダイヤルスイッチ 

<OFF>： 力^ラは作動しません。使用しな 
いとさはこの位置にします。 

〈ON〉 ：力;><ラび作動します。 

<J> :力 ラと〈類〉び作動します。 
(P.36) 



51 ♦ 電源スイッチを < ON / J 〉 にしたときと、く OFF > にしたときに、撮撒素子の 
自動清掃が行われます。清掃中は、液晶モニターにく. b 〉 が表示されます。 
♦ 電池の消耗を防ぐたゆ、約1分間何ち操作しないと電源び自動的に切れます。 

シャッターボタンを押ずと再度電源が入ります。 

♦ 電源が切れるまでの時間を、メニューりゲオートパワーオフ]で変更すること 
びできます。 （ P .4 巳） 

♦ メモ U - 力ードへの画像記録中に電源スイッチを < OFF 〉 にすると、懂き込 
み中…]が表示され、記録び終了してから電源び切れます。 


シャ ッター ボタン 

シゎッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で押すことを「半巧し」といいます。半押しからさ5に二段目まで巧すこと 
を r 全押し」といいます。 



半巧し （る 6) 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシトッター速度と絞り数値の設定び行わ 
れます。 

露出値び、上面表示パネルとファイン 
ダー内に表示されます。 



全巧し 

シわッターび切れて撮影されます。 


34 





















撮影の基本操作 


胃! • シャッターボタンを一気に全押ししたり、半巧し後すぐに全押しずると、一 
瞬の間を置いてから撮穀されます。 

• メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でを、シャッターボタンを半 
押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 



< 盤 0 メイン電モダイヤルによる機能の還巧と設定 

(1) ボタンを巧した 後、〈魁 0を回す 

ボタンを巧すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
<^>を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半巧しすると、撮影準備状態に戻りま 
す。 

♦ 撮影モード、 AF モード、測光モード、 
AF フレーム、侶日感度、〈因> ボタンを 
使用した露出補正、；><モ U —カードの選 
択-設定などに使用します。 

(吕） 〈避 0のみを回す 

ファインダー内表おや上面表示ノ くネルを 
見ながら〈巡0を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値の設定に使 
用します。 
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撮影の 基本 操作 


<〇>サブ電子ダイヤルによる機能の選がと設定 

<〇> を操作するときは、電源スイッチを。> にしてください。 



(1) ボタンを巧した後、〈〇> を回す 

ボタンを巧すと、その機能選択状態び夕 
イマー（る 6) で保持されます。その間に 
<〇> を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 


す。 

♦ 撮影モード、ドライブモード、スト□ボ 
調光補正、 AF フレーム、 ISO 感度、く因> 
ボタンを使用した露出補正、ホワイトバ 
ランス、記録画像サイズの選択•設定な 
どに使用します。 



<〇>のみを回す 

フアインダー内表示や上面表示ノ くネルを 
見なび5 <〇> を回します。 

♦ 露出補正、マニュアル露出時の絞り数値 
の設定に使用します。 


51 (1) の操作は、電源スイッチび 〈 ON 〉 の位置でも巧ラことびでさます。 


<谋> マルチコント□—ラー操巧 



〈巧:-〉は8方向キーと中央押しボタンの 
構造になっています。 

♦ 中央 AF フレームの選択、ホワイトバラ 
ンス補正、ライブビュー撮影時における 
フオーカスフレームの移動、再生時にお 
ける拡大表示位置の移動などに使用し 
ます。 
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撮影の基本操作 


縦位置撮該 時の 操作 

力;><ラの下部には、縦位置撮影用のシャッターボタン、〈盤^> メイン電 
子ダイヤル、く回 〉 AF フレーム選択ボタン、く* >AE □ックボタン、く AF - ON > | 
AF スタートボタン、 〈 FEL 〉 FE □ック/マルチスポット測光ボタンび配置さ 
れています。 



♦ 縦位置撮影用の操作部材を使用すると 
さは、縦位置操作日 N/OFF スイッチを 
<0 N > にします。 

♦ 使用しないときは、誤って作動しないよ 
うに、 < OFF > にします。 


フアインダーが鮮明に見えるよラに 調 碧する 



1アイカップを取り外す 

♦ アイカップの両脇をつまんだまま引を 
上げて取りがします。 


2調整する 

♦ ファインダー内の AF フレーム、または 
中央部スポット測光範囲マークび最ち 
鮮明に見えるよラに、つまみをちまたは 
左に回しまず。 

♦ アイカップを取り付けます。 


SI ネ見直調整を行ってもファインダーが鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ 
Eg の使用をおすすめします。 
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撮影の基本操作 


カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な画像を撮るために、力^ラび動かないよラにしっかり 
と構えて撮影します。 



①ち手でグ U ップを包むようにしっかりと握ります。 

③ 左手でレンズを下か5支えるよラに持ちまず。 

感ち手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせまず。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前につけます。 

⑤ 力^ラを額につけるようにして、ファインダーをのぞきます。 

⑥ 片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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メニユー機能の操作と設定- 

このカメラでは、ピクチャースタイルや、日付/時刻、カスタム機能など、 
さまざまな設定をメニュー機能で行います。；><ニュー機能の基本操作は、液 
晶モニターを見なびら、力;><ラ背面のく MENU > ボタン、〈磯〉 〈 Q 〉 を 
使って行います。 



巧再生2 ——I 
巧再生1 
Q * 撮影2 — 
a " 撮影1 —I 


タブ- 


メニュー項目- 


な! 口 i 】、 北 巧 


J ホワイトバランス') 


断-夕戲 I 
WBliE/BKT おを 
をを 田 1 

ピクチタースタイル 

0 , 0 / to 

SRGB 

スタンタード 

1 


が 機能設定] 

——が機能設定2 

が機能設定3 
—冉 カスタム機能 

れ マイメニュ- 


ーメニュー 内容 


アイコン 

色 

系統 

説 日月 

Q ./ が 

ホ 

撮語系 

撮露に関する項目 

が/巧 

青 

再を系 

撮露した画像の再生操作に関ずる項目 

が/が/が 

黄 

機能設定系 

力方ラの機能に関する項目 

.冉. 

檀 

カメラのカスタマイズ機能 

む 

緑 

よく使ラメニュー機能やカスタム機能の登録 













































メニュー機能の操作と設定 


メニユー機能の昼本操作 



爾子育 入 

力ードなしレリースする 
タストデリートテータ 



;船 S * の resffl ; 切 
2巧 
，が 
181 $ 

しホールド 


■ 一 S 巧 

■ 

A 設 

〇參 


1メニューを 表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと表示されま 
す。 

2タブを選ぶ 

♦ <^>を回してタブを選びます。 


項目を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈©〉を押 
します。 


内容を選ぶ 

♦ <〇> を回して内容を選びまず。 


3 ^內容を設定する 

■ く©〉を押すと設定されます。 


設定を終了する 

く MENU 〉 ボタンを巧すと表示び消え、 
撮影準備状態に戻ります。 

51 〈帝〉でタブとメニュー項目の選択を巧うこともできます。（ただし、メニューの 
第1階層のみ） 
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メニュー機能の操作と設定 


メニユー機能一覧 

Q * 撮影1啸） 参照頁 


ホワイトバランス 

国/米/ミ お/ 雜/ち心り 
〜已） /□ (吕 500 〜 1000 0) / PC -1 〜已 

61 

M 邮 B データ登録 

ホワイトバランスデータの手動登録 

62 


W 日補正：巨/ A/M/ 白寄り各色日段 

68 

WB 補正/ BKT 設定 

W 巨-日 KT: 巨/冉、 M/G 方向け受ステップ ±3 
段 

69 

色空間 

sRG 巨/ Adobe RGB 

70 


スタンダード/ポートレート / 風景/ニュー 

已己 

ピクチャースタイル 

トラル/を実設定/モノク □/ ユーヴー設定 

1 


] 〜 3 

60 


が撮影2 (赤) 


JPEG 画質 

し M 1、 M 2、 S の画質（圧縮率）を設定 

己 3 

画像サイズ 

L / M 1/ M 2/ S / 圓 

/1; た v"+S / Siifjvi / SI; け ' i ' l+l / 

sCEEi + MI / sCEEa + MZ / sGiEI+S (ー ロ.43图） 

50 

撮影画像の確認時間 

切/ 2 砂/ 4 砂/ 8 砂/ホールド 

127 

電子音 

入/切 

- 

カードなしレ U —ズ 

する/しない 

31 

ダスト デリートデータ 
取得 

付属のソフ トウ エアで: US 消し処理するため 
のデータを取得 

131 


が再生1 ( 青) 


画像プ□テクト 

画像のな護 

121 

画像回転 

画像の縦横回転 

119 

画像消去 

画像の消去 

12 巨 

印刷指定 

印刷する画像を指定 （ DP 0 F ) 

14 已 

送信指定 

パソコンにを信する画儘を指定 

152 

画像 コピー 

メモ U —力ード間の画儘コピー 

123 

が部メディアへの 

WFT - E 2 (別売）経由、外部メディア使用時 


バックアップ 

に表ぶ 
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メニュー機能の操作と設定 


巧再生2清） 参照頁 


A イライト警告表示 

しない/する 

116 

AF フレーム表示 

しなし'!/する 

116 

ヒストグラム 

輝度/ RGB 

116 

拡大表示設定 

画面中央から拡大/ AF フレーム任意選択点か 
ら拡大 

118 

魁!での画像送り 

1 ネ女/] 0 枚/ 100 枚/]画面/撮影曰/フォ 
ルダ 

117 


が機能設定1(黄) 


才ートパワーオフ 

1 分/ 2 分/ 4 分/ 8 分/ 1 已分/ 30 分/切 

4 己 

記録機能とメディア- 
フオルダ選択 

[記録機能] 標準/自動切り換え/振り分け/ 
同一書を込み 
[記録•再生]じ]/ 回/日 
[フオルダ] フオルダの作成と選択 

72 

71 

73 

画像番号 

通し番号/オート U セット/強制リセット 

77 

ファイル名の設定 

ファイル名（固有設定）/ ユー ヴ ー 設定 1/ 
ユーザー 設定 2 

75 

縦位置画像回転表示 

ずる〇国/する画/しない 

128 

カード初期化 

記録内容を初期化して消ま 

4 已 


が機能設定2 (黄) 


液晶の明るさ 

7 段階明るさ調整 

127 

曰付/時刻 

日付件/月/日）/時刻脂/分/耿）の設定 

44 

言語 

18 言語（英語/ドイツ語/フランス語/オランダ 
語/デンマーク語/ポルトガル語/フィンランド語 
/イタ IJ ア語/ノルウェー語/スウェーデン語/ス 
ペイン語/ギリシャ語 /□ シア語/ポーランド語/ 
簡体中国語/繁が中国語/韓国語/曰本語） 

44 

ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

120 

バッテリー情報 

電池の詳細情報表お 

18己 

ライブビュー機能設定 

[ライブビュー撮影] しない/ずる 
[グリッド] 表おしない/表おする 

108 

112 

が部スト□ボ制御 

ス ト □ボ機能設定/スト□ボカスタム機能設 
定/スト□ボカスタム機能一括解除 

104 
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メニュー機能の操作と設定 


が機能設定3 (黄） 参照頁 


カメラ設定をメディアに 
保存•読込 

保を/読込 

180 

カメラ基本設定の登録- 
呼出 

登録/呼出 

182 

カメラ設定初期化 

カメラの設定を初期状態にする 

47 

センサークリーニング 

自動ク U —ニング/今すぐクリーニング/手 
作業でク1」一ニング 

129 

ファームウエア 

ファームウェア変更時に選択 

- 

WFT の設定 

WFT - E 2 (別売）装着時に表示 

- 


冉.カスタム機能（積) 


C.Fn 1 :露出 

カメラの機能を細かく設定ずる 

1己巨 

C.FnII :画像-調光. 
表示 

161 

C.Fn III : AF - ドライブ 

164 

C.Fn IV : 操作*その他 

171 

カスタム機能 （ C . Fn ) 
-括解除 

カスタム機能をすべて解除 

1己4 

カスタム機能設定が態の 
登録-呼出 

カスタム機能の設定状態をカメラに登録•呼 
び 出し 

177 


むマイメニュー（緑） 

E ? イメニューの設定 よく使ラメニュー機能やカスタム機能を登録 ijyg ] 


51 • [ Q = 画像サイス]で表示される内容は、 [f ゲ 記録機能とメディア.フオルダ還巧]の 
[記録機能]の設定内容により変わります。[記録機能]が[振り分け]に設定され 
ているときは、メモ U - 力ードごとに、画像サイスを選択します。 （旺四 + 
JPEG、S 旺四 + JPE 白は表示されません） 

♦ メニュー画面を表示している状態でも、シャッターボタンを半巧しすると、ず 
ぐに撮影準備状態に戻ります。 

• これ政降のメニュー機能の説明は、く MENU 〉 ボタンを巧して、方ニュー画面 
が表示されていることを前提に説明します。 

• 頻繁に変更する;><ニュー項目を、マイメニュー〈む> に登録することびでさ 
ます。 （ P .179) 
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巧い始める前の準備- 

inl 叫"表示言語を設定ずる 

1 信副を選ぶ 

♦[が] タブの信副（上か53ま目の項 
目）を選び、〈毎)〉を押します。 


2言語を設定する 

♦ <〇> を回して言語を選び、〈@〉を押 
します。 

呼表示言語び切り換わ0ます。 



English 

Oeutsch 

Suomi 

Italiano 

PyCCKMfl 

Polski 

Francais 

Norsk 

脱峽 

Nederlands 

Sverska 


Dansk 

Es 的か 1 

側 

Portugufes 

EAAnviKd 1 

' 日王式 


HQ 曰付/時刻を確認ずる 

曰付と時刻を確認し、あっていないとさは、なの手順で設定します。 


71765136 





日巧補 

日内/時巧ち19定してください 
2007 .03. 18 114|: 24 ： 00 
か月/日 


12 


[日付/時刻]を選ぶ 

♦[が] タブの旧が/時刻]を選び、〈毎)〉 
を巧します。 


曰付/時刻/曰付表示順序を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選びます。 

♦ <@>对甲して、たのが態にします。 

♦ <〇> を回して内容を選び、〈霞)> を押 
します。（□のが態に戻ります） 

設定を終了ずる 

♦ <©> を回して [ OK ] を選び、〈贷)〉を 
巧します。 

-► 曰付/時刻び設定され、メニューに戻り 
ふ 〇 


B 撮穀した画像には、曰付/時刻び一緒に記録されますので、正しく設定してくだ 
さい。 
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使い始める前の準備 


mss 電源が切れる時間を設定ずる/才ートパワーオフ 

電池の消耗を防ぐため、約1分間カメラを操作しないと、電源び自動的に 
切れます。 

電源び自動的に切れるまでの時間を変更することびでさます。自動的に切 
れないよラにするとさは、[切]に設定します。電源が切れたとさは、シャツ 
ターボタンなどを巧すと、電源び入0ます。 



[才ートパワーオフ]を選ぶ 

♦ [が] タブの[才ートパワーオフ]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時間を設定する 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、〈@〉を巧 
しぶ! J 〇 


胃![切]に設定してち、節電のため約30分で液晶モニターの表示が消えます。（カメ 
ラの電源は切れません） 


wm メモリーカードを初期化ずる 

新しく買ったメモ U —カードや、ほかの力;ラ、パソコンで初期化した 
カードは、この力;><ラで初期化（フオーマット）することをおすすめします。 

¢1 メモリーカードを初期化すると、力ードに記録されている内割ま、画像 
だけでなくずベて消去されまず。プ n テクトをかけた画像ち消去されま 
ずので、記録内容を十分に確認してか5初期化してください。必要な記 
録内容は、初期化ずる前に必ずパソコンなどに保巧してください。 


A 巧巧巧1 


才ートバワーオフ 

1巧 

けテイア< 

>フオルタ通巧 

SM 号 

a しお 

ファイルをの»$ 



する〇響 


[力ード初期化]を選ぶ 
♦ [が] タブの [力ード初期化] を選び、〈@〉 
を押します。 
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使い始める前の準備 



2 



メモリーカードを選ぶ 

♦ [刚は CF カード、[回]は SD 力ードで 
す。 

♦ <〇> を回して力ードを選び、〈毎)〉を 
押します。 


に K ] を選ぶ 

♦[回]選択時は、物理フォーマットを行 
ラことびでさます。 （13.47) 

♦ く憩〉を回して [0 K ] を選び、〈@>を 
押します。 

カードび初期化されます。 

-► 初期化び終了ずると、ニューに戻りま 


す。 


W ♦ 方モ U —カード内のデータは、初期化や削除を巧ってを、ファイル管理情報 
び蜜要されるだけで、完全には消去されません。カードを譲渡■廃棄すると 
さは、ミ主意して<ださい。 

• 方モ U —カードを廃妻するとさは、カードを破壊するなどして個人情報の流 
出を防いでください。 

• 液晶モニターに方モ1」ーカードのトラブルに関する方ッセージび表示された 
ときは、力ードの抜き差しを行ってください。改善されないときは、別の力一 
ドに交換して ください。 

なお、パソコンでカードの内容が読み取れるとさは、カード内のデータをす 
ベてバソコンに保巧したあと、カードを初期化してください。正常な状態に 
戻ることがあります。 

B カード初期化画面に表おされるメモ U —カードの総容量は、カードに表記されて 
いる容量よりち少なくなることびあ0ます。 
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使い始める前の準備 


物！！フオーマットについて 

[回] SD 力ード選択時に物理フオーマットを行うことびできます 。 SD 
カードへの書き込み速度び低下したとさや、 SD カードに記録されている内 
容を完全に消去したいときは、 [物理 フオーマット] にチェックを入れてか日初 
期化を巧って < ださい。 



( W ボタンを巧す 

♦ 前ページの手順3で〈雨〉ボタンを押し 
ふ ^ 0 

-► [物理 フォーマット] の横にチェックマーク 
<>/>び表示されます。 

♦ <>/>び表示された状態で [0 K ] を選ぶ 
と、物理フオーマットび始まります。 


0 ♦物理フオーマットは、 SD 力ード巧の全記憶領域に渡って初期化を行うため、 
通南のカード初期化よりちやや時間びかかります。 

•物理フオーマット中に[キャンセル]を選ぶと、初期化を中止ずることができ 
ます。中止した場合でを、通菌の初期化は完了しているため、 SD カードはそ 
のまま問題なく使用でさます。 


wm カメラの機能設定を初期が態に戻ずときは 

カメラの撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に戻すことびでをま 
す。 

1[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ 。が] タブの [カメラ 設定な]期化] を選び、 
〈毎)〉を押します。 
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使い始める前の準備 


に K ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈资)〉を 
押します。 

-► カメラの設定び、次の表のよラになりま 
す。 


記録画像関係 


記録機能 

標準 

記録画質 

L (ラージ） 

JPEG 画質 

8 

旧。感度 

100 

ピクチャースタイル 

スタンダード 

色空間 

sRGB 

ホワイトバランス 

AW 己（才ート） 

WB 補正 

解除 

WB-BKT 

解除 

画像番号 

通し番号 

ファイル名の設定 

カメラ固有 

自動クリーニング 

する 

ダストデリートデータ 

消去 


撮影モード 

P (プ n グラム AE ) 

AF モード 

ワンシヨット AF 

AF フレーム還択 

自動還択 

測ホモード 

評価測光 

ドライブモード 

1枚撮霖 

露出補正 

0 (ゼロ） 

AEB 

解除 

スト□ボ調光補正 

0脚） 

ライブビュー撮影 

しなし、 

グリッド表示 

表71^しない 

カスタム機能 

そのまま 


カメラ設定関係 カメラ設定関係 


オー ト パワー オフ 

1分 

電モ音 

入 

カードなしレリーズ 

する 

撮影画像の確認時間 

2秒 

A イライト警告 

しなし、 

AF フレーム 表示 

しなし、 

ヒストグラム 

輝度 

拡大表示設定 

画面中央 


越^での画像送り 

10枚 

縦位置画像回転表示 

する〇 画 

液晶の明るさ 

朱11 iTi 11 去 

曰付/時刻 

そのまま 

-==£ 

そのまま 

ビデオ出力ち式 

そのまま 

マイメニューの内容 

そのまま 


力)(ラヒ 


2 


力 X ラの g ま6巧 巧 巧 態に します 


キタン它ル I 0 K I 


撮影機能関係 
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画像に関ずる設定 


この章では、記録画費、に0感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、色空間など、デジタルカメラ特有の画像に関係する 
機能設定について説明します。 


51 撮穀華備状態で <INFO.> ボタンを巧すと、画像に関連する力方ラの設 
定巧容を確認することができます。 （ P .1 S 4) 






記録画質を設定する 

画像サイズ掃録画素数）/画像タイプ （ JPEG 、 RAW / sRAW ) と、 
JPEG 画質（圧縮率）を設定します。 


画像サイズの選が 

L / M 1/ M 2 /S は、 JPEG タイプの画像として記録されまず。旺四、 S 旺四は、 
撮影後、付属のソフトウェアで現像処理を行います。なお、 S 旺四は、記録 
画素数び約1/4 (約2日0万画素）の RAW 画像です。 

また、 RAW / sRAW 画像と」 PEG 画像をメモ U - 力ードに同時に記録す 
ることちでさます。 


. 


■た[回. 


严朵:: 


縷 


〈 FUN 仁 > ボタンを巧す （を 6) 

♦〈 FUNC .〉 ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルの左側に、カードと 
画像サイズを表示させます。 

画像サイズ/カードご W 日 



画像サイズを選ぶ 

♦ <©> を回して画像サイズを選びます。 

♦ 旺四または S 旺四と、 L / M 1/ M 2 /S び 

同時に表示されているとさは、 RAW ま 


たは sRAW 画像と、 」 PEG 画像びカード 


に同時記録されます。 

♦ 〈巡^〉を回すと、記録•再生するカード 
を選ぶことびでさます。 〔 P .71) 


画像サイズを選ぶとまの目安 


画像サイズ 

記録画素数 

印刷サイズ 

L (ラージ） 

JPEG 

約1010万 （3888 X 2 己 92) 

A 3 政上 

M 1 (ミドル 1) 

約8日白万 （34 已 6 X 2304) 

A 吕程度 

M 2 (ミドルの 

約曰3白万 (2816 X 1880) 

A 4 程度 

S (スモール） 

約2已白万 （1936 X 1288) 

A 己程度 

023にゥ） 

約1白1己万 (3888 X 2592) 

A 3 政上 

S 旺四 （スモール n ウ） 

約2已白万 （1936 X 1288) 

A 己程度 
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記録画質を設定する 


賈| • メニュー [が 画像サイス.]か日設定することもできます。 

• 同時記録を巧うと、 RAW または sRAW 画像と、 JPEG 画像が同じフォルダに、 
同じ画像ま号で記録されます。 

• メニュー [が 記録！能とメディア■フォルダ題 R] の間録機能]が、[振り分け]に 
設定されているときは、力ードごとに、記録する画像サイズ（旺四 +JPEG、 
S 旺四 +JPE 白外）を選ぶことがでさます。 

• 設定した画像サイズに応じて、ファインダー巧のち側に〈田田>〈旺四〉マー 
クが点灯します。なお、 S 旺四選択時は、〈皿！3> マークび点灯します。 


画像サイズにがする1巧のサイズと撮影巧能枚! a の目安 


画樣サイズ 

1 枚のサイズ 
(約- MB ) 

撮影 可能巧数 
(約） 

連続撮影可能巧数（約） 

鸟 iH 高速 

乌 IL あ速 

L 

3.已 

2白0 

110 

26白 

M 1 

2.8 

320 

13白 

32己 

M 2 

2.1 

420 

140 

42白 

S 

1.2 

710 

16白 

710 

HCTn 

13.0 

66 

3白 

3己 

fiCTn+i 

13.日+3.巳 

已吕 

22 

27 

CHS+MI 

13.日 +2.8 

已4 

22 

27 

旺四 + M 2 

13.0+2.1 

已色 

22 

27 

003+5 

13.0+1.2 

60 

22 

27 

SCEEl 

7.6 

110 

46 

70 

SfM 1 +l 

7.6+3 .已 

76 

28 

3己 

SCEEZl+MI 

7.6+2.8 

81 

28 

3曰 

5 丽 71 +M フ 

7.6+2. 1 

87 

28 

3曰 

SCEEJ+S 

7.6+1. 2 

9已 

28 

3己 


♦撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 1GB CF カード使 巧 時の枚数で 
す。 

♦ 1枚のサイス、撮影可能枚数、連続撮語可能枚数は、当社試驗基準 （JPEG 画質： 8、 
IS 日1日日、ピクチャースタイル：スタンダード設定時）によります。 

♦撮影可能枚数は、ファインダー巧や、上面表示パネルで確認することができます。 

♦被写体やメモリーカードの銘柄、旧0感度、ピクチャースタイルなどの設定により、 
1枚のサイズ、 撮影 可能枚数が変動しまず。 

• モノク□撮影時は、1枚のサイズびルさくなり、撮影可能枚数びをくなります。 
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記録画費を設定する 


RAW にごいて 

メモ U —力ードに記録される RAW 画像は、撮像素テから出力されたデー 
夕をデジタル変換してそのまま記録した r 生データ」です。 RAW 画像をパ 
ソコンに取り込み、付属のソフトウェアで、使用目的に応じたさまざまな画 
像調整を行ラことびできまず。また、ソフトウェアの現像処理機能により、 
調整結果を反映した、使用目的に最適な JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成す 
ることびでさます。 


sRAW にごいて 

記録画素数び約1/4 (約2日0万画素）の RAW 画像です。 RAW 画像と同 
じよラに、付属のソフトウェアで画像調整、現像処理を行ラことびでさま 
す。通常の RAW 画像ほどの高画素を必要としない撮影に向いています。 


連続撮誘可能巧数{パ’ースト巧数）について 

被写体やメモリーカードの銘柄、記録画 
質（画像サイズ、 JPEG 画質）、に0感度、 
ドライブモード、ピクチャースタイルなど 
の設定により、連続撮影可能枚数び異なり 

まず。 各画像サイズで撮影でをる枚数の目 
安は、前ページの表を参照してください。 
なお、そのとさの設定条件で何枚の連続撮影びでさるかを、ファインダー 
内ち側で確認ずることびでさます。 

W ♦ 高に日感度設定時は、連続撮露可能枚数が大幅に少な<なります。 

♦ 連続撮該巧能枚数は、方モリーカードが入っていないとさにを表示されます 
ので、 力ー ドが入っていることを確認してか5撮影してくださし、。 

•連続撮穀可能枚数は、ドライブ モー ドの設定に関係なく、 〈鸟 jH 〉 の枚数が表 
示されます。 

0連続撮影可能枚数び、ファインダー内で「99」と表示されているときは、白日枚 
切上の連続撮穀びできます。白 S 枚な下になると、数値が減っていきます。撮影 
を中断すると、数値が増えていさます。撮影した画像がすべてメモリーカードに 
書さ込まれると、前ページの表にをした枚数の連続撮影びでさるよラになります。 
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記録画質を設定する 


mss JPEG 画質（旺縮率）の設定 

画像サイズ L/M1/M2/S ごとに、記録画質（圧縮率）を設定することびで 
をます。 



[ JPEG 画質]を選ぶ 

♦ [ が ] タブの [JPEG 画爵を選び、〈霞)〉 
を押します。 


画像サイズを選ぶ 

♦ <©> を回して画像サイズを選び、〈@〉 
を巧します。 


画質（圧縮率）を設定する 

♦ 〈類〉を回して数値を選び、〈@〉を巧 
しぶ弓 0 

♦ 大さな数値に設定するほど、高画質（低 
圧縮）で記録されます。 

♦ 目〜10はくィ>、1〜已はく J〉 で表おさ 


れます。 



SI 大さな数値に設定ずるほど高画質になりますが、撮轟可能枚数はかなくなりま 
す。掛こルさな数値に設定するほど画質は低下しますび、撮影可能枚数は多くな 
0ます。 
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ISO : 旧 o 感度を設定する 

ISO 感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したちのです。数値び 
大さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に 
向いていますび、撮影画像にノイズび入るなど、画像び粗くなることびあり 
ます。逆に感度び低い場合は、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影 
には向いていませんび、きめ細かな画像び撮影でさます。 

このカメラでは、侶0感度を10日〜320日まで、]/3段ステップで設定 
することびでさます。 



( ISO ) ボタンを巧す （を 6) 

呼上面表示パネルとファインダー内に、現 
在設定されている感度び表示されます。 



2旧0感度を設定する 

♦ 〈巡^/類〉を回して IS 日感度を設定しま 
す。 


W • ISO 感度を高< したり、高温下で撮憲すると、画撒のヴラツキ感がやや高<な 
ることがお0ます。 

♦ 高温■高 IS 日感度-長時間露光の条件で撮影を巧ラと、画撒に色ムラび発生す 
ることがち0ます。 

B C.Fn I -3 [旧0感度の制御範囲の設定]で、に 日 感度の設定範囲を、最大に 日 巳 日 （ L ) 
〜目4日0 ( H ) まで拡張することびできます。 （ P .1 已目） 
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ピクチヤースタイルを選択する ~ 

ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能でず。 


1 ボタンを巧す 

♦ 撮影準備状態でくぶこ；〉ボタンを押しま 
す。 

-► ピクチわースタイル画面び表示されま 
す。 


1 

す 1 1 慶 

1 



ビクチスタイル 

れ<.る .4 

呂^スタンタード 

3. 0. 0. 0 - 

1片彿ホート。ート 

2. 0, 0. 0 

齒 ■! 

S3 ニュートラル 

4. 0. 0. 0 

0. 0. 0. 0 

ssi&nss 

0. 0. 0. 0 

巨召!モノクロ 

3. 0. N. N 

era B 泛巧を 

E31CK 


2 


スタイルを選ぶ 

♦ 〈類〉を回してスタイルを選び、〈霞)〉 
を巧します。 

スタイルび設定され、撮影準備状態に戻 
0ます。 


胃! 方ニュー [ゴピクチャースタイル] から設定することもできます。 


るピクチャースタイルの画像特性について 

• スタンダード 

鮮やかで、くっきりした画像になります。 

参ポートレート 

肌びされいで、ややくっさりした画像になります。 

• 風景 

青空や緑の色び辭やかで、とてもくっさりした画像になります。 

♦ ニュートラル 

自然な色あいで、メリ八 U の少ない控えめな画像になります 。バソコ 
ンでの画像処理を前提とした撮影に適しています。 

• 忠実設定 

メ I 」ノ VU のかない控えめな画像になります。已20日 K 〔色温度）程度 
の環境光下で撮影した画像び、測色的に被写体の色とほぼ同じになるよ 
ラに色調整されまず。パソコンでの画像処理を前提とした撮影に適して 
います。 
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ミこ i ピクチャースタイルを選択する 


♦ モノク n 

白黒画像にな0ます。 


W • 自然な感じの白黒画撒にするためには、適切なホワイトバランスで撮穀し 
て < ださい。 

• JPEG L/M1/M2/S で撮影した画像は、カラー画像に戻すことはできませ 
ん。カラー画像のつもりで撮轟しないようにを意してください。なお、[モ 
ノク山設定時は、背面表示パネルに 〈B/W〉 が表示されます。 


参ユーザー設定1〜3 

[ポートレート] や [風景] などの基本スタイルを選択し、好みに合わせ 
て調整して、 [ユーザー設定 1] か b [ユーザー設定 3] に登録することびでき 
ます。登録されていないときは、スタンダードの初期設定と同じ内容で 
撮影されまず。 


記号にごいて 

スタイル選択画面のち上にある記号は、 [シャープネス][コントラスト] など 
を表しています。数値は、各スタイルに設定されている [シャープネス]ロン 
トラスト] などの設定値を示しています。 

記号の意味 


ビク チヤー スタイル片, 

'•い:スマ—ノブー f 3 

曲巧ポ••トレート 2 
國4 
田巧二 a —トラル 0 
邸 ssnt 0 

ga モノクロ 3 




© 

シャープネス 

C 

コントラスト 

& 

色の濃さ 

履 

色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

感 

調色（モノクロ） 

















ピクチャースタイルを調舊する ~ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みに合わせて設定内容（[シ ャープネ 
ス][コントラスト] など）を初期設定から変更嘯整）することびできます。 
[モノクロ] の調整については、次ページを参照してください。 



1 


ボタンを巧す 
スタイルを選ぶ 

♦ 〈©〉を回してスタイルを選び、く INFO.> 
ボタンを巧します。 



項目を選ぶ 

♦ <©> を回して項目を選び、く©〉を押 

レま9 〇 


巧容を設定する 

♦ <©> を回して効果の度合いを設定し、 
〈毎)〉を押します。 

♦ く MENU> ボタンを巧すと、調整した内 
容び保をされ、スタイル選択画面に戻0 
ます。 

-► 初期設定から変更した数値が青色で表 
おされます。 


設定内容とその効果 


© シャープネス 

脚 

輪郭強調-控えめ 

[+7] 

輪郭強調-強め 

〇コントラスト 

[-4] 

明暗差•弱 

[+4] 

明暗差•強 

&色の濃さ 

1；-4] 

薄い 

[+4] 

濃し、 

€) 色あい 

1；-4] 

肌色びホめ 

[+4] 

肌色び黄色め 
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ミこ i ピクチャースタイルを調整する 


SI • 手順3で[初期設定]を選ぶと、各スタイルごとに、設定した内容を初期状態 
に戻すことびでさます。 

♦ 調整したスタイルで撮影するとさは、前ページの手順吕で、調整したスタイル 
を選択してから撮影します。 


モノク□の調碧 

[シヤープネス] と [コントラスト] のほかに、 [フイルター効果][調色] を設定 
することびでさます。 


【フイ ルター 効果] 



フイルター効果を使ラと、同じモノクロ 
画像でも、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることびでさます。 


フイルター 

効果例 

N 

なし 

フィルター効果なしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空がより自然に再現され、白い雲びはっきりと浮かび上がります。 

Or 

オレンジ 

青空が少し暗くなります。夕曰の輝さびいっそラ増します。 

R 

ホ 

青空がかなり暗くなります。紅葉の葉びはっきりと明るくなります。 

G :緑 

人物の肌色や屋び落ち着いた感じになります。木々の緑の葉びはっき 
りと巧る <な0ます。 


B 1 [コントラスト]をプラス側に設定して撮影ずると、フィルター効果がより強調され 
ます。 


間ち] 



調色を設定して撮影すると、色のついた 
モノク□画像にすることびでをまず。より 
印象的な画像を撮影したいとさに有効で 
す。 

[ N : なし] に： セピア] 旧：菌 [ P : 紫]に： 
緑]から選ぶことびでをます。 
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ピクチャースタイルを登録する ~ 

柿ートレート] や楓鼠などの基本スタイルを選択し、好みにをわせて調 
整して、 [ユー ザー設定 1 ] から [ユー ザー設定 3] に登録することびでさます。 
シャープネスやコントラス ト などの設定び異なる、複数のスタイルを用意し 
ておきたいときに使用します。また、付属のソフトウェアか5設定したスタ 
イルを選ぶとさにち使用します。 


1 <-：-> ボタンを巧す 




2 


[ユーザー設定]を選ぶ 

♦ <©> を回して [ユーザー設定*] を選び、 
< INFO .> ボタンを巧します。 



<©> を巧す 

• [ピクチャースタイル] が選ばれた1犬 i 写で 
〈霞)〉を押します。 


基本にするスタイルを選ぶ 

♦<©> を回して基本にするスタイルを選 
び、〈贷)> を巧します。 

♦ 付属のソフトウエアから設定されたス 
タイルびあるときは、この操作で選択し 
ます。 


項目を選ぶ 

♦ <©> を回して頂目を選び、〈资)〉を押 
し 9 〇 
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ミこ i ピクチャースタイルを登録する 



内容を設定する 

♦ <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
<@>を巧します。 


♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと内容び登録さ 
れ、スタイル選択画面に戻ります。 

-► [ユーザー設定*]のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 

吟[ユーザー設定*]に登録したスタイルの設 
定内容び、初期設定から変更されている 
とさは、スタイル名び青色で表示されま 


す。 


W [ューザー設定*]にスタイルびすでに登録されているとさは、手順4で基本にする 
スタイルを変更ずると、登録されているスタイルの設定内容び無効になります。 

胃登録したスタイルで撮影するときは、前ページの手順2で、[ユーザー設定*]を選 
おしてから撮影します。 
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ホワイトバランスの選択 

ホワイトバランス 〔 WB ) は白いものを白く写すための磯能です。通常は 
〈四 狙 > 讨ート）で適切なホワイトバランスび得られます。く四 阻〉 で自然 
な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択したり、手動 
設定で調藝します。 



< FUNC > ボタンを巧す （を 6) 

♦ < FUNC .> ボタンを]回、または2回押し I 
て、背面表示パネルのち上に、ホワイト 
バランスを表示させます。 

W 己ニカード/画像サイズ 


ホワイトバランスを選ぶ 

\ m <〇> を回してホワ仆 A ‘ランスを選び 
ます。 


表示 

モード 

色 ミ 届度（約 • K ) 

fSM 

オート 

3己白己~7白白己 

朱 

太陽光 

己2己白 

6 k 

曰陰 

70己白 

A 

くちり、薄暮、夕やけ空 

6000 

米- 

白熱電球 

32己白 

器 

白色壁光打 

4000 

ち 

スト□ボ使用 

6000 


マニュアル （P.62) 

吕〇己 0-10 己0白 

因 

色温度 （P.67) 

吕巳00 *-10000 


ホワイトパランスにごいて 

人間の目には、照明する光び変化しても、白い被写体は白に見えるという 
順応 I まびあります。デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調 
藝して、色の基準となる白を決め、白を基準に色の補正び行われます。これ 
により、自然な色あいで撮影でさます。 


31 • メニュー [ Q ‘ ホワイトランス] か日設定することもできます。 

• カスタム WB を設定するときは、メニュー[ゴ ホワイトバランス] から [ PC *] 
を選びます。カメラへのカスタム WB 登録は、付属のソフトウェアから巧いま 
す。 登録されていないとさは、メニュー画面に表示されません。 
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MENU 


7 ニユアルホワイトバランス ~ 

マニュアルホワイトバランス （MWB) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するときに使用しまず。 MW 巳データは、カメ 
ラに最大已件登録することびできます。また、登録した MW 目データにキヤ 
プシヨン（見出し）を付けることもでさます。 


MWB データを登録ずる 

MW 巨データの登録方法は、その場で撮影して登録する方法と、カード巧 
に記録されている画像から登録ずる方法の2通りびあります。 

1 [ MWB データ登録]を選ぶ 

♦ [Q'] タブの [MWB データ登 麵を選び、 
〈毎)〉を巧します。 


2登録する MWB 番号を選ぶ 

♦ <@>を巧します。 

参〈憩〉を回してく Ad*〉 の1〜已の番号 
を選び、〈@〉を巧します。選択した番 
号に MWB データを登録します。 

3 [画像を撮穀して登録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [画像を撮影して登録] を選 
び、〈霞)〉を巧します。 

呼液晶モニターび一時的に消丹し、背面表 
おパネルに選択した番号 [*] び点滅し 
よ9 〇 


[画像を撮彰して登鋼 

I 巧 h わ*1:1 ■ I 11-1 


ホワイトバランス 3 S 

! W 6 テータミ巧 _ I 

W 4 正/斯 T 旋 6.6 /td 

&sm sftGB 

ピクチでースタイルスタンタード 


JL 


カード巧の函像な 5 &II 
figt を!しで fit ! 

キでフシヨン WI 

ホワイトバランスに括ち 



ホワイトバランスじ括ち 




心 
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虹五田マニュアルホワイトバランス 


白い無地の被写体を撮影する 

W _ I ♦ファインダー内の中央部スポット測光 

■ ^ ^ ^ ■ 範囲の領域全体に、白し、無地の被写体び 

1し^ y * 国 くるょ引こします。 

■ \ -^ H • レンズのフォ-カスモ-ドスイッチを 

< MF > にして、手動でピントををわせ 
まず。 ( P .84) 

♦ 白い無地の被写体び標準露出（グレー） 
になるよラに撮影します。露出びアン 
ダー、またはオーバーになると正確なホ 
ワイトバランスび得られないことびあ 
0ます。 

吟力ラに MW 巳 データび 登録され、 デー 
夕の取得び完了したことをおす画面び 
表示されます。 

♦ 登録した MWB で撮影ずるとさは、『登録 
した MW 目データを選んで撮影する』 
(口 .目已）を参照してください。 


W 巧 ( J [ W 6 デ-巧闲しました 


HUD 做 
rc してくだでい 


胃! • 次のちまで MW 巨データを登録することもできます。 

1. <FUNC> ボタンを巧して〈慰〉を回し、〈1^も> を選びます。 （ P . 目 1) 

2. 続けてく猫〉を回して、 MW 巳データを登録したいま号を選びます。 

3. 〈ミこ二> ボタンを押します。 

^背面表示パネルに [*] び点滅します。 

4. 手順4と同じ方法で白い無地の被写体を撮語します。 
^選択したま号に1\^\/7己データび登録され、取得完了画面が表示されます。 

撮轟すると、登録した MWB データでホワイトバランス制御が巧われます。（こ 
の方法で登録したときは、巨日ページの『登録した MW 己データを遇んで撮露 
する』の操作を巧ラ必要はありません。） 

♦ 手順4で[指定された画像では適切な WB び得日れないことがあります]と表示されたと 
きは、手順1に戻って再度撮影してくださし、。 

• 撮影した画像はメモ U —力ードに記録されません。 
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mm マニュアルホワイトバランス 


【力ード巧の画像か6登録] 

メモリーカード内に記録されている画像から登録するときは、[画像を撮影 
して登録]の手順4を参考にして、あ6かじめ白い無地の被写体を撮影してお 
きまず。手順2までは[画像を撮影して登録]と同じです。 


1 [ MWB データ登録]を選ぶ 


) 登録する MWB 番号を選ぶ 



[力ード内の画像か5登録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して 访ード巧の画像から登誌! 
を選び、〈毎)〉を巧します。 

■4- カード内に記録されている画像び表示 
されます。 

MWB データ登録用の画像を選ぶ 

♦ くろ〉ボタンを巧すと、4枚/目枚インデッ 
クス表示にすることびできます。 

♦ <〇> を回して MW 目データ登録用の画 
像を選び、〈霞)〉を巧します。 

に K ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈资)〉を 
巧します。 

* 力;><ラに MW 巳データが登録され、メッ 
セージび表示されます。〈愛)〉を押すと、 
手順3の画面に戻ります。 

♦ 登録した MW 巳で撮影するとをは、『登録 
した MWB データを選んで撮影する』 
( P .65) を参照してください。 
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虹五田マニュアルホワイトバランス 


登録した MWB データを選んで撮該ずる 

登録した MWB データを使用して撮影します。 

登録した MWB 番号を選ぶ 

♦ MW 巳データ登録画面で、登録した番号 
を選びます。 


[ホワイトバランスに設定]を選ぶ i 
♦ 〈類〉を回して [ホワイトバランスに設定] 
を選び、〈愛)〉を押します。 

吟 W 日の設定び登録したく(^ん *> にな0 
ます。 

撮影する 

-► く!^ん*〉の設定で撮影されます。 

SI 背面表示パネルを見なびら、登録した MWB ま号を選ぶこともできます。そのと 
きは、 <FUNC> ボタンを巧して〈慰〉を回し、 (心 を選びます。続けてく巡〉 
を回して登録した MW 巨番号を選びます。 



登録した MWB データにキヤプシヨンを付ける 

[画像を撮影して登録][力ード巧の画像か日登録] で登録した MWB データ已件に、 
それぞれキゎプシヨン（見出し）を付けることびでをます。 


Jiex-- 

© 


夕が！ 


カード巧の函 ft か 5 fill 
figt を!1!^ しで &II 

キ V フシヨン■篇 

ホワイトバランスに技定 


MWB 番号を選ぶ 

♦ MW 巨データ登録画面で、見出しを付け 
る MWB 番号を選びます。 


65 



















( MID マニュアルホワイトバランス 



[キャプション編集]を選ぶ i 

♦ <〇> を回して [キャプション編集] を選 
び、〈霞)〉を巧します。 


任意の文字を入力する 


♦ く hvif 〉 ボタンを押すと、文字パレット 
の枠に色び付さ、文字入力びでさるよラ 
になります。 

♦ 〈猫/寒〉を操作して□を移動し、希望 
する文きを選び、〈受)〉を押すと入力さ 
れます。最大2日文字まで入力でさます。 

♦ 入力されているキャプションを変更す 
るとさは、はじめに不要な文字を消去し 
ます。〈類/糸〉を操作して消去したい 
文字のち側に入力位置を移動し、く®>ボ 
タンを押すと、不要な文字び消去されま 


す。 



♦ 入力び終わったらく MENU 〉 ボタンを 
押します。 

吟キャプションび保存され、手順2の画面 
に戻ります。入力したキャプションび 
くの下に表示されます。 


51キャプションを MW 巳を登録した場所や光源の名前などにすると便利です。 
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を温度を直接設定する — ^ 

ホワイトバランスの色温度を数値で設定することびできます。 


1 < FUNC > ボタンを巧す （を 6) 

♦ < FUNC .> ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルのち上に、ホワイト 
バランスを表おさせます。 

W 己ニカード/画像サイズ 


弓巧日 


©2 


〈因> を選ぶ 

♦ 〈類〉を回してく因 > を選びます。 


— 3数値を設定する 

• 続けて〈巡〉を回して数値を設定しま 
す。 

♦ 言受定範囲は2己00〜]曰000 K (100 K 
ステップ）です。 



W • 人工光源の色温度を設定するとさは、必要に応じてホワイトバランス補正（マ 
ゼンタ、またはグ U - ン寄り）を行ってください。 

• 市販のカラー;><ーターで測定した色温度数値を <因〉に設定する場合は、事 
前にテスト撮穀を巧い、力方ラとカラーメーター間の誤差を巧正した数値を 
設定して < ださい。 

Bl メニュー [ Q * ホワイトバランス] から設定することをでさます。 
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MENU 


ホワイトバランスを捕正する ~ 


設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この機能を使 
ラと、市販品の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じよラな 
効果を得ることびでさます。補正幅は各色9段です。 

特に色温度変換フィルターや、色浦正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れている方におすすめします。 


ホワイトパランス補正 


昆 1 巧 51 巧麵 

ホワイトバランス 

邸 

W デー タ fig 

正/ BKTK ミ 

〇.い《〇 r 

經 間 

SRGB 

ピクチスタイル 

スタンタード 

_ 


[ WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 
♦ [ Q '] タブの [WB 補正/ BKT 設定]を選び、 
〈蟹)〉を巧しまず。 



設定例: A 2. G 1 



ホワイトバランスを補正する 

♦ 〈帝〉を操作して、画面上の「■」を希望 
する位置に移動します。 

♦ 巳はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ U —ンの意味でず。移動方向 
蓄〇の色に補正されます。 

♦ 画面ちの 「 SHIFT 」 に補正方向と、補正 
量び表示されます。 

♦ ホワイトバランス補正を解除するとを 
は、「■」の位置を座標の中む （「 SHIFT 」 
を「0,0」の表示）にします。 

♦ 〈蟹)〉を押すと、設定び終了し;><ニュー 
に戻ります。 


S1 ♦ WB 補正中は、ファインダー内と背面表示バネルに〈班> が表示されます。 

♦ ブルー/アンバーち向の1段は、色温度変換フィルターの約已 S レッドに相当 
します。（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表わずときに使用される 
単做 
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虹五田ホワイトバランスを補正する 


ホワイトパランスを自動的におえて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色 
あい、またはマゼンタとグリーン寄りの色あいに補正した画像び記録されま 
す。これをホワイトバランスブラケティング ( WB - BKT ) 撮影といいます。 
設定でをる補正幅は、 ] 段ステップ、±3段です。 


補正幅を設定する 

♦ 柿ワイいくランス捕正』の手順2で〈類> 
を回すと、画面上の「■」び r ■■叫 （3 
点）に変わります。ちに回すと、巨/八方 
向、左に回すと M / G 方向のブラケティン 
グになります。 

-► 画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、補正幅び表示されます。 

♦ 〈毎)〉を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 

♦ 設定を解除ずるときは、 「 BKT 」 を r±Oj 
(「■■叫を「■」 （1 点)）にします。 


①基準ホワイトバランス③ブルー（目）寄り感アンバー （ A ) 畜り、ま 
たは©基準ホワイトバランス®マゼンタ （ M ) 畜り③グ U - ン 〔 G ) 畜り 
の順に画像び記録されます。 



H • WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数がかなくなり、撮影可能枚数 
を約1/3になります。また、背面表示バネルのホワイトバランスマークび点 
滅します。 

♦ ホワイトバランス補正や AEB 撮影と組み合わせることがでさます。 AE 己撮穀 
との組み合わせでは、合計9枚の画像が記録されます。 

• 1回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮露よりちメモI」ーカードへ 
の画像記録時間び長くなります。 

•「BKT」 は、 B 旧 cketin 呂：ブラケテイングの略です。 
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MENU 


ち空間を設定する 


色空間とは、再現できる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 巨〔エスアールジービー )、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選ぶことびでさます。なお、一般的な撮影に 
は、 sRG 目をおすすめします。 


1[ち空間]を選ぶ 

♦ [ Q ’] タブの [色空間] を選び、〈@〉を 
押します。 



色空間を設定する 

♦ [sRGB] または [Adobe RGB] を選び、 
<@>を巧しまず。 


Adobe RGB にごいて 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 (Exif 2.21)についての知識びない方にはおすすめでさません。 
sRG 目のパソコン環境や 、 DCF 2.0 (Exif 2.21) に対応していないプリン 
ターでは、とてち控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を行ラ必要びあります。 


S1 ♦ 色空間を Adobe RG 巨に設定して撮影した画像は、ファイル名の先頭文字がア 
ンダーバーし」になります。 

• に C プ□ファイルは付加されません。に C プ n ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （CD-ROM) を参照してください。 
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記録メディア•フォルダ遷択、記録方まの設定- 

U 本書では、 CF 力ード、 SD 力ードの使用を前提に説明していまず。ワ 
イヤレスファイルトランスミッター WFT - E 吕（別売）経由で、が部メ 
ディアを使用したときは、〈日〉が表示され、 CF 力ード 〈 m >、 SD 力一 
ド 〈回 > と同じように、3番目の記録先として選ぶことびできまず。 


メモリーカードの還巧 

カメラに CF カード〈の〉、または SD カード〈回> のどちらかしか入って 
いないとさは、記録するメモ U —カードび自動的に選択されます。両方入れ 
たとさは、次の手順で記録するカードを選択します。 


1 < FUNC .> ボタンを巧す （を 日） 

♦ < FUNC .> ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルの左側に、メモリー 
カードと画像サイズを表示させます。 
カード/画像サイズ ニ W 巳 

2 メモリーカードを選ぶ 

♦ 〈巡^〉を回して記録するメモ U —カード 
を選びます。 

►凹： CF 力ードに記録 
> 回： SD 力ードに記録 
♦ 〈類〉を回すと、画像サイズを選ぶこと 
びでさます。 （ P . 日日） 



胃! ♦ 記録機能 （P.72) が、服り分け]闹一書を込み]に設定されているときは、一 
回の撮影で CF カード、 SD カードに画撒が記録されます。その場合ここでの 
選択は、どちらのカードから画像再生を巧ラかの還択になります 
• メニュー [I 卜•記！機能とメディア•フォルダ！お]の[記録•再を]([再を])で、記 
録-再生するメモリーカードを選ぶことわできます。 
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記録メディア•フォルダ選択、記録方法の設定 


HD 記録機能の設定 

メモリーカードへの画像の記録方法を設定することびできます。 

i [記録機能とメディア•フオルダ選巧]を選 
ぶ 

• [\ Y ] タブの [記録機能とメディア•フオルダ 
選択] を選び、〈毎)〉を押します。 


2 [記録機能]を選ぶ 

♦ <〇> を回して 眉踰機能] を選び、〈@〉 
を押します。 

3記録方法を選ぶ 

♦ <〇> を回して記録方法を選び、〈@〉 
を押します。 


二 巧 31361 
オートバ q — オフ 

IMMWr ) (テイ7, 

が 

1フオルタ*巧1 

号 

3し S 号 

ファイルをの 

•满 表示 

する Qg 

カード初のヒ 



BMWI と X デイア • フネルタ拓 R 



♦ 標準 

；><モリーカードび両方入っているとさは、選択したカードに画像び記 
録されます。 

• 自動切0換え 

メモリーカードが両方入っているとさは、選択したカードに画像び記 
録されます。撮影中にカードの空を容量びなくなると、記録先びもう一 
方のカードに自動的に切り換わります。 

♦ 振り分け 

1回の撮影で CF カード、 SD カードに画像び記録されます。メモリー 
力ードごとに記録する画像サイズ （ L / M 1/ M 2/ S / 旺四 / S 旺四）を設定し 
ます （ p . 已0)。 JPEG と」 PEG 、 RAW と sRAW など、画像サイズを自由 
に組みをわせて撮影することびでをます。 

♦ 同一書き込み 

1回の撮影で CF カード、 SD カードに同じ画像び記録されます。 
旺四 +」 PEG 、 S 旺四 + JPEG を選ぶこともできます （ P .已0)。 
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記録メディア-フォルダ選択、記録ち法の設定 


n • [自動切り換え]のとさは、の^回の順で切り換わります。 

♦ 服り分け][同一書を込み]設定時は、 CF カード、 SD 力ードに同じ画像ま号で 
記録されます。また、上面表示パネルとファインダー内に表をされる撮影可 
能枚数は、空さ容量のかない方のカードから計算した枚数が表おされます。ど 
ちらかのカードの空き容量びなくなると、[力ード*がいっぱいでず]が表示され、 
撮影できな<なります。そのときは、カードを交換するか、記録機能の設定 
を[標華]または[自動切り換え]にして、空き容量のある力ードを選ぶと、撮 
影を行ラことびできます。 


mss フォルダの作成 

[フォルダ]を選ぶ 

♦ 『記録機能の設定』の手順2で [フォルダ] 
を選び、〈@〉を巧します。 


[フオルダ作成]を選ぶ i 

♦ 〈類〉を回して [フォルダ作成] を選び、 
〈霞)〉を押します。 

に K ] を選ぶ 

吟ま号び1つ繰り上びった、新しいフオル 
ダび作成されます。 


♦ 〈類〉を回してフオルダ選び、〈@〉を 
巧します。 

♦ 画面ち側に表示される画像を参考にし 
て、フオルダを選びます。 

♦ 撮影を行ラと、選択したフオルダに画像 
び記録されます。 



フオルタ5田 R 



フォルダの遇巧 

最ル番号画像 



最大ま号画像 
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記録メディア•フォルダ選択、記録方法の設定 


フオルダについて 

フォルダ名は、 noOEOSIDj のように先頭3巧の数字（フォルダま号）と、已文字 
の英数字で構成されています。1つのフォルダには、画像が最大999目枚保をされ 
ます（画像ま号日日日！〜目9目9)。フォルダ巧の画像びいっぱいになると、ま号び1 
つ繰り上びったフオルダび自動的に作成されます。また、強制リセット （P.78) を 
行ったときもフオルダび自動的に作成されます。フォルダは100〜9目9まで作成す 
ることびでさます。 


バソコ ンを使ったフオルダ作成 

メモ U- 力ードを開いたところに 「DCIM」 といラ名前のフォルダを作ります。次に 
DCIM フォルダを開いたところに、画像を記録するフォルダを必要な数だけ作りま 
す。フォルダ名は、 riOOABC_Dj のように、必ず100〜9目9までの3おの番号に 
続けて、已文字の英数字をつけます。使用できる文宇は、半角アルファベット A 〜 Z 
(大文字、ル文字混在巧）、半ちのし」（アンダーバー）、および数字です。スペー 
スは使用できません。また、同じフォルダき号（例：10 0A 巨 C_D、 1 00W_XYZ) 
をつけたときも、カメラびフォルダを認識できません。 
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MENU 


ファイルちを巧更する 


(例） 7 E 3 B 0001 .jpg 


ファイル名は、先頭4文字の英数字、4巧の画像 
番号 （ P .77)、 拡張テで構成されています。先頭4 
文字の初期設定は、工場出荷時に決められた、カメ 
ラ固有の英数宇になっていますび、これを任意に変 
更することがでをます。 

ユーヴー設定]は任意の4文字を登録します。ユーザー設定2は任意の3 
文字を登録して撮影すると、先頭か54文宇目に画像サイズび自動的に付加 
されます。 


ファイル名（巧頭4文字）の登録 



[ファイル名の設定]を選ぶ i 

♦ [が] タブの [ファイル名の設定] を選び、 
〈霞)〉を押します。 


[ユーザー設定の変更]を選ぶ 
♦ <©> を回して[ユーザー設定*の変更]を 
選び、〈毎)〉を巧しまず。 


3任意の英数字を入力する 

♦ ユー ヴー設定]のとさは4文字、 ユー 
ザー設定2のとをは3文字を入力しま 
す。 


ファイル 

[ I ロロ 巧 


ABC0EF6HIJKLMN0PQRSTUVWXYZ 

.0123456789 



♦ 〈©/-去> を操作して消去したい文字の 
ち側に入力位置を移動し、く而〉ボタン 
を押して、不要な文字を消去します。 

♦ くボタン対甲すと、文字パレット 
の巧に色び付き、文字入力びでさるよラ 
になります。 
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Bin ファイル名を変更する 



♦ 〈猫/お〉を操作して□を移動し、希望 
する文字を選び、〈@〉を巧すと入力さ 
れます。 

♦所定の文字数を入力してか5、 
〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

設定したファイル名び登録され、手順2 
の画面に戻ります。 


1 ファイルをの ISS 1 

わ_ 楊 _ 

7E3B 

1 

I1W3 

化イス 

! 

力乂ラ 

ユ-ヴ—旅 1 
n-tf-B3E2 

7口 B 

10U3 

IUG* ■がイス 

m だ " 1 •つ 


4登録したファイル名を選ぶ 

♦ く媛〉を回して [ファイルを] を選び、〈毎)〉 
を押します。 

♦<©> を回して登録したファイル名を選 
びます。 

♦ ユーヴー設定2に登録したときは、 r (登 
録した3文宇） ***+ 画像サイズ」を選び 


よ9 〇 


園ューザー設定2について 

ユーヴー設定2で登録した「***+画像サイズ」を選択して撮轟ずると、そのとき 
設定されていた画像サイズ （1 文字）が、ファイルをの先頭から4文字目に自動 
的に付加されます。付加される文字の意おは次のとおりです。 

「***!_」二 L (JPEG ラージ）、旺四 二 Ml (JPEG ミドル 1) 

r***N」 二 M2 (JPEG ミドル 2) 「材巧」二 S (JPEG スモール）、 S 旺四 

パソコンなどで画像を取り込んだとさに、自動付加された4文字目を読み取るこ 
とで、画撒を開かずに画像サイズを判別することがでさます。なお、画徹タイプ 
(RAW/sRAW 画像、 JPEG 画像）は、拡張子から判別できます。 

胃! ♦し」（アンダーバー）を1文字目に指定することはでさません。 

• 拡張子は、 JPEG 画像び r.JPG」、RAW/sRAW 画像び 「.CR2」 になります。 
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MENU 


画像番号の付けかたを設定する 


4巧の画像ま号は、フイルムのコマ番号に相当す 
るもので、撮影した臓こ0日日1〜目吕目目の画像番号 fgij ; 7 U 日0001 ipq 
び付けられ、1つのフオルダに保存されます。画像 — 'j g 

番号は、用途に応じて番号の付けかたを変えること 
びでさます。 



陋像番号]を選ぶ 

♦[が]タブの晒像番号]を選び、〈@〉 
を巧します。 

画像番号の付けかたを選ぶ 

♦ 〈類〉を回して內容を選び、〈@〉を巧 


通しを号 

メモリーカード交換やフオルダ作成を巧ってち連番で保存したいとき 

メモ U —力ード交換やフオルダ作成を行っても、画像番号日99目の画像 
びできるまで、連続した番号び付け5れ、保存されます。複数のカード、ま 
たはフオルダにまたびった00日1〜目目日目までの画像を、パソコンで]つの 
フオルダにまとめて保存したいときなどに有効です。 

ただし、交換したカードや、作成したフオルダにすでに画像び入っている 
とさは、その画像に付け5れたま号の続さま号になることびあります。画像 
を通し番号で保存したいとさは、初期化したカードを使用してください。 
メモリーカードを交換した場合 

力ード B 

向 

I XXX 牛 ) 。己 2 】 



フォルダを変更した場合 


力ード A 
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MH 画像番号の付けかたを設定する 


才ートリセット 

メモリーカード交換やフオルダ作成で、画像番号を0001にしたいとき 

メモ U —力ード交換やフオルダ作成を行って撮影すると、画像番号 
0001か5順に番号び付けられ、保存されます。力ード単位、またはフオル 
ダ単位で画像を分類したいとさなどに有効です。 

ただし、交換したカードや、作成したフオルダにずでに画像び入っている 
とさは、その画像に付けられた番号の続き番号になることびあります。画像 
番号日001か5順に保存したいときは、初期化した力ードを使用してくださ 
い。 


メモリーカードを交換した場合 フォルダを変更した場合 



強制リセット 

新しいフォルダで画像番号0001か5撮影したいとき 

この操作を行ラと、自動的に新しいフォルダび作られ、そのフォルダに画 
像ま号0日日1から順に番号び付けられ、保存されます。 

前の日に撮影した画像と、今日撮影する画像を別々のフォルダに保存した 
いときなどに有効です。操作を行ったあとは、通し番号、またはオートリ 
セツトの設定に戻りまず。 
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AF / ドライブの設定 


エリア AF フレーム内には、ち計4己点 
(19 点：高精度ク□ス測距点、26点： 
アシスト測距点）の AF フレームが配置 
されています。任意に選択でをる19点 
の中から適切な AF フレームを選択する 
ことにより、構図優先の AF 撮影を行ラ 
ことびでをます。 

また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフオーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することがでを 
ます。 



Bl 〈 AF 〉 は Auto Focus けートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略で 
手動ピン ト 合わせのことです。 



あらかじめ電源スイッチを g 〉 にしてくださし、。 








AF: AF モードの選択 


撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことびでをます。 

1レンズの フォー カスモードスイッチを 
< AF > にする 


2 < AF - DRIVE > ボタンを巧す （る 6) 

3 AF モードを選ぶ 

♦ <^>を回して AF モードを選びます。 




止まつている被写体を撮る：ワンシヨット AF 



止まっている被写体の撮影に適していま 

ず。シャッターボタンを半巧しすると1回だ 

けピント合わせを行いまず。 

♦ 被写体にピントびをラと、ピント合わせ 
を行った AF フレームび赤く光り、ファ 
インダー內に含焦マーク〈♦〉び表おさ 
れます。 

♦ 評価測光のとさは、ピントびをラと同時 
に露出値び決まります。 

♦ シャッターボタンを半押ししている間、 
ピントび固定され、構図を変えて撮影す 
ることびでさます。 

♦ く AF - ON > ボタンでも AF を行うことびで 
さます。 
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AF: AF モードの選択 


胃! • ピントが合わないとファインダー内の合焦マーク〈•〉び点滅します。この 
ときはシャッターボタンを全巧ししても撮影でさません。構図を変えて再度 
ピント合わせを巧ラか、 TAF の苦手な被写体』 （ P .84) を参照してください。 
• メニュー [が 電モ音]を[切]に設定すると、ピントが合ったときに、合焦音 
が鳴らないよラになります。 

園 フオーカス □ック撮影 

ワンショット AF でピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変えて撮 
影する方法を「フオーカス n ック撮影」といいます。エ U ア AF フレームに入らな 
し、、画面の端に被写体びあるときなどに行います。 



動いている被写巧を撮る： AI サーボ AF 


C 1 AISERV 0 J I 



撮影距離びたえず変化ずる（動いている） 
被写体の撮影に適していまず。シャッター 
ボタンを半巧ししている間、被写体にピン 
卜を合わせ続けます。 

♦ 露出は撮影の瞬間に決まりまず。 

♦ く AF - ON 〉 ボタンでも AF を行うことびで 
をます。 


AI サーボ AFB まの動付:モ測機能について 

被写体び ほぼ 等速度で力 > (ラに 近づいてくる、 または 遠ざかっていくとき 
に、シャッターび切れる直前に正しいピントび得られるよラに、その被写体 
の位置を予測してピントを合わせ続ける機能です。 

♦ AF フレーム選択 （ P .82) び、自動選択のとさは、初めに中央の AF フ 
レームで被写体をとらえます。 AF を行っているとさに被写体び中央の 
AF フレームから外れても、エ U ア AF フレーム内で被写体をとらえてい 
れば、継続してピントをわせび行われます。 

♦ AF フレームを 任意選択しているときは、選択した AF フレームで 動体予 
測び巧われます。 


S1 AI ヴーボ AF では、ピントが合ってを電子音は鳴りません。また、ファインダー巧 
の合焦マーク〈•〉ち点灯しません。 
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回 AF フレームの jsiR 

自動還;只 

4已点の AF フレームの中から、撮影状況に応じてカメラび自動のに AF フ 
レームを選択してピント合わせを行いまず。 

任意還が 

] 目点の AF フレームの中か5、任意の1点を手動で選択しまず。狙った被 
写体に確実にピントををわせたいとさや、より構図優先の迅速な AF 撮影を 
行いたいとさに便利です。 



2 



任意選択 



〈回> ボタンを巧す （る 6) 

吟ファインダー内に現在選択されている 
AF フ レームび 表示されます。 

AF フレームを 選択する 

♦ (巡> を回すと AF フレームび 横方向に 
移動します。外周の AF フレームび すべ 
て点灯すると、自動選択にな0ます。 

♦ 〈猫〉を回すと AF フレームび円弧状に移 
動します。中央付近にあるとさは、情円 
を描くよラに移動します。が周付近にあ 
るとさは、が周におって移動し、上下で 
突さ当たりまず。 

♦ 〈を> を巧すと、中央 AF フレームご自 
動選択を選択することびでをます。 

♦ シャッターボタンを半巧しすると、撮影 
準備状態に戻0ます。 


13 • アシスト測距点 （26 点）は任意遇択でさません。 

♦ 〈谋 •> で中央政がの AF フレームを任意選択することはできません。 

• C.Fn III -9 [任意選巧耶目な AF フレーム]で、 AF フレームを、内側の 9 点、また 
はが側の白点に限定ずることができます。 （ P .168) 

• C.Fn III -8 陥意還測きの AF フレーム領域曲大]で、任意選択した AF フレームだけ 
でなく、その左ち1点、または周囲1点を有効にすることができます。 Cp .168) 

♦ よく使う AF フレームを登録し、 C.Fn III -10 -し C.Fn III -6-6 で、登歸した 
AF フレームに瞬時に切り換えることができます。 （ P .1 巨目、1白 6) 
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回 AF フレームの選択 


使用レンズの明るをと AF 測距について 

E 0 S -1 D Mark III の AF は、開放 FNci び F と8より明るいレンズを使用す 
ると、より高精度な AF ピント合わせを行ラことびできます。 


F 2.8 より明るい大口径レンズ使用時* 


/ \ 

\ J 

□ アシスト測距点 
■ク□ス測距点 


■で示した1日点の AF フレームで、よ0 
高精度なク□ス測距（縦横線同時検出）を 
行ラことびでさます。ク□ス測距時の縦線 
検出は、横線検出の約2倍の敏感度で行われ I 
ます。残る26点のアシスト測距点では、横 
線検出による AF 撮影になります。 

* EF 24 mm F 2.8、 EF 28 mm F 2.8 を除く 


F 4 よ0明るいレンズ使用時 

レンズ単体、およびエクステンダーとの組み合わせで F 4 より明るいレン 
ズ使用時は、中央 AF フレームで高精度なク□ス測距（縦横線同時検出）を 
行うことびできます。残り] 8点の AF フレームと、2日点のアシスト測距点 
では、横線検出による AF 撮影になります。 

F 日. 6 より明るいレンズ使用時 

同様に F 日.6より明るいレンズ使用時は、アシスト測距点を含むすべての 
AF フレームで、横線検出による AF 撮影にな 0 ます。 

F 8 よ0明るいレンズ使用時 

同様に F 8 より明るいレンズ使用時は、中央 AF フレームで横線検出による 
A 鬥最影びでさます。中央た(外の AF フレームでは、 AF 撮影でさません。 


EF 70-200 mm F 2.8 L USM とエクステンダーを組みをわせたときは、中央冉 F フ 
レームで撮影してください。中央(外では、測距誤差が生じることびあります。 

31 EF 24 mm F 2.8、 EF 28 mm F 吕 .8 使巧時は、もの図にお 
す13点でク n ス測距がでさます。残りの6点では、横線検 
出による AF 撮影になります。 
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AF のち手な被写は 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない(を焦マーク 
<•> び点滅ずる）ことびあります。 

ピントが合いにくい被写体 

♦ 明暗差〔コントラスト）び極端に低い被写体 
例：青空、単色の平面など 
♦ 非常に暗い場所にある被写体 
♦ 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例：反射光の強い車のボディ 
♦ 被写体び遠いところと近いところに共存する状態 
例：おりの中の動物 
♦ 繰り返し模様の被写体 

例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンショット AF のとをは、被写体とほぼ同じ距離にあるちのに 
フォーカス□ックし、構図をみめなおして撮影する。 ( P .81) 

(2) レンズの フオー カスモードスイッチをく MF > にして手動ピント合 
わせを行ラ。 


手動ピント合わせ{マニュアルフオーカス) 



レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

ピントを台わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさ0見 
えるまで、レンズのフオーカス1」ングを 


回します。 


B 手動ピント合わせの時に、 AF フレームの選択び、自動選択のときは中央 AF フレー 
ム、任意還択のときは選択した AF フレームでピントび合ラと、 AF フレームがホ 
く光り、合焦マーク〈参〉び点なします。 
















DRIVE : ドライブモードの選択 

1 < AF » DRIVE > ボタンを巧ず （る 6) 

2ドライブモードを選ぶ 

• 上面表おバネルを見なび5〈贷〉を回 

U ぶ9 〇 

□:1枚撮影 

シャ ッ ターボタンを全巧しする 
と、 ] 枚だけ撮影します。 

QlH ： 高速連続撮影 

(最高約10コマ/秒） 

马 1 L : 低速連続撮影（最高約3コマ/秒） 
马 jH 、 写 iiL ともに、 シャッ ターボ 
タンを全押しずると、巧している 
間、連続して撮影しまず。 

が：セルフタイマー撮影 （10 秒後） 

:セルフタイマー撮影 （2 砂後） 

なページを参照して<ださい。 

S :サイレント1ホ女撮影 

作動音びく□〉よ0ち静かな1枚 
撮影です。 



W • 連続撮影を行い、内部メモ1」一びいっぱいになると、上面表 gm . 

おパネルとファインダ-巧に fbuSYj が表示され、-時的に MM 
撮影びできなくなります。メモ1」-力-ドへの記録経過にと 
もない、なの撮 f ミびできるようになりますので、シャツタ - Hjjl 
ボタンを半巧しして、ファインダー内ち側に表おされる連続 1^ 

撮影可能枚数で、そのとき撮穀でさる枚数を確認してくださ連続撮該 
い。 可能枚数 

♦ ファインダー内と上面表示パネルに 「 Card * Full 」 が表おさ 

れたときは、必ずアクセスランプが消えてから、メモ U —カードを交換して 
<ださい。 

• 電池の残量が10%程度 （ P .27) になると、ドライブモードマーク（鸟 H 、 
鸟 1 L 、□) が点滅し、連続撮穀速度がお下します。 








& セルフタイ 7 —撮影 




< AF - DRIVE > ボタンを巧す （る 6) 

〈& w > または 〈&2> を選ぶ 

♦ 上面表示パネルを見なびら〈憩〉を回 
して、〈及 W 〉 または〈及2〉を選びます。 

が0 : 10秒 タイマー 
み 2 : 2砂 タイマー 

撮影ずる 

♦ ピントををわせ、シャッターボタンを全 



押しします。 

吟セルフタイマーランプび点減し、10砂 
後、または2秒後に撮影されます。 
撮影の2秒前になると点滅び速 < なりま 
す。 

吟セルフタイマー作動中は、上面表示パネ 


ルに撮影されるまでの秒数び減算で表 
示されます。 


W レンズの前に立ってシャッターボタンを巧ずと、狙った被写体にピントが合わな 
くなります。 


H • セルフタイマー撮影をするとさは、兰脚を使用してください。 

• セルフタイマー撮影をするとさは、ファインダーを見なびら、またはアイピー 
スシャッター （ P .1 日 1) を閉じてから、撮影してください。 

♦ セルフタイマー撮露を途中で中止するときは、電源スイッチを < OFF 〉 にし 
ます。 

♦ 自分一人だけをセルフタイマーで写すときは、自分が入る位置とほぼ同じ距 
離にあるちのにフ オー カス n ック （ P .81) して撮影します。 

♦ 吕秒タイマーは、近接（マクロ）撮影や、複写撮露時のカメラブレ（シャッ 
ターボタンを巧したとさに力方ラがわずかに揺れること）を防ぐとさなどに 
有効です。 
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写真表現に合わせた 
露出制御 


被写体や撮影目的にちわせて、撮影モードを選択したり、シャツ 
ター速度や絞り数値を設定して、思いどおりに撮影することがで 
をます。 

また、 EX シリーズスピードライトを使用すると、スト□ボなし 
の通常の撮影と同じ感覚で、簡単にスト□ボ撮影を行ラことがで 
をます。 



あらかじめ電源スイッチを 〈 J 〉 にしてくださし、。 






区]測光モードの選択 —— « 

1〈回•の> ボタンを巧ず （る 6) 

■> 測光モードを還ぶ 

• 上面表おバネルを見なび6〈思 S 〉 を回 
します。 

(国：評価測光 
巨]:部分測光 
[•〕：スポット測光 
[〕：中央部重点平均測光 


固評価測光 

この力 y ラの標準測光方式で、逆光撮影 
を含む一般的な撮影に適していまず。ファ 
インダー内に占める被写体の位置、明るさ、 
背景、順光/逆光など、複雑な光の要素を力 
メラの構え方に応じてカメラび判断し、主 
被写体を適正な露出にします。 

回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある 
場合に有効です。ファインダー中央部の約 
13.日％の範囲を測光します。 


田スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するときに有 
効です。フアインダー中央部の約3.8%を測 
光しまず。 




园 C . Fnl -7 [測距点連動スポット測光]を [1 : する（測距点連動)]に設定すると、 1 目点 
(または日点内側/外側）の AF フレームに連動したスポット測光を行ラことびでき 
ます。（日.1己 8) 
















































を]測光モードの選択 


参この状態で露出補正を巧ラと、3点の露出レベル表示全体を見なび5、表 
現意図に含わせた最終露出を決めることびでさます。 

SI • 8点までスポット測光を巧ラことがでさます。 

• 露出値の記憶は次の条件で解除されます。 

■スポット測光後、16秒経過したとき 

■〈 MODE 〉〈 AF ’ DRIVE 〉 〈图 •の > < ISO > 〈固〉 〈因 > ボタンを押したとき 
■撮慕後、シャッターボタンから指を離したとさ 
♦ AF フレーム連動スポット測光に Fn I -7-1) の状態でもマルチスポット測光 
びでさます。 


[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて、画 
面全体を平均的に測光します。 


マルチスポット測巧 

画面の複数の場所をスポット測光し、その場所び相対的にどのよラな露出 
になるかを考えなび5、狙いどおりの最終露出を決めることびでさます。 

1 [•] スポット測光にする 

1 < FEL > ボタンを巧す （运 16) 

♦ 相対的な露出レベルを知りたい場所にスポット測光範囲マークをあ 
わせ、く FEL 〉 ボタンを巧します。 

吟ファインダーちに、スポット測光した場所の相対的な露出レベルび表 
示されます。露出値は平均値び設定されます。 
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P ： プログラム AE 撮影 一 ^^^― 

被写体の明るさに応じて、力;>< ラびシャッター速度と絞り数値を自動的に 
設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

* く P > は 、 Program (プログラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートェクスポージヤ ー) の略で自動露出のことです。 



( MODE ) ボタンを巧す （る 6) 


< P > を選ぶ 

♦ 〈磯/類〉を回してく P 〉 を選びます。 



ピントを台わせる 

♦ ファインダーをのぞいて、選択した AF 
フレームを被写体に合わせ、シャッター 
ボタンを半押しします。 

吟ピントび合ラと、ピント合わせを行った 
AF フレームび赤く光り、ファインダー 
内ち下にを焦マークく ♦> び点灯します。 
(ワンシヨット AF+AF フレーム自動選 
択時） 


呼シャッター速度と絞り数値び自動的に 
ままり、ファインダー内と上面表示パネ 
ルに表示されます。 





表示を確認する 

♦ シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、適正露出です。 


90 























P: プ□グラム AE 撮影 


5撮影する 

♦ 構図を決め、シャッターボタンを全押し 
しま9 〇 



か 





参シャッター速度の「30"」とルさな絞り数値び点滅する 
ときは、被写体び暗すぎます。 

に日感度を上げるか、スト□ボを使用してください。 

• シャッター速度の [8000 J と大きな絞り数値び点滅す 
るとさは、被写体び明るすざます。 

IS 日感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売） 
を使用してください。 


H • 合焦マーク〈•〉が点滅するとさは、シャッターび切れません。 （ P .84) 

• AF フレーム自動選択 （ P .8 吕）のとさは、複数の AF フレームが同時に点打す 
ることびおります。 


51プ□グラムシフトについて 

• フ□グラム A 曰ま、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わ 
せ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることができます。これ 
をプ□グラムシフトといいます。 

• プ n グラムシフトは、シャッターボタンを半巧ししてから、希望するシャッ 
ター速度、または絞り数値が表示されるまで〈巡^>を回します。 

• フ□グラムシフトは、撮露すると自動的に解除されます。 

♦ スト□ボを使巧するとフ n グラムシフトはでさません。 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る— 

シゎッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じて、カメラび適正露 
出に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE とい 
います。シャッター速度を速くすると、動きの速い被写体の瞬間をと5える 
ことびでをます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現すること 
びでさます。 

*〈 Tv 〉 は、 Time value (タイムバリユー)の略で時間量のことです。 



速いシャツター速度 遅いシャッター速度 



< Tv > を選ぶ 

♦ く MODE ) ボタンを巧し、 〈 S /類〉を 
回してく Tv 〉 を選びます。 



2シャッター速度を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈巡^〉を回 
します。 


3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 
吟絞0数値び自動的に決まります。 


表。を確威して}ぉ影する 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露 
出です。 
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Tv： シャッター速度を決めて撮る 


か 




I 




I 


• ルさな絞り数値び点滅するとさは、露出アン 
ダー（露出不足）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで〈^〉を回して 
シャッター速度を遅くするか、に日感度を上げ 
ます。 


• 大きな絞り数値び点滅するとさは、露出オー 
バー（露出過度）でず。 

絞り数値の点滅び止まるまでく巡〉を回して 
シャッター速度を速くずるか、に日感度を下げ 
ます。 


■ 


31 シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/ に己秒 
を表しています。また、「0"5」は日.巳秒を、「15"」は1巳秒を表しています。 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じて力;>< ラび適正露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞0数値を大さくする（絞0を閉じる）と、ピントの合ラ範囲び前後に広く 
なります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、ピントの合う範囲 
び狭 < なりまず。 

*〈 Av 〉 は 、 Aperture value (アパーチヤーバリュ ー) の略で開□量のことです。 



ルさい絞0数値 大さい絞0数値 


1 < Av > を選ぶ 

♦ < MODE > ボタンを押し、<逸/©〉を 
回してく Av 〉 を選びます。 

2絞り数値を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈盤0を回 
します。 


，ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

呼シャッター速度び自動的に決まります。 

表。を確威して撮影する 

♦ シャッター速度び点滅していなければ 
適正露出です。 



94 













Av: 絞り数値を決めて撮る 


な 


Mb 


で 


I 




I 


• シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、 
露出アンダー（露出不足）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈巡 I 〉を 
回して絞り数値をルさく（絞りを開いて）する 
か、に日感度を上げます。 


参シャッター速度の「8000」が点滅するとさは、 
露出オーバー（露出過度）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈巡^〉を 
回して絞り数値を大きく（絞りを閉じて）する 
か、に日感度を下げます。 


■ 


SI 絞り数値の表お 

数字び大きくなるほど、レンズの絞り留ホルさくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、表示が 
「00」になります。 


ピントの合ラ節囲を確認ずる 



絞り込みボタンを巧すと、そのとさ設定 
されている絞り数値で絞り込みび行われ、 
被写界深度（ピントの合ラ與行を）をファ 
インダーで確認でをます。 


u •絞り数値が大きいほど、ピントの合ラ範固は前後に広くなりますび、ファイ 
ンダーび暗くなります。 

• 被写界深度の効果びわかりにくいときは、絞り込みボタンを巧したまま〈禮〉 

を回して < ださい。 

♦ 絞り込みボタンを巧ずと、露出が固定された （ AEn ック）状態になります。 
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M: 自分で露出をミ夫めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値を決めて撮影するとさに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意に決めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 

1 < M > を選ぶ 

♦ く MODE > ボタンを巧し、〈盤1/©〉を 
回してく M 〉 を選びます。 

y シャッター速度を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈盤0を回 
します。 


3絞り数値を設定する 

♦ 電源スイッチび 〈 J > になっていること 
を確認します。 

♦ 上面表示パネルを見なびら〈憩〉を回 
します。 

♦ 〈因> ボタンと <逸/©〉で設定ずるこ 
とちでさます。 

4ピントを台わせる 

#シャッターボタンを半押しします。 

呼露出値び表示されます。 

♦ ファインダー内ち側の露出レベル表示 
で、露出レベル〈■>び標準露出〈隆> 
か6どのくらいずれているか、確認する 
ことびでをまず。 

C 露出をミ夫めて撮影する 

♦ 露出レベル表示を確認し、任意のシャッ 
ター速度、絞り数値を設定します。 
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因自分の巧みに露出を補正する— 

カメラび決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいま 
す。露出を明るめ（プラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にして撮 
影することびでをます。補正できる範囲は、 1/3 段ステップ ±3 段です。 


1露出表示を確認する 

♦ シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を確認しまず。 


プラス補正 




補正量を設定する 

♦ 電源スイッチび 〈 J > になっていること 
を確認します。 

♦ ファインダー内、または上面表示パネル 
を見なびら〈燈〉を回しまず。 

♦ <©> の操作は、シャッターボタン半巧 
し中か、半巧し後のタイマー（を 6) 作 
動中に行います。 

吟補正を行ラと、ファインダー内に 似 
マークび点打します。 

♦ 露出補正を解除するときは、露出レベル 
を標準露出指標 (く •〉または 〈巧〉） の 
位置に戻します。 



3撮影する 


S 1 • 設定した補正量は、電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

♦ 不用意に〈類〉が動いて補正量び聖わ日ないようにミ主意してください。電源 
スイッチを 〈 ON 〉 の位置にすると安をです。 

♦ 〈因〉ボタンを押したあと、〈巡|/〇> を回して設定することもできます。 
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%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮該- 

1/3段ステップ±3段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えなび53枚の画像を撮影することびでさます。これを AE 巳撮影と 
いいます。 

*AEB は、 Auto Exposure 己 racketin 邑（才ートエクスポージャーブラケティング） 
の略です。 


nW 

/ U.U 


-3 ..等 

09 

. 呀.バ 


2 


< MODE > ボタンと 〈 AF ， DRIVE > ボ 
タンを同時に巧す （る 6) 

吟上面表示パネルに〈％>と「0.0」び表 
おされます。 


AEB レベルを設定する 

♦ 〈磯/類〉を回して AE 巨レベルを設定し 
ます。 

♦ 「1.0」び AE 巨ステップ量、く->び AEB 
レベルです。 


り r 

隱準露出マイナスプラス 
補正補正 


撮影する 

♦ 設定しているドライブモードに従って、 
標準露出^マイナス浦正-プラス補正 
の順に撮影されます。 

♦ 3枚撮影後でも、 AEB 撮影は解除されま 
せん。解除ずるとさは、 AEB ステップ量 
を「0.0」に戻します。 


SI • AEB 撮影中は、ファインダー内の〈*〉と、上面表示バネルの〈审〉び点滅 
します。 

♦ 電源スイッチ 〈 OFF 〉、 ストロボ充電完了で、 AEB 設定び自動觸除されます。 
♦ 撮穀モードび fbuLbJ のとさは、 AEB 撮影でさません。 

♦ ドライブモードび〈□〉〈いのときは、シャッターボタンを3回押して撮穀 
します。〈鸟 iH 〉 〈鸟 L 〉 のときは、シャッターボタンを全押ししたままにず 
ると、3枚連続撮影して自動的に停止します。〈が> <&2> のときは、10秒 
後または2秒後に3枚連続撮穀されます。 

参露出補正と組み合わせて、 AE 巨撮影を行ラこともでさます。 
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* 露出を固定して撮る/ AE ロック撮該- 

ピントと露出を別々に決めたいとさや、同じ露出で何枚も撮影するときに 
使用します。く*>ボタンを巧して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。_ 

1ピントををねせる 

#シャッターボタンを半巧しします。 

-► 露出値び表示されまず。 

y 〈并> ボタンを巧す （る 6) 

吟ファインダー内に〈乂>び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

♦ く*〉ボタンを巧すたびに、そのとさの 
露出び AE □ックされます。 



構図をミ夫めて撮影する 

♦ AE □ックした露出値と新しい露出値び 
ファインダー内のち側に I 」アルタイム 
で表示されます。 

♦ 連続して AE □ック撮影をずるとさは、 
く*〉ボタンを巧しなび5、シわッター 
ボタンを押します。 

AE □ツクの巧まについて 




測光 モード 

AF フレ- 

-ム 選択 

自動選択 

任意選択 


ピントを合わせた AF フレー 

選択されている AF フレーム 

固評価測光* 

ムを中わにした露出値で AE 

を中/こ\にした露出値で AE 


□ック 

n ック 

医]部分測光 



[•] スポット測光 

中央の AF フレームを中/なにした露出値で AEn ツク 

[] 中央部重点平均測光 




* レンズのフォーカスモードスイッチが 〈 MF 〉 と哥ま、中央の AF フレームを中/なにし 
た露出値で AEn ックします。 
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長時巧露光（バルブ）撮影 

シャッターボタンを巧している間、シゎッターび開いたままにな0、 
シトッターボタンか5指を謡すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 


I huib I 

1 buL 

1 ISO ぶ日 

⑦ n 


1"^ ONE SHOT] 1 

— ③ ⑤ 

己が 

ISO 10 0 

固 

8 を日 1 

1 ONE SHOT] 

1 ° 1 


fbuLbJ を選ぶ 

♦ < M 0 DE > ボタンを押し、<逸/©〉を 
回して [buLbJ を選びます。 

絞り数値を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なびら〈巡^/©〉 
を回します。 

撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 

呼上面表示パネルに露光経過時間び表示 
されます。 

の：分③：秒③：時間 


51 ♦長時間のバルブ撮穀を巧ラと、画像に含まれるノイズが多くなるため、多少 
ヴラついた画像になります。 

♦ バルブ撮露には、リモートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、タイマーリモート 
コント □- ラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 

♦ C.Fn II -1 [長柳き露光のノイス低減]を [1: 自動]またはに：する]に設定する 
と、長秒時露光時に発生するノイズを軽減することがでさます。 （ P .161) 


み: 表示八"ネルの照明 



くみ> ボタンを巧すたびに、上面/背面表 
おパネルの照明び点いたり、消えたりしま 
す（る6)。バルブ撮影時は、シャッターボ 
タン全巧しで照明び消えます。 
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長時間露光（バルブ）撮影 


アイピースシャツターにごいて 

ファインダーか5目を離して撮影する 
と、ファインダーから入った光の影響に 
よって、適切な露出で撮影でさないことび 
あります。そのよラなとさは、アイピース 
シャッターレバーを矢印の方向に操作し 
て、ファインダーを遮光します。 


リモートスイッチの取り付け方 

U モートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマー U モートコント □- I 
ラー TC -8 日 N 3 (別売）など、 N 3タイプの端子を持つ EOS 用アクセサ U - 
をカメラに取り付けて撮影することびできます。 

なお、アクセサ U —の操作方法については、各アクセサ U —の使巧説明書 
を参照してください。 



1端子カバーを開ける 

♦ 上側のカバーを開をます。 



リモコン端子にプラグを取り付ける 

♦ 図のよラに取り付けます。 

♦ 取りがすとさは、プラグの銀色の部分を 
つまんで引さ损をます。 
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ミラーアップ撮露 

セルフタイマー撮影や、 U モートスイッチを使用した撮影でも、カメラブ 
レ防止に十分な効果びありまずび、超望違レンズを使用した撮影や、近接 
(マ クロ）撮影で、撮影時の機械的な振動ラーショック）び気になると 
さは、 S ラーアップ撮影といラ方法を使います。 

C . FnMI -1 己[ミラーアップ撮影]を [1 :ずる]またはに：ずる （ SET ボタン 
でダウン)]に設定ずると （P.170)、 ミラーアップ撮影びでをます。 

1ピントを合わせ、シャッターボタンを全巧しする 

吟 S ラーび上びり、上面表示パネルのくク〉び点滅します。 

2 再度シャッターボタンを全巧しする 

♦ 撮影び行われます。 

♦ [I]設定時は、撮影と同時に S ラーび下びります。 

♦に]設定時は、撮影後ち S ラーび上びったままになります。 S ラーを 
下げるとさは〈受)〉を押します。 


W ♦ 盾天の真夏の海岸や、スキー場のよラに極端に巧るいところで S ラーアップ 
撮影を行ラときは、ミラーアップ安定後、速やかに撮穀してください。 

♦ ミラーアップ撮影時は、レンズを太隔に向けないでください。太糧の熱で 
シャッター幕び焼けて損傷ずるおそれがあります。 

♦ バルプ撮穀とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を行ラときは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー作動秒時+バルブ撮 
影時間)。タイマー•(乍動中の2秒/1日秒の間に、シャッターボタンから指を離 
すと、シャッターび切れたよラな音びしますが、実際は撮影されていません。 

S 1♦[1: する]設定時に、ドライブモードび連続撮穀に設定されていてち、1枚撮 
影になります。に：ずる巧打ボタンでダウン)]設定時は、設定したドライブモー 
ドで撮露されます。 

• セルフタイマーくか0〉または〈&2> を使用ずると、1日秒後、または2砂後 
に撮轟されます。 

• S ラーアップしてか5撮影を巧わず、3日秒経過すると、 S ラーが自動的に下 
び0ます。 

• ミラーアップ撮影には、リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）やタイマー I 」 
モートコントローラー下 C -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 
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ストロボを巧った撮露 


EX シリーズスピードライト 

EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの通常の撮影と同 
じ感覚で、次のスト□ボ撮影を簡単に行ラことびでさます。操作方法につい 
ては、 EX スピードライトの使用説明書を参照してください。 


• E-TTL II 自動調光 

E-TTL II は、調光制御方式の改善とレンズ距離情報の活用により、従 
来の E-TTL (プ U 発光•記憶式評価調光）似上の高精度スト□ボ調光を 
実現した自動調光システムです。このカメラでは、どの EX スピードライ 
卜を使用しても、 E - TTLII 自動調光撮影を行ラことびでさます。 

•八イスピードシンク □ ( FP 発光） 

八イスピードシンク□を使用すると、1/300秒より速いシャッター 
速度でもスト□ボ撮影びでさるよラになります。 


• FE (円 ash Exposure ) □ツク 

た乂ラの く FEL > ボタンを巧すと、被写体の任意の部分のスト□ボ露出 
を適正にする、 FE □ック撮影びでをます。 

•ス ト □ボ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボ光の発光量の補正を行ラことびでさ 
ます。補正でをる範囲は、]/3段ステップ±3段です。 

カメラ側か5設定するときは、カメラのく图•阻> ボタンと、〈©〉 
で行います。 

• FEB (Flash Exposure Bracketing ) 撮影 

自動的にスト□ボの発光量を変えなび53枚の撮影を行ラことびでさ 
ます fEB 対応スト□ボのみ)。設定できる範囲は、1/3段ステップ±3 
段です。 FE 日撮影中は、ファインダー内のくが> び点滅します。 

• ワイヤレスを口 - E-TTL II 自動調光撮影 

力;><ラに直接取り付けたとをと同じ感覚で、上記すベての機能を活用 
したワイヤレス多灯- E-TTL II 自動調光撮影びできます（ワイヤレス対 
応スト□ボのみ)。接続コードび不要なため、自由で高度なライティング 
び可能です。 
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スト□ボを使った撮影 


スト□ボ機能設定、スト□ボカスタム機能設定について 

カメラか5の外部スト□ボ機能設定に对応した、 EX スピードライト（例： 
已 80 EXII ) を装着したとさは、カメラの;><ニュー画面か5、スト□ボの発 
光モードや、 FEB 、 シンク□設定（先幕/後幕）などの機能設定と、スト □ 
ボカスタム機能の設定を巧ラことびできます。 

設定を巧ラ前に、スト□ボの電源を入れてください。 

設定内容についでま、カメラか6のが部スト□ボ機能設定に対応した 、 EX 
スピードライトの使用説明書を参照して<ださい。 



[外部スト□ボ制御]を選ぶ 

♦ [が] タブの [が部スト□ボ制御] を選び、 
く@〉を巧します。 



[スト□ボ機能設定]または[スト□ボカ 
スタム機能設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈受)> を押 
しま9 〇 


スト□ポ機能設定 




スト□ボカスタム機能設定 



ス ト □ボの機能を設定する 

♦ 項目を選び、機能を設定します。操作方 
法は、カメラのメニュー機能の設定と同 
じです。 


♦ スト□ボ機能設定画面で表おされる内 
容や、設定でをる項目は、設定されてい 
る発光モードや、スト□ボカスタム機能 
の設定:!犬態などによ0異なります。 
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スト□ボを使った撮影 


園スト n ポメータードマニュアル撮影について 

手動で調光レベルをまめる近接撮影向けの機能です。マニュアル発光できる EX シ 
リーズスピードライトと 18% 標準反射板を使って、次のよラに撮穀します。 

1. カメラとスト□ボの機能を設定する 

•力;^ラの撮影モードを 〈 M 〉、 または 〈 Av > にします。 

-スト n ボの発光モードをマニュアル発光にします。 

2. ピントを合わせる 

-手動で被写体にピントを合わせます。 

3.1S% 標準反射板を セツ トずる 

-標準反射板を被写体の位置におきます。 

-ファインダー内の中央部スポツト測光範囲の領域全体に、標準反射板が< 
るよラにします。 

4. <FEL> ボタンを巧ず（ろ 16) 

已.調光レベルを設定する 

•調光レベルび標準露出指標の位置にくるよラに、スト□ボのマ 
ニュアル発光量と、カメラの絞り数値を設定します。 

目.撮影する 

-標準反射板を取り除いて撮影します。 


胃 ♦ スト□ボ側で調光補正び設定されているとさは、カメラ側から（く厘]•阻〉ボ 
タン、およびストロボ機能設定画面で）調光補正を行ラことはできません。同 
時に設定されているとさは、スト□ポ側の設定が優先されます。 

♦ AF でピントが合わせにくいときは、必要に応じて EOS 用外部スト n ボ CAF 
巧助光投光機能を持つ外部スト□ボのみ）から、 AF 補助光び被写体に向けて 
自動投光されます。 

• E 日 S 用が部スト□ポの AF 補助光でピントが合わないときは、中央の AF フ 
レームを選択してください。が部スト□ボの機種により、中央な外の AF フレー 
ムではピン 卜び合わないことがあ0ます。 

♦ この力;^ラは、 EX スピードライトの全機能び使用できる 「 A タイプカ方ラ」に 
属しています。 



105 








スト □ボを使った撮影 


EX シ y — ズなかのキヤノン製スピードライト 


♦ EZ / E / EG / ML / TL スピードライトを、 TTL または A - TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影ずると、 萬時フル発光しまず。 カメラの撮影モードを 
マニュアル露出、または絞り優先 AE に設定し、絞り数値を変えて撮影 
して < ださし、。 

♦ マニュアル発光機能を持つスピードライト使用時は、マニュアル発光 
モードで撮影してください。 

♦ EX スピードライト使用時に、スト□ボのカスタム機能で、調光方式を 
TTL 自動調光にしているとをにち、常時フル発光となりまず。 

況用スト□ボを使った撮誘 

同調シャッター速度 

ル型の況用スト□ボは1/30日秒し^下（または1/2已〇が似下)、スタジオ 
用の大型スト□ボは1/目〇砂し^下のシトッター速度で同調します。あ5かじ 
めスト□ボび正しく同調するかどラか、確認してか b 使用してください。 


♦ シンク□端子を利用して、シンク□コー 
ド付さのスト□ボを使巧することびで 
をます。端子には、コードの损け落ちを 
防止する□ックねじび付いています。 

♦ シンク□端子には極性はありません。シ 
ンク□コードの極性に関係なく、そのま 
ま使用することびでさます。 


シンク□端子について 



W ♦ 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用する 
と、カメラび正常な機能を発揮しないばかりでな<、故障の原因となります。 
♦ シンク n 端テに 250 V な上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

♦ 高圧スト n ボをアクセヴ1」ーシューに取り付けて使巧しないで<ださい。発 
光しないことがあります。 

胃アクセサリーシューとシンクロ端子にそれぞれストロボを接続して、同時に使巧 
することちでさます。 
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ライブビユー撮影 


カメラの液晶モニターや、パソコンの画面に表示されるリアル 
タイム映像を見なが5撮影することができます。この撮影方法を 
r ライブビュー撮影」といいます。 


^参ライブビュー撮影を巧ラとさは、（マイク n ドライブなどの） A — ド 

ディスクタイプの CF カードの使用はおすすめでをません。メモリー 
カードを使用してください。 

♦ 直射日光下など暑い場所でライブビュー撮穀を行うと、 〈圆〉 マー 
ク（カメラ内部の温度上昇に関ずる注意）び画面に表示されること 
びあります。そのままライプビュー撮影を継続すると、撮影画像の 
画質び低下ずるおそれびありますので、ライブビュー撮影を一時休 
止することをおすすめします。 

♦ 八ードディスクタイプの CF 力ード使用時に、 〈厕 > マークが表おさ 
れた状態で、ライブビュー撮影を継続し、さらに力;^ラ内部の温度 
が上昇すると、 A — ドディスクを熱から保護するため、ライブビュー 
撮影び自動的に終了します。そのとさは、力六ラ内部の温度が下が 
るまで、ライブビュー撮穀びでさなくな0ます。 

BI リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアがインストールされたバソコンに力方ラを接続する 
と、パソコンの画面を見ながらリモート撮霖することがでさます。詳し 
くは、ソフトウェア使用説明書 （CD-ROM) を参照してください。 







ライブビユー撮露 

ファインダーの巧わりに、力;>< ラの液晶モニターを見なび5撮影すること 
びでをます。液晶モニターに表おされた U アルタイム映像を、日倍、]0倍 
に拡大して、より厳密なピント合わせを行ラことびできます。カメラを兰脚 
などに固定して、静物を撮影するとをなどに有効です。 


ライブビュー撮影の準備 



レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

♦ ライブビュー撮影時は 、 AF (自動ピン 

卜をねせ）はでをません。 


巧巧51巧 


巧墨の巧るご 

水 IM?MI 寒 

日巧/巧巧 

•07/03/18 12:24 

tifi 

曰本 B 

ビデオ化力方な 

NTSC 

バジ T リ -Wl 

I SH 巧: n む 
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2 [ライブビュー機能設定]を選ぶ 

♦ " V :]タブの [ライブビュー 機能設定]を選 

び、〈霞)〉を押します。 

3 [ライブビュー撮影]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [ライプビュー 撮影]を選 
び、〈霞)〉を巧します。 

4 [ず别を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して [ずる] を選び、〈蟹)〉を 
押します。 


W ライブビュー撮霖時は、レンズを太陽に向けないで<ださい。太陽の熱で力文ラ 
の内部び損傷ずるおそれびあります。 

B コンパクトデジタルカ方ラのよラに、カメラを手で持って液晶モニターを見なび 
ら撮影すると、手ブレによ0、鮮明な画像び得られないことがあ0ます。ライブ 

ビュー撮影を行ラとさは、 兰脚の使用をおすすめします。 
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ライブビュー撮影 


巧晶モニターに映像を表示ずる 

撮影準備げ態で〈©>を巧す 

-► 液晶モニターにリアルタイム映像び、視 
野率約10日％で表示されます。 

♦ 付属のビデオケーブルを使用して、テレ 
ビに映像を表示することちでさまず。 
( P .120) 



W ライブビュー表示中に、カメラの向きを変えると、映像が一瞬適切な明るさで表 
示されないことびあります。そのとさは、適切な巧るさで安定して表示されるよ 
ラになってから撮語してください。 

明るさが安定しない状態で撮影すると、露出設定のとおりに撮影されない（露出 
アンダー/オーバーになる）ことがあります。 

胃!表示中に光源（照明光）び蜜化すると、画面がちらつくことびあります。そのと 
きは、〈贷〉を押していったん撮穀を終了し、（撮影する光源下で）もう一度<@> 
を巧して撮露を再開してくださし、。 


撮該機能を設定ずる 

通常のファインダー撮影時と同じよラに、上面/背面表示パネルや、液晶 
モニターを見なび日、撮影機能（撮影モード、ドライブモード、；><モ U — 
カード選択、画像サイズ、 IS 曰感度、ピクチャースタイル、ホワイトバラン 
ス、露出補正、 AE 巳、 AE □ック、スト□ボ調光補正など）の設定を行ラこ 
とびでをまず。 


H • 測光モードは変更できません。撮像素子を使用した（フォーカスフレーム連 
動の）評価測光になります。 

• 連続撮語を巧ラことをでさます。 

♦ 測光タイマー、および〈关〉ボタンによる AE □ックは、タイマー機能により 
16秒間保持されます。 

• ホワイトバランス、メモリーカード、画像サイズの設定を巧ラとさは、 <FUNC.> 
ポタンを押して、〈〇>〈巡0で設定してください。 

♦ 超望遠レンズに搭載されている、フオーカスプリセット機能は使用でさませ 
Aj 。 
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ライブビュー 撮影 


拡大してピントを合わせる 



ピントを合わせたい位置にフオーカス 
フレームを移動する 

♦ 全画面表示の状態で、く-糸〉を操作して 
フ オーカ スフレームを移動しまず。 
〈-泉〉をまっすぐ巧すと、画面中央に戻 
ります。 


〈み> ボタンを巧す 

吟フ オーカ スフ レーム 巧び拡大されます。 
呼全画面表示のときの露出び AE □ックさ 
れ、シャッター速度と絞り数値びオレン 
ジ色で表示されます。 

♦ くみ〉ボタンを巧すたびに、次のよラに 
画面び切り換わります。 

全画面表示—約日倍一約10倍^ 


手動でピントを台わせる 

♦ 液晶モニターに表示されている映像を 
見なび5、レンズのフオーカス1」ングを 
回して、手動でピントを合わせまず。 


拡大牽 


W ♦ 高温■高 IS 日感度-長時間露光の条件でライブビュー撮影を巧ラと、画像にノ 
イスや色ムラが発生することびあ0ます。 

• 連続撮穀時は、1枚目を撮憲したときの露出で2枚目政降が撮轟されます。連 
続撮露中に構図を変更すると、露出が合わないおそれびあります。 

♦ 力文ラを操作しない状態び続くと、；>^ニュー [が才ート バワーオフ]の設定時 
間で電源が自動的に切れます。 （P.4 己） 

SI • 拡大表示中に〈*>ボタンを押してを、露出の更新は巧われません。 

• 5倍、1日倍拡大時は、手動でピントが合わせやすいよラに、映像のシャープ 
ネスが、実際の設定よりち強くかかった状態で表示されることびあります。 
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ライブビュー撮影 


撮慕ずる 



構図を確認する 

♦ 〈み> ボタンを押して、全画面表示の状 
態で構図を確認します。 

表示を確認する 



撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 

蜂撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像び表示されます。 

-► 表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 

♦ 撮影を終了するとさは、映像び表示され 


た状態で〈@〉を巧します。 


51 • 絞り込みボタンを押すと、露出と被写界深度（ピントの合ラ奥行き）を確認 
ずることがでさます。 

♦ スト□ボ撮影を巧ラことをでさます。ただし 、 FE n ック、モデリング発光、 
テスト発光はできません。また、スト□ポ側でスト□ボのカスタム機能を設 
定することはできません。 

♦ 已8日 EX II 使用時は、ワイヤレス設定の切り換えはできません。 

♦ 低輝度、高輝度条件下では、映像び適切な明るさで表示されないことがあり 
ます。また、同条件下で絞り込みポタンを押したときち、露出設定に応じた 
巧るさで表示されないことがあります。ただし、撮影を巧ラと、露出設定ど 
お0に記録されます。 

♦ 太陽など極端に明るい光源び画面内にあるときは、明るい部分び黒っぽくつ 
ぶれたよラに表示されることがあります。ただし、撮霖を巧ラと、その部分 
は巧るい巧態で正しく記録されます。 

♦ シャッターボタンをを巧ししてから、実際に撮穀されるまでの時間び、通菌 
のファインダー撮穀時に比べてかし長くなります。 

• シャッターボタンを全巧しすると、シャッターが2回切れた音が（スト□ボ撮 
穀時は、ミラー/シャッター作動音び複数回）しますが、撮影枚数は1枚です。 
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ライブビュー撮影 


情巧表示について 

♦ < INFO .> ボタンを押すと、巧すたびに、情報表示内容び切り換わります。 


フ オー カス 
フレーム 

電池チエック 

ピクチャースタイル 
AE □ック 

スト□ボ充電完了 

シャツター速度 ——I 



ヒストグラム 
(輝度 / RGB ) 

露出レベル 


に日感度 


撮影可能枚数 


絞り数値 調光レベル 


胃 ♦[が ライブビュー機旨目設定]の[グリッド]を[する]に設定すると、格テ線び表示 
され、水平、垂直の傾きを確認しなびら撮語することびでさます。 

♦ C . FnlV -14 [アスペクト比情報の付力のを設定すると、設定した比率に応じた縦 
線び画面に表示され、 6 X 日 cm 、 巨 X 4 .已 cm 、4 x 己 inch などのフィルム式 
の中判/大判カメラと同じ構図で撮影することがでさます。 （ P .17 巨） 

♦ C.Fn IV -16 [ライブビュー露出シミュレーシヨン]を [1: する（撮彰露出イメージ表示)] 
に設定すると、露出設定に応じた明るさで表示され、撮穀前に露出のイ;^一 
ジを把握ずることびでさます。 Cp .176) 

• ヒストグラム （ P .116) は、じ Fn IV -16-1 設定時のみ表示されます。ただ 
し、スト□ボ使用時、バルブ設定時は、ヒストグラムがグレーで表示されま 
す。なお、低輝度、高輝度条件下ではヒストグラムが適切に表をされないこ 
とがお0ます。 

• ライブビュー撮穀時に〈励〉マーク（温度上昇に関する注意）が画面に表示 
されたとさは、1日7ページを参照してください。 

S ライブビュー撮影時の撮影可能枚数の目ま 


温度 

南温（+吕3に） 

低温ので） 

撮露可能枚数 

約3已日枚 

約2日日枚 


• 上記撮影可能枚数は、フル充電の LP - E 4 使用 、 CIPA (カメラ映像機器工業会) 
の試験基準によります。 
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画像の再生 


撮影した画像をカメラで再生 • 消去する方法や、 CF 力ードと SD 
カード間で画像をコピーする方法などを説明します。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

このカメラな外で撮影された画像や、このカメラで撮影した後にパソコン 
などで画像を加工したり、ファイル名を変更した画像は、カメラで正南に 
表示でさないことびあります。 
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因画像を再生する 


1巧表示 



画像を再生する 

♦ 〈因> ボタンを巧します。 

呼最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像び表示されまず。 


画像を選ぶ 

♦ <〇> を左に回すと、最後に撮影した画 
像か5新しい順に画像び切り換わ0ま 
す。ちに回すと、ちい画像から順に新し 
い画像び表おされます。 

♦〈 INFO .> ボタンを押すたびに、表示形式 
び切り換わります。 



ヒストグラム表示 


撮影情報表示 


3再生を終了する 

♦ く因 > ボタンを押すと再生び終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 
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因画像を再生する 


♦ A イライト警告表示ついて 

メニュー[巧 A イライト警告表示]を[ずる]に設定すると、露出才一 
ノ て一で白飛びした部分び点滅表示します。階調を再現させたい部分び点 
減しているとさは、露出をマイナス補正して、もう一度撮影すると良い 
結果び得られます。 


♦ AF フレーム表ちついて 

メニュー[巧 AF フレーム表玩を[ずる]に設定すると、撮影情報表示、 
ヒストグラム表示のときに、ピントをわせを行った AF フレームびホし、枠 
で表示されます。なお、 AF フレーム自動選択のとさは、 AF フレームび 
複数同時に表おされることびあります。 


• ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認できる輝度 
表示と、色の飽和と階調を確認でさる RGB 表示びあります。表示の切り 
換えは、；><ニュー[巧ヒストグラム]で行います。 


[輝尉表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：睛ち： 
明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げたグラフ 
で、画像の輝度分巧を表しています。画面の中の「暗 
い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げられ、「明るい 
成分」ほどグラフのち寄りに積み上げられて表示され 
ます。横軸の左端に積み上げられた成分は黒くつぶれ、 
ち端に積み上げられた成分は白く飛びます（八イライ 
卜)。そのほかの成分は階調び再現されまず。再生画像 
とそのヒストグラムを見ることで、露出レベルの傾向 
と全体の階調を確認することびでさます。 


RGB] 表示 


ヒストグラム例 


— 

暗い成分びをし） 


普通の日月るさ 


— 

明るい成分びをい 


このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、 

ち：明）、縦軸に色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (ホ）/ 
白（緑）/巨（青）別に色の輝度分巧を表しています。画面の中の「暗く薄い 
色」ほどグラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフの右寄 
りに積み上げられます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報がなく、 
ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 RG 巨のヒストグラム 
を見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向を確認す 
ることびでをます。 
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囚画像を再生する 


インデックス表示 



インデックス表示にする 

♦ 画像を再生した状態で、〈ろ〉ボタンを 
巧します。 

-► 4枚インデックス表示になります。選択 
されている画像に青色の枠び付さます。 
♦ ちラー度〈ろ〉ボタンを押すと、目枚イ 
ンデックス表示になります。 

画像を選ぶ 

♦ <〇> を回すと青色の枠び移動します。 
♦] 枚表示にするときは、〈み> ボタンを 
巧します。 


困ジャンプ表示 

] 枚表示、インデックス表示、拡大表示のとさに、〈魁^〉を回すと画像を 
飛ばして表示することびでさます。 

画像送りの設定 

；><ニュー[巧巡での画像送り]で [1 巧/10巧/100枚/1画面/撮影日/フォルダ] 
の中から、希望するジャンプ方法を選びます。 

インデックス表示のとをに画面単位でジャンプしたいとさは、 [1 画面]を 
選びます。撮影した曰の日付単位でジャンプしたいとさは[撮影印、フォル 
ダ単位でジャンプしたいとさは[フォルダ]を選びます。 

♦ 画像を再生した状態で (巡 〉を回しま 
す。 

-► 設定した方法でジャンプ表示び行われ 
ます。 

吟画面ち下にジャンプ方法と、現在再生し 
てし'^る画像の位置び表おされます。 

再生位置 
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因画像を再生する 


み/み拡大表示 

撮影した画像を、約1.已倍〜10倍に拡大して表おすることびでさます。 



お大表示位置 


画像を拡大する 

♦ 画像を再生した状態で、〈み〉ボタンを 
押します。 

-► 拡大表示されます。 

♦ 〈み> ボタンを巧し続けると、最大のお 
大率まで連続的に大さ<なります。 

♦ くみ〉ボタンを巧すと、縮ル表示になり 
ます。巧し続けると、 ] 枚表示まで連続 
的にルさくなります。 


2表示位置を移動する 

♦ 〈寒〉を操作した方向に表示位置び移動 
します。 

♦ く因 > ボタンを押すと、拡大表示び終了 
し、 ] 枚表示になります。 


J 広大開始位置について 

通常は、画面中央から拡大表示び始まります。；>< ニュー [巧 拡大表示設定] 
を [AF フ レー ム任意還扔ちか引に大] に設定すると、任意選択した AF フレームの 
位置を中むに拡大表示び始まります。迅速なピン ト 確認を行いたいとさに有 
効でず。 



H • 拡大表示中に〈贷> (またはく巡〉）を回すと、拡大率、拡大位置が固定さ 
れた状態で、画像を切り換える（設定されている画撒送りの方までジャンプ 
表示する）ことびでさます。 

• AF フレーム自動選択、および手動ピント合わせ 〈 MF 〉 で撮影した画綠は、 
画面中央からの拡大表示になります。 

• 撮穀直後の画像表示中からの拡大表示はでさません。 

• [AF フレーム任意！巧点からが;大]設定時 

-拡大開始時の表示倍率は、画像サイズにより異なります。 

- C.Fn III -8-1, 2設定時は、測距領域が広がるため、実際にピントを合わせた 
位置が、拡大開始時の画面内に入らないことがあ0ます。 
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囚画像を再生する 


国画像回拓 

画像び表おされる向をを変えたいときに行います。 

[画像回転]を選ぶ 

♦ [が]タブの晒像回転]を選び、〈@〉 
を巧します。 


画像を選ぶ 

♦<©> を回して回転する画像を選びま 
す。 

♦ インデックス表示にして選ぶことちで 
をます。 


画像を回転する 

♦ 〈毎)〉を押すたびに、時計方向に回転 
(90。一 27曰。一日。）します。 

♦ ほかに回転したい画像びあるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

♦ く MENU > ボタンを巧すと、画像回転び 
終了し、；><ニューに戻ります。 



园 • メニュー[が縦に置画像回転表前を[する 〇画] ( P .128) に設定して撮露ず 
ると、この機能で画像を回転する必要びなくなります。 

♦ 回転した画像び、再生時に回転した向さで表示されないときは、方ニュー[が 
織位置画像回転表示]を[ずる 〇因] に設定します。 
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因画像を再生する 


画像をテレビで見る 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで見るこ 
とびできます。接続ずるとさは、カメラとテレビの電源を切った状態で行っ 
て < ださい。 


m 



カメラをテレビに接続する 

♦ 力;>< ラの端子カバーを開さます。 

>た乂ラの く "端?〉ビデオ出力端子と、テ 
レビのビデオ入力端子を付属のビデオ 
ケーブルで接続します。 

♦ ケーブルのプラグを根元までしっかり 
と差し込みます。 


y テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えをビデオ入力にする 

3カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 



〈因> ボタンを巧す 

吟画像びテレビに表おされます（液晶モニ 
ターには何ち表示されません)。 

♦ 見終わったら、力;><ラの電源スイッチを 
< OFF > にして、テレビの電源を切って 
から、ビデオケーブルを取り外します。 


W ♦ テレビち式と異なるビデオ出力ち式を設定すると、画像が正しく表示されま 
せん。そのときは、 ；><ニュー [がビデオ出力ち式]でち式を切り換えてください。 
• 付属のビデオケーブル料外は使用しないでください。画像が表示されないこ 
とが态〇ます。 

B 使用するテレビ（モニター）により、表示内容の一部が欠けて表おされることび 
あります。 
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^ 画像を巧護（プ□テクト）する— 

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよう、プ□テクトをかけ 
る（保護する）ことびでをます。 


1巧ずつプ□テクト 

1 プ□テク ト したい画像を再生する 



必 JEi - 

麾 

V 

V 


プ□テクトをかける 

♦ 画像び表おされた状態で 、 〈hV を〉 ボタ 
ンを巧しまず。 

吟プ□テクトびかかり、画面の上にく囚> 
び表示されます。 

♦ もラー度 〈hV を > ボタンを巧すと、プ 
□テクトび解隙されく因〉び消えます。 
♦ ほかにプ□テクトをかけたい画像びあ 
るとさは、手順 I 、2を繰0返します。 

♦ く MENU > ボタンを押すと、画像プ□テ 
クトび終了し、メニューに戻ります。 



フォルダ内/力ード巧を画像プ□テクト 

フォルダ単位、またはメモリーカード単位で、画像にプ□テクトをかける 
ことちでさます。 

メニュー [ tn •画像プ□テクト] で [フォルダ巧•を画像] または [力ード内•を 
画像] を選ぶと、その中のすべての画像にプ□テクトびかかります。 

辭除するときはロ オルダ内•を稱 除]または [力ード内•を瞬 除]を選びまず。 


W • メモリーカードを初期化ずると、プ□テクトされた画像ち消去されます。 

• プ□テクトするときは、〈^/4> ボタンを巧してすぐに離してください。約2 
秒間巧したままにすると、録音び行われます。 
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^ 画像を保護（プ□テクト）ずる 


B ♦ メニュー时画像プ□テクト]の[画像を慰のでも、1枚ずつプロテクトするこ 
とがでさます。そのとさは、く(0〉でプ□テクト/解除を巧います。 

♦ プロテクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去できません。画像を消 
去するとさは、プ□テクトを賴除してください。 

♦ 必要な画像にプ n テクトをかけてからを画像消去 （ P .12 目）を巧ラと、プ〇 
テクトをかけた画像政外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するときに便利です。 


#画像に音声を録音する 

撮影した画像に音声を録音することびでさます。録音した音声は、画像 
と同じ画像番号で音声ファイル （ WAV お式）として記録されます。付属の 
ソフトウエアなどで再生することびできます。 


1録音したい画像を再生する 
2録音する 

♦ 画像び表おされた状態で、 〈 hV を> ボタ 
ンを約2秒間押したままにします。 

♦ [録音中...] び表示されたら、ボタンを巧 
したまま、録音マイクに向かって話しま 
す。一度に録音できる時間は30秒です。 
♦ 話し終わった5、ボタンか5指を離しま 
す。 

-► 音声び記録され、画面の上に〈け]〉び 
表おされます。 



S1 ♦ このカメラで音声を再生することはでさません。 

• フ□テクトされている画像には録音でさません。 

• 30秒な上録音するときは、再度手順2を繰り返します。 

参撮影直後の画像表示中に、手順2で I 回だけ録音することびでさます。 
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团画像をコピーする 

メモ1」ーカード内に記録されている画像を、ちラー方のカードにコピー 
(複製保存）することがでさます。 


画像を1巧ずつ還んでコピーずる 



[画像コピー]を選ぶ 

♦ [が] タブの晒 像コピ -] を選び、〈受)> 
を押します。 


[画像選巧]を選ぶ 

♦ <©> を回して晒像選択！を選び、〈毎)> 
を押します。 


最ル番号画儘 
フオルダ内画儘数 I 




フオルダを選ぶ 

♦<©> を回してコピーしたい画像び入つ 
ているフオルダを選び、〈@〉を巧しま 
す。 

♦ 画面ち側に表おされる画像を参考にし 
て、フオルダを選びます。 

-► 選択したフオルダ内の画像が表示され 
ます。 
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画画像を コピーす る 



総指定枚数 


こ画像を選ぶ 

♦ <〇> を回してコピーする画像を選び、 
〈霞)〉を巧しまず。 

呼画面左上にく vO び付さます。 

♦ 〈ろ〉ボタンを押すと、3画像表示にな 
りまず。くみ〉ボタンを巧すと、元の表 
おに戻ります。 

♦ ほかにちコピーしたい画像びあるとを 


は、手順4を繰り返します。 


5 〈ゎ'/み> ボタンを押す 

♦すべての画像を選び終わった5、 
〈心/を> ボタンを押します。 


扭コピー巧 


コピー先は力ード2です， 

H ピー先フオルタを S 巧してくだごい 


0K 


I 班〕ピーホフオルダ 回 I 

100 EOS 10 2 

I 101 E 0 S 1 D _ 01 

フオルタ巧巧 



社函•コビ¬ 
コビー元 山 10化 0 S 1 D 

3巧 5 20 MB 

コビー免 田 101防 S 1 D 

さき含靈 968 UB 
#«を]ピ-します 
キでンじル 0 K 


6 



8 


にのを選ぶ 

♦ コピー先のメモ U - 力ードを確認し、 
<@>を巧します。 


コピー先のフオルダを選ぶ 

♦ <〇>を回して画像をコピー保存する 
フオルダを選び、〈受)〉を押します。 

♦ [フォルダ作成] を選ぶと、新しいフオル 
ダを作成することびでさます。 


に K ] を選ぶ 

♦ コピー元とコピー先の情報を確認しま 
す。 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
押します。 
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扭画像をコピーする 


[コピー 

] ビ-が了しました 

コピ-巧*校 B 00003 

コピ-制 )[ 00003 

コピ"しなかつた tt »[ 00000 

化 


コピーび 始まり、 コピー 状況び表おされ 
よ 9 0 

コピーび終了すると、結果び表示されま 
す。 [ OK ] を選ぶと、手順2の画面に戻 
0まず。 


フォルダ巧の画像をずべてコピーずる 

手順2で[咖選択]を選びます。コピーするフオルダを選んだあと、コ 
ピー先のフオルダを選びます。 


メモ y — 力ード内の画像をずべてコピーずる 

手順2で[全画像]を選びます。コピー元のメモリーカードに記録されて 
いるすべてのフォルダと画像び、コピー先のカードにコピーされます。（フォ 
ルダ番号、ファイル名は、コピー先と同じになります。） 


邑1 • コピー元は、メニュー [が 記纖能と メディア■フォルタ 還妍の[記録.再お（[再 
を]) で選択されている六モ IJ ーカードです。 

• 才1」ジナルの画像と同じファイル名でコピーされます。 

• [画像題巧] のとさに、複数フォルダ内の画像を、同時に<>/〉を付けてコピー 
することはできません。フォルダごとに画像を選んでコピーしてください。 

♦ コピー先の同一ま号のフォルダに、同じ画像ま号の画像が記録されていると 
さは、 [スキップしてコピ ー] [上書きコピ ー] [コピー中止] び表示されます。コピー 
方法を選んで〈風〉を巧します。 

-[スキップしてコピー] :ま号が重複する画撒だけコピーされません 
-[上書きコピ ー ] :ま号び重複する画撒は、コピー画像に書き換えられます（プ 
□テク ト 画像を含む） 

なお、印刷指定 （ P .145)、 送信指定 （ P .1 巳 2) されている画像に対して上書 
きコピーを行ったときは、再度指定しなおしてください。 

• 印刷指定情報、送信指定情報はコピーされません。 

• コピー実行中は、撮影できません。 [キャンセル] を選んでから、撮影してくだ 
さし、。 
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w 画像を消去する 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去した0、まとめて消去することびでさま 
す。なお、プ□テクト （ P .121) をかけた画像は消去されません。 

か消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないよラブ□テクトをかけてく 
ださい。 


1巧ずつ消去 



消去したい画像を再生する 
〈雨> ボタンを巧す 

♦ 画面の下に消去;>< ニューび表示されま 
す。 



3消去する 

[消封 を選び〈@〉を巧すと、表おさ 
れている画像び消去されます。 


チェック < n /> を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去することもできます。 
メニュー[が 画像;’肖ま] で [選択して消ま] を選びます。〈@>で消去したい 
画像に く >/>を付けたあと、 〈1〉 ボタンを巧しまず。 


フオルダ巧/力ード巧を画像消去 

フオルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめて消去することもで 
きまず。 に：!一 [が 画像消去] で [フオルダ内•を 画像]または 访ード巧•全 
画像]を選ぶと、その中のずべての画像び消去されます。 
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画像再生に関する機能の設定をを更する- 

I 。口"" お晶モニターの明るさを調碧する 

液晶モニターび見やすいよラに、明るさを調整することびでさます。 


I I 1-1 

防;顶 


[液晶の明るさ]を選ぶ 

♦ [が]タブの施晶①明るさ]を選び、〈霞)〉 
を押します。 



明るさを調整する 

♦ グレーチャートを参考にして、〈類〉を 
回して調整し、〈@〉を巧しまず。 


31撮影した画像の露出を確認するとさは、ヒストグラム （ P .116) で確認すること 
をおすすめします。 



wm 撮誘直をの画像表示時間を設定ずる 

撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することび 
でさます。撮影画像を表示したままにするときは[ホールド]、撮影画像を表 
おしないよラにするときは[切]に設定します。 


.困9136誦誦麵||〇 



:賊巧!! の 略 巧 

i 

切 ！ 

2» 

I 

が I 

I 

•8 良 

I 

.ホー ルド I 


1 


2 


[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

• [ Q =] タブの[撮影画像の確認時間]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時間を設定する 

♦ <©> を回して項目を選び、〈受)> を押 
します。 


Bl [ホールド]に設定すると、オートバワーオフの設定時間まで表示されます。 
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画像再生に関する機能の設定を変更する 


mm 縦位置撮 誘 画像の回起表示について設定ずる 



縦位置で撮影した画像は、カメラで再生 
するとさや、パソコンの画面で見るとさに、 
被写体び横向さで表示されないよラに、自 
動回転して見やすい向きで表示されます 
び、この設定を変更することびでさます。 


1[縦位置画像回乾表示]を選ぶ 

♦ [\ Y ] タブの11!位置画像回輯表お]を選び、 
<@>を巧しまず。 



回転表示を設定する 

♦ 〈憩〉を回して項目を選び、〈@〉を押 
します。 


[ずる〇国] 

力 y ラで再生するときと、パソコン画 
面で見るとさに、自動回転させたいと 
さ 


[ずる国] 

パソコン画面で見るとをだけ自動回 
転させたいとを 


[しない] 

自動回転させたくないとさ 


W [しなし リで撮露した画像は、 [ずる] に設定して再生してを、自動回転表示されま 
せん。 

胃 ♦ 撮穀直後に表おされる画像は自動回転表示されません。 

• 力方ラを上や下に向けて撮影すると、正しく自動回転表おされないことがあ 
0ます。 

参パソコン画面で自動回転しないとさは、使用しているソフトウェアび回転表 
示に対応していません。付属ソフトウエアの使用をおすすめします。 


128 










撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□ーパスフイルター）に付い 
たゴ S を自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴミ消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しをれなかったゴ S を、付属のソフトウェア 
(Di 旨け al Photo Professional) で、自動的に消去することがで 
をます。 


ゴ S やほこりについて、普段か 5 iU 下のことに ミ 主意してください 

♦ レンズの交換は、ほこりのかない場所で素早く巧ラ。 

• レンズを外してカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ず力方 
ラに取り付ける。 

参ボディキャップは、ゴミやほこりを落としてからカメラに取り付ける。 


Bl セルフク1」一ニングセンサーユニットの作動中でち、シャッターボタ 
ンを半巧しずると、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびできま 
す。 








MENU 


撮像素子の自動清掃 


この力;<ラは、電源スイッチをく ON / J > にしたときと、 〈 OFF > にした 
とさに、撮像素子前面に付いたづミを自動的に取り除く、セルフク U —二 
ングセンサーユニットび作動するよラになっています（所要時間約 3 .已 
秒）。通常はこの機能を意識するお要はありませんび、任意に作動させたい 
とをや、このユニットを作動させたくないとさは、次のよラにします。 


任意に作動をせて清掃ずる 



2 



[センサーク IJ — ニング]を選ぶ 
• [巧ミ] タブの [センサーク U — ニング] を選 
び、〈霞)〉を押します。 


[今ずぐク IJ — ニン グわ]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[今ずぐクリーニング . b ] 
を選び、く赁)〉を巧しまず。 

に K ] を 選ぶ 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈@>を 
押します。 

-► ク U —ニング中を示す画面〈: □•> び表 
おされ、清掃び巧われます。清掃び終了 
すると、手順2の画面に戻ります。 


0 ♦ 任意作動による清掃所要時間は約4砂です。なお、清掃中は、シャッターの作 
動音が3回しますが、撮穀は行われません。 

♦ 効果的なゴ S の賺去を巧ラため、机の上などにカメラを垂直に置いて清掃し 
て < ださい。 

♦ 何度ち繰り返して清掃を行ってち、効果は大さく変わりません。清掃終了直 
後は、[今ずぐクリーニング . b ] が一時的に選べなくなります。 


自動清掃を巧わないようにずる 

♦ 手順2で[自動クリー ニ ング . b ] を選び、[しない]を選びまず。 

-► 電源スイッチを < ON / J > にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたときに、清掃 
び行われなくなりまず。 
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mm ゴミ消し情報を画像に付加する ■ 

通常は、セルフクリーニングセンサーユニットで、画像に写り化む可能 
性びあるほとんどのづ S を除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かったづ S びある場合に備え、づ S を消すための情報（ダストデ U — トデー 
夕）を画像に付加することびでをます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional で自動ゴミ消し処理を行うときに使われ 
ます。 

事前準備 

♦ 白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

♦ レンズの焦点距離を已 0mm が上にする。 

♦ レンズのフオーカスモードスイッチをく MF> にして、無限遠 （W) に 
設定する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフオーカスリングを 
時計方向に突き当たるまで回します。 


ダストデ y — トデータを取得ずる 

1[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 
♦ [Q:] タブの [ダストデリートデータ取得] を 
選び、〈@〉を巧します。 


巧田31巧 ■■■ 

1巧 an 

»ヴイス L 

Rig の ilBIfll 2巧 

I 亀子合 入 

力ードなしレリースする 
||ブストテリートテータ巧 g 


ソフトウェアで：:ミをちずための 
テータをな得します • 

S 用！！ I 巧»を餐房してくだごい 


■ 00 / 00/00 00:00 


、 に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して[〇のを選び、〈毎)〉を 
巧すと、撮像素子の自動清掃び行われた 
あと、説明画面び表示されまず。 


朽ストテト巧-夕巧， 

W 的•きた5シ r リタ-ポタンを 
ミ样ししてくださ U 


t 州ークリーニンク 






mm ゴミ消し情報を画像に付加する 


3真っ白な無地の被写体を撮影する 

♦ 20〜 30 cm の距離で、（模様などびな 
し'0真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影します。 

絞0優先 AE、 絞り数値 F22 で撮影され 
9 〇 

♦ 画像は保存されませんので、メモリー 
カードび入っていな<てちデータを取 
得することびでさます。 

撮影を行ラと、データの取得び始まりま 
す。取得び終わると、完了画面び表おさ 
れます。 

[0K] を選ぶと、^ニューに戻りまず。 

♦ データび取得できなかったとさは、その 
内容の画面び表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0K] を選 
んだあと、ちラー度撮影します。 


ダストデ y — トデータにごいて 

ダストデ U —トデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW/sRAW 画像にデータび付加されます。大切な撮影をするとを 
は、撮影の直前にデータの再取得（更新）を行って<ださい。 

なお、付属ソフトウェアによる自動ゴ S 消し処理については、ソフトウェ 
ア使用説明書 （CD-ROM) を参照してください。 

画像に付加されるダストデ U —トデータの容量はごくかさなちのですの 
で、画像のファイルサイズにはほとんど影響しません。 


タストテリ-トテ-夕巧 g 
テ-夕の防!俯了しました 



W 未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮穀してください。被写 
体に模様などがあると、その模様びゴミ情報として記録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なづ S 消し処理が巧われないことびあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃する ~ 


撮像素子の自動清掃で取りきれないゴ S やほこりびあったとさに、市販品 
のプ□アーなどを使用して、自分で清掃することびでさます。 

撮像素子は非常にデリケートな部品でず。直接清掃が必要なときは、でを 
るだけ別紙の修理受付窓口にお申しがけください。 

清掃を始める前にレンズを取り外してください。 


1[センサークリーニング]を選ぶ 

• [ rv ；] タブの[センサークリーニング]を選 
び、<@>を巧します。 



ミラーアップします* 

手柄!でクリーニンクを巧つたあと. 
スイツチミが巧 > に 
してくだごい 

キでンたル I 化 I 


巧户 


1 



[手作業でクリーニング]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[手作業でクリーニング]を 
選び、〈蟹)〉を巧します。 


に K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇のを選び、〈@〉を 
巧します。 

-► 一瞬の間をおいたあと、 S ラーび上び0 
シャッターび開をます。 

♦ 上面表示パネルに 「 CLn 」 び点滅します。 



4清掃を終了する 

♦ 電源スイッチをく OFF > にします。 


S1 ♦電源には、 AC アダプターキット ACK - E 4 の使用をおすすめします。 
• 電池を使ラとさは、必ずフル充電した電池を使用して<ださい。 
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mm 手作業で撮像素子を清掃する 


W ♦ 清掃中は、絶巧に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷するおそれがありまず。 

•電源スイッチを 〈OFF> にする 
•電池を取り出す/入れる 

• 撮像素テの表面は非菌にデ1」ケートな部分です。細むのを意をもって清掃し 
て < ださし、。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないをのを使用してください。ブラシび撮像 
素子に触れると、撮像素子の表面に傷が付<ことがあ0ます。 

• ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないで<ださい。電源び切れ 
ると、シャッターび閉じ、シャッター幕や S ラーを破損する原因となります。 

• 高圧の空気やガスを吹き付けて清掃しないでください。圧力により撮像素子 
が破損したり、吹さ付けたガスが凍結することで、撮像素テの表面に傷が付 
<ことがあ0ます。 
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8 

カメラダイレクトプリント/ 
撮影画像の印刷指定 


カメラとプリンターを直接つないで、メモリーカードに記録さ 
れている画像を印刷することがでをます。 

このカメラは、ダイレクトプリント標準規格の 
「が円 ctBrid 呂 e 」 に対応しています。 


また、メモリーカードに記録されている画像の中か6、印刷し 
たい画像を、あ6かじめ指定することちでさます。 ( P .145) 

DPOF (印刷指定）について 

DPOF (Digital Print 日 「der Format ) は、印刷したい画儘とその 
枚数などの印刷指定情報を、><モリーカードに記録ずるための規格で 
す。複数の画像をまとめて一度に印刷したいときや、指定した画像の印 
刷を写真店に注文する隙に使います。 

鮮社 PictBridge ホームぺージについて 

キヤノン製のカメラとプ U ンターを接続したとさに、どのよラ 
な用紙び使用でをるかなどを、下記の弊社ホームページで確認す 
ることびでさます。 

http :// canon . jp / pictbridge / 
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印刷の準備をする 

ダイレクトプリントの操作は、カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なびら、ずべてカメラ側で行いまず。 


カメラとプリンターを接続ずる 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF > に 
する 


y プリンターの準備をする 

♦ 詳し<はプ U ンターの使用説明書を参 
照して < ださい。 

5カメラとプリンターを接続する 

♦ カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

♦ カメラ側を接続するとさは、プラグの 
〈み〉マークび、カメラの前面に向くよ 
ラにして、 九乂ラの(か 端テに差し 
込みます。 

♦ プ U ンター側の接続方法については、プ 
IJ ンターの使用説明書を参照して < だ 
さい。 

4プリンターの電源を入れる 





5 


カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 

吟プ U ンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあ0ます。 
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E 口刷の準備をする 



画像を再生する 

♦ く 因〉 ボタンを押します。 

-► 画像び表示され、画面左上にプ I 」ンター 
び接続されていることを示すマーク 
くが〉び表示されます。 


W • rCP ダイレクト」または 「Bubble Jet ダイレクト」のみに巧応したプリン 
ターは使用でさません。 

• カメラとプ U ンターの接続には、付属のインターフェースケーブル政外は使 
用しないで < ださし、。 

♦ 手順巳で電子音が「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、プ U ンターに問題が 
発生しています。どのよラな問題び発生しているかは、次の操作で確認でさ 
ます。 

〈囚> ポタンを押して画綠を再生し、次の操作を行ってください。 

1. <@>を巧す 

2. 印刷設定画面で[印刷]を選ぶ 

液晶モニターにエラーメッセージが表示されます。 （ P .14 吕） 

0 • 力六ラの電源に電池を使用ずるとさは、フル充電してから使用してください。 
フル充電した電池で約7時間印刷でさます。 

• ケーブルを取0外すとさは、力方ラとフリンターの電源を切ってか5、プラ 
グの側面を持って引いて<ださい。 

• ダイレクトプ U ントを行ラとさは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 4 の使用をおすすめします。 
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が印刷する« 

使用ずるプリンターによって表ちされる巧容や、設定でをる内容が異なり 

まず。また、設定そのちのびでさないことびあります。詳しくは、プ U ン 
ターの使用説明書を参照してください。 


1 印刷する画像を 選ぶ 

♦ 液晶 モニターの 左上にくが〉び表おさ 
れていることを確認します。 

♦ <〇>を回して印刷する画像を選びま 
す。 

2 <©> を巧ず 

吟印刷設定画面になりまず。 


巧刷設定画面 ——印刷効果を設定します 

I- 曰付や画像番号を入れて印刷ずるかどラか 
- I を設定しまず 

-- 何枚印刷するかを設定します 
-印刷範囲を設定します 
用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
します 

-手順1の画面に戻ります 
印刷を開始します 

設定されている巧紙のサイズ、タイプ、レイアウトの'睛報び表おされます 

* プリンターの機種により、日付/画像き号が刷やトリミングなど、一部の設定項目 
が還択でさないことがあ0ます。 

3 [用紙設定]を選ぶ 

— ♦ <〇> を回して拥紙設定]を選び、〈毎)〉 
を押します。 

吟用紙設定画面になりまず。 




プ U ンター接続表を 
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r ( 印刷する 


の 用紙サイズの設定 


g i; D 閒ヴイス 

2 L 巧 
はび 3 
カード 


用紙タイプの設定 



菌レイアウトの設定 


巧 ,；I 

フチあ y 

フチあり H 

脱略 


レイアウト 


♦<©> を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のサイズを選び、〈毎)〉を押 
しよ9 〇 

-► 用紙タイプの設定画面になります。 


♦<©> を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のタイプを選び、〈@〉を押 
します。 

♦ キヤノン製プ U ンターで、純正用紙を使 
ラとさは、プ1」ンターの使用説明書で使 
用できる用紙を確認してください。 

-► レイアウトの設定画面になります。 


♦ <©> を回して印刷レイアウトを選び、 
〈毎)〉をす甲します。 

-► 印刷設定画面に戻0ます。 


フチちり 

巧紙のまわりにを白をつけて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷できないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチち 0 H 

L サイズな上の用紙の余白に撮影情報*を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像をルさく、2/4/8/9/1目/20画面印刷します。 

吕〇面配置旦 
35面配置巧 

□ P 0 F で印刷指定した画像を20画像、または3己画像単位で、 A 4 サ 
イズの用紙に縮小印刷します。 

-に0面配置 H ] では、画像の横に撮影情報*、画像の下に画像番号と 
曰付**を印刷します。 

- [3 日面配置 H ] では、画像の下に画像き号、日付**を印刷します。 

標華設定 

プ1」ンターの機種や設定により印刷レイアウトび異なります。 


* Exit 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャッター速度、絞り数 I 直、 
露出補正量、に日感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 

** 手順曰 （ P .141) のくな〉曰付/画像番号印刷の設定によります。 
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r ( 印刷する 



印刷効果を設定する 

♦ 必要に応じて設定しまず。設定しないと 
をは、手順日に進みます。 

♦ 表示される内容は、プリンターの機種に 
より異な0まず。 

♦ <©> を回して画面ち上の項目を選び、 
<@>を巧します。 

♦ く HI 面！>の横にく固> び表示されてい 


るとさは、印刷効果の調整を行ラことち 
でさます。 ( P .143) 

♦ 続けて〈©〉を回して印刷効果を選び、 
〈霞)〉を巧します。 


項目 

E 口刷巧容 

因切 

印刷特性は「入」と同じです。自動補正は巧われません。 

因入 

プ U ンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活巧して、 
自動的に補正び巧われます。 

因 VIVID 

海や空の青、植物の緑などび、いっそラ色鮮やかに印刷されます。 

因 NR 

画像のノイズ低減姐理び巧われて印刷されます。 

因 VIVID+NR 

VIVI □と NR の処理び行われて印刷されます。 

因顔巧るく; i : 

逆光などで被写体の顔び暗くなった画像で効果的です。顔び明るく 
印刷されます。 

因ホ目1 

スト n ボ撮影で被写体の目びホくなった画像で効果的です。目のホ 
みび總和されて印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W :ち黒調 

クールな印象の青っぽい G 令黒調）白黒で印刷されます。 

B/W 温黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

画像本まの色やコントラストを生かした印刷び行われます。自動色 
調整は巧われません。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラ J レ」と同じです。「ナチュラル」よりを細か 
い印刷調整を巧ラことびでさます。 

因標準設定 

プ U ンターの機種により印刷内容び異なります。プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 
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r ( 印刷する 



5曰付/画像番号印刷を設定する 

♦ 必要に応じて設定しまず。 

♦ 〈類〉を回して〈を〉を選び、〈@〉を 
巧します。 

♦ 〈類〉を回して印刷内容を選び、〈@〉 
を巧します。 

も 印刷枚数を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

♦ 〈類〉を回して〈印〉を選び、く©〉を 
巧します。 

♦ 〈類〉を回して印刷枚数を選び、〈@〉 
を巧します。 



印刷する 

♦ 〈態〉を回して閒刷]を選び、〈@〉を 
巧します。 

吟印刷び開始されます。 


SI • この力;^ラで撮影した RAW / sRAW 画像ち印刷でさます。 

• 卜 US ングについては、144ページを参照して < ださい。 

• 印刷効果などの選巧肢にある [標華設定]は、 プ1」ンターメーカーび独自に設 
定ずる印刷内容のことです。 [標華設定] の内容については、プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 

♦ 印刷する画縁のファイルサイズや記録画質により、 [巧刷] を選んでから実際 
に印刷び始まるまで、しばらく時間びかかることがあります。 

♦ [ケープルを巧かないでください] のメッセージが消えたあとは、印刷中でわケープ 
ルを取り外しても構いません。 

• 印刷を途中で中止するときは、[中止]が表示されている間に〈赁)> を巧して 
[0 K ] を選びます。 
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r ( 印刷する 


园プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解ましたあと 、 m 
巧] を選んでも印刷が再開されないときは、プ U ンター側を操作して印刷を再開 
してください。印刷の再開方まについては、プ U ンターの使用説明書を参照して 
ください。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題が発生したときは、力方ラの液晶モニターにエラー方ッセージが表 
示されます。〈赁)> を巧して印刷を中止し、問題を解ましてから再度印刷してく 
ださい。プ U ンターの問題解決ちをについては、プリンターの使用説明書を参照 
して < ださし、。 

用紙エラー ：用祇が正しくセットされているかどラか確認してくださ 

い。 

インクエラー ：インク残量や、インク吸収体の状態を確認してくださし、。 

A — ドウ I アエラー：用祇、インクながの問題が発生していないか確認して<だ 
さし、。 

ファイルエラー ：選択した画像は円 ctBrid 呂 e で印刷できません。別のカメラ 

で撮轟した画像や、バソコンに取り込んで加工した画像は、 
印刷でさないことびあります。 
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r ( 印刷する 


国印刷効果の調壁について 



国抑觀 

(fi スづ T 

〇 ナチユラ 

巧なし > 止 

レベル雨正 

0 ♦ ♦ 6 • ♦ fl 

切 

* 明るく 

切 

巧目胳 

切 


140ページの手順4で項目を選び、 
( Ms ^ y の樹こ〈国> び表示されていると 
さに、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、印刷効果 
の調藝を行ラことびでをます。調整でさる 
(表おされる）内容は、手順4の選択内容に 
よ0異なりまず。 


• 明るさ補正 

画像の明るさを調整することびでさます。 


[手動] を選ぶと、ヒストグラムの分巧を 
変更して、画像の明るさとコントラストを 
調整することびでをまず。 

レベル補正画面で 〈 INF 0.> ボタンを巧 
すと、 くい の位置び切り換わります。〈類〉 
を回すと、シャドウレベル （0 〜127)、ノ、 
イライトレベル （] 28〜2已已）を任意に調 
整することびでさます。 



♦ ぶ明るく補正 

逆光などで被写体の顔び暗くなった画像で効果的です。 [入] に設定す 
ると、顔び明るく印刷されます。 


• 赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目びホくなった（赤目現象び発生した）画像 
で効果的です。 [入] に設定すると、目のホみび緩和されて印刷されまず。 


51 ♦ [詳細設定] を選ぶと、 [コントラスト][色の薦さ][色あい][カラーバランス] を調整 
することびできます。なお、 [カラーランス] の調整は、〈呆> で行います。目 
はブルー、 A はアンバー、 M はマゼンタ、 G はグ I 」ーンの意おです。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

♦ [初期化] を選ぶと、設定した印刷効果の内容がずベて初期状態に戻ります。 
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r ( 印刷する 


卜 US ング（印刷節囲）の設定 



画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たよラな感じで印刷することびできます。 
トリミングの設定は、巧刷ずる直前に行っ 
てください。卜 US ングを行ったあとで印 
刷設定の內容を変更すると、トリミングの 
再設定び必要になることびあります。 


1印刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2 トリミング枠の大きさ、位置、縦横を設定する 

♦ 枠で囲まれた範囲び印刷されます。 

巧の大きさを変える 

くみ>〈ろ> ボタンを巧すと、枠の大きさび変わります。枠をルさく 
するほど拡大して印刷されます。 

巧を移動ずる 

く-来〉を操作ずると、枠び上下左ちに移動します。好みの構図にな 
るよラに枠を移動します。 

巧を回転ずる 

<1 NF 0.> ボタンを押すと、枠び縦長、横長に変わります。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したよラに印刷することちでさます。 

3 〈©>を巧してトリミングを終了する 

♦ 印刷設定画面に房ります。 

♦ 印刷設定画面の左上で印刷範囲を確認することびでさます。 


W ♦ プリンターの機種により、枠のとお0に印刷されないことがあります。 

♦ 枠をルさくするほど印刷の画質び粗くなります。画質が粗くなるとさは、枠 
び赤く表ちされます。 

♦ トリミングは、液晶モニターを見ながら行ってください。画像をテレビに表 
示しながらトリミングを行ラと、枠が正しく表示されないことがあります。 

51枠の形状は、[用紙設定]の設定で変わります。 
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A 画像を印刷指定する / DPOF — 

印刷タイプや曰付、画像ま号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に巧して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


印刷内容を設定ずる 



[巧刷指定]を選ぶ 

■►[が] タブの 脚刷指赶 を選び、〈受)〉 
を押します。 


わ巧副が I 

□スタンダード 

0 技 

a 巧 

切 

面 (》 ち 

切 

田な巧 WS を 

巧* 

m 



12 


協定]を選ぶ 

♦ <©> を回して 隱赶 を選び、〈霞)〉を 
巧します。 


3項目の内容を設定する 

^ ♦ 脚 刷 タイプ]旧付] 晒像 番号] の内容を 
設定します。 

♦ <©> を回して項目を選び、く©〉を巧 
します。 

♦ 続けて〈猫〉を回して内容を選び、〈受)> 
を巧します。 

脚刷タイス 旧が] [面像番号] 
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A 画像を印刷指定する/ DPOF 


印刷タイプ 

e 

スタンダード 

用紙1枚に1画像を印刷します。 

命 

インデックス 

巧紙1枚に縮ル画像を複数印刷します。 

廚 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入] にすると、撮影画像に記録されている曰付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像ま号 

入 

[入] にすると、画像ま号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

* 印刷指定画面に戻ります。 

♦ 次に印刷指定画面の [画像選扔 I [> 指定] 
[全画像] で、印刷する画像を指定します。 


W ♦ 旧付][画像番号] を [入] にしても、印刷タイプの設定や、プリンターの機種 
により、印刷されないことびあります。 

• 印刷ずるときは、印刷指定を巧ったメモ1」ーカードを使用してください。画 
像データだけを;<モ|」ーカードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で 
印刷でさません。 

♦ DP 日 F 対応プ U ンターの機種や、写真店の機器により、指定内容が反映され 
ないことびあります。プ U ンターの場合は、プ1」ンターの使用説明書を参照 
してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してください。 

• ほかの力方ラで印刷指定した画撒を、このカメラに入れて再度印刷指定しな 
いでください。印刷指定されている内容が、意図せずにすベて書き換えられ 
ることがあります。また、画像の種類により、印刷指定でさないことがあり 
ます。 


胃] ♦ RAW / sRAW 画像は印刷指定でさません。 

♦ [インデックス] では、 旧巧] と 晒像番号] を同時に [入] にできません。 
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A 画像を印刷指定ずる/ DPOF 


印刷ずる画像を指定ずる 

• 画像選択 



画像を1枚ずつ選んで指定します。 

〈み〉ボタンを巧すと、3画像表示にな0 
まず。〈み> ボタンを押すと、元の表示に戻 
りまず。 

指定び終わったら、く MENU > ボタンを 
押すと、指定した内容び;><モ|」ーカードに 
保存されます。 


□7 國 


指定枚数 総指定枚数 


[スタンダード][両方] 

〈毎)〉を巧すと、表示されている画像び 
1枚印刷指定されます。続けて〈類〉を回 
すと、その画像の枚数指定を最大99枚にす 
ることびでさます。 


チェック マー ク I 

インデックスマーク 


[インデックス] 

〈毎)〉を巧すと、表示されている画像び 
インデックス印刷用の画像として指定さ 
れ、画面左上にく n /> び付をます。 


♦ —指定 

指定を選び、フオルダを選択すると、フオルダ内のすべての画像び、 
] 画像1枚で印刷指定されます。なお、解除を選び、フオルダを選択する 
と、フオルダ內の印刷指定びすべて解隙されます。 

♦ 全画像 

指定を選ぶと、メモリーカードに記録されているすべての画像び、1 
画像]枚で印刷指定されます。なお、解除を選ぶと、カード巧の印刷指 
定びすべて解除されます。 


W • 全画像指定を巧ってを、 RAW / sRAW 画像は印刷指定されません。 

• 円な己 ridge で印刷ずるときは、一度に印刷指定する画像の数を、4日0画像政 
下にしてください。それな上指定すると、ずべての画像を印刷でさないこと 
びお0ます。 
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け印刷指定画像のダイレクトプリント 



印昂順定した画像を、円 ct 日 rid 邑 e 対応の 
プ U ンターで簡単に印刷することびでさま 
す。 


1印刷の準備をする 

♦ ] 3日ページを参照してください。 

『力;><ラとプ U ンターを接続する』の手順日まで行いまず。 

2 [が]タブの閒刷指定]を選ぶ 

3 [印刷]を選ぶ 

♦ [印刷]は、カメラとプリンターび接続され、印刷できる状態になって 
いないと表おされません。 

4 [用紙設定]の内容を設定する ( P .138) 

♦ 印刷効果 （ P .14 日）は必要に応じて設定します。 

5にに]を選ぶ 


W ♦ 印刷ずるときは、必ず用紙サイズの設定を行ってください。 

• フ U ンターの機種により、画像ま号び印刷できないことがあります。 

♦ [フチあり] にすると、プ U ンターの機種により、曰付がフチにかかることびあ 
0ます。 

♦ 曰付の背景が明るいとさや、背景びフチのとさは、プ I 」ンターの機種によ0、 
日付び薄く印刷されることびあります。 

胃 ♦ [レベル 補正]の〔手動]は選択できません。 

♦ 印刷を中止したあとに、残りの画像を印刷ずるときは、[再開]を選びます。た 
だし次のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画綠を削除したとき/ 
インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとき/印刷を中断し 
たとさに、メモ U —カードの空さ容量びかなかったとさ 
• 印刷中に問題び発生したときは、142ページを参照してください。 
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撮影画像の 
パソコンへの面送 


メモリーカードに記録されている画像の中から、パソコンに保 
存したい画像を選び、カメラを操作して画像をパソコンに直接転 
送することがでをます。 


あらかじめ付属のソフトウエア 

(EOS DIGITAL Solution Disk 
/ CD - ROM ) をパソコンにインス 
I -ールしておけば、パソコンを操 
作せずに、簡単に画像を乾送して 
保存することがでをます。 



参付属ソフトウェアのパソコンへのインストールち法については、別紙 
のに D - R 日 M ガイド」を参照してください。 

♦ バソコンを操作して、メモ1」ーカードに記録されている画撒を取り込 
みたいとさは、「ソフトウェア使用説明書」 ( CD - ROM ) を参照してく 
ださい。 










尼*パソコンに画像を面送する— 

II カメラとパソコンを接続ずる前に、必ず付属のソフトウェアに 0 S 
DIGITAL SolutionDisk / CD - ROM ) をパソコンにインス I -- ルして 
<ださい。 


画像拓送の準備 



カメラとパソコンを接続する 

♦ カメラの電源を切った状態で接続しま 
す。 

♦ 力;>< ラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

♦ カメラ側を接続ずるとをはプラグの 
〈為*〉マークび、カメラの前面に向くよ 
うにして 、わ乂ラの <令〉端テに差し 
込みます。 

♦ パソコンの US 己接続部にプラグを差し 
込みます。 


2カメラの電源スイッチを 〈0 N > にずる 

♦ パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
が表示されたとさは 、 [EOS Utility ] を選 
びます。カメラの機種を選択する画面び 
表示されたとさは、このカメラの名称を 
選びます。 

呼パソコンに正 0 S utility ] の画面び表示 
され、カメラの液晶モニターにダイレク 
卜転送の画面び表示されます。 


W ダイレクト転送画面表示中は、シャッターポタンを半巧ししてち、撮影準備状態 
に戻りません。 


园 ♦ [EOS Utility ] の画面が表示されないときは、「ソフトウェア使用説明書」に □- 
ROM ) を参照してください。 

• ケースレを取り外すときは、カメラの電源を切ってから、プラグの側面を持つ 
て引いてください。 
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& パソコンに画像をお送する 


パソコンに画像を送る 



パソコンに転送した画像は、撮影曰ごと 
に分けられて、 [マイピクチヤ] フオルダ 
( Windows ). または [ピクチヤ] フオルダ 
( Macintosh ) に保存されます。 


♦ 全画像 

メモ U —力ードに記録されているすべての画像を転送します。 


• 未転送画像 

パソコンに転送されていない画像をカメラび自動的に選んで転送し 
ふ9 〇 


♦ 送信指定画像 

パソコンに送る画像を指定して、まとめて転送します。 （ P .1 日 2) 


画像を1枚ずつ選んでパソコンに転送し 
ます。〈@〉を巧すと、表示されている画 
像び転送されます。終了するときは、 
く MENU 〉 ボタンを押します。 


♦ パソコンの背景 

画像を選んで〈@〉を巧すと、表示されている画像び転送され、パソ I 
コンのデスクトップ画面の背景（壁紙）として表示されます。終了する™ 
ときは、く MENU > ボタンを押します。 



W 画像転送中は、インターフェースケーブルを取り外さないでください。 
国! RAW/sRAW 画像は、壁紙として転送できません。 
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厄*パソコンに画像を転送する 


mm パソコンに送る画像を指定ずる 



[が]タブの 腺信指赶 で、パソコンに 
転送する画像をあ られ じめ指定することび 
でさまず。 

前ページで [送信指定画像] を選ぶと、送 
信指定した画像を転送することびでさま 
す。 


♦ 画像選択 



画像を1枚ずつ選んで指定します。〈©〉 
を押すと、表示されている画像び指定され、 
画面左上に 〈vO び付さます。 

指定び終わったら、く MENU〉 ボタンを 
押すと、指定した內容びメモリーカードに 
保存されます。 


♦ —選択 

指定を選び、フォルダを選択すると、フォルダ内のすべての画像び送 
信指定されます。なお、解除を選び、フォルダを選択すると、フォルダ 
内の送信指定びすべて解除されます。 

♦ 全画像 

指定を選ぶと、メモ U —力ードに記録されているすべての画像び送信 
指定されます。なお、解除を選ぶと、カード内の送信指定びすべて解除 
されます。 


W ほかのカメラで送信指定した画像を、このカメラに入れて再度送信指定しないで 
ください。送信指定されている内容が、意図せずにすベて書さ換えられることび 
あります。また、画像の種類により、送信指定でさないことびあります。 

13 ♦ 記録画質 RAW+JPE 白、または sRAW+JPE 白で撮影した画像を送信指定する 
と、 "1 枚"としてカウントされます。ダイレクト転送を巧うと、 RAW/sRAW 
画像、 JPEG 画像とわにパソコンに転送されます。 

♦ 999画徹し：^tを一度に転送するときは、ダイレクト転送画面で[全画像]を選 
んで < ださい。 
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10 

カメラのカスタマイズ、 
設定の登録と巧を 


撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更したり、力 
メラの設定をメモリーカードに保存したり、カメラに登録するこ 
とがでをます。 



MENU 


カスタム機能の設定方法— 


C . 扣〇:面像•画光•巧示 
C . 扣田:が-ドライフ 
C . FnW : 操げ•そのな 
カスタム MMg ( C . Fn )— 居 Itm 
カスタムの S 度•，化 



[.な] を選ぶ 

♦ (巡)を回して[冉]を選びまず。 

グループを選ぶ 

♦ <〇> を回して C.Fn I 〜 IV のいずれかを 
選び、〈@〉を押します。 



カスタム機能番号を選ぶ 

♦ く憩〉を回して設定する機能番号を選 
び、〈霞)〉を押します。 


設定を変更する 

♦ <〇> を回して設定内容谣哥を選び、 
<@>を巧しまず。 

♦ 手順2〜4を繰り返して、そのほかの力 
スタム機能を設定します。 

♦ 画面の下に並んでいる番号で、設定状態 
を確認することびでさます。 


5設定を終了する 

♦ く MENU 〉 ボタンを巧します。 
-► 手順2の画面に戻ります。 


カスタム機能の設定をずべて解除ずるとをは 

手順2で [カスタム 機目 g に. Fn ) -括 解除]を選ぶと、設定されているカスタ 
ム機能びすべて辭除されます。 


B カスタム機能の一括解除を行っても、 C.Fn IV-1 1 [フオーカシングスクリーン] の設 
定内容は保持されます。 
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BD カスタム機能の設定ち法 


カスタム煤能一覧 

C.Fn I :露出 


C.Fn III : AF - ドライブ 


1 

露出設定ステップ 


1 

USM レンズの電子式手動フォーカス 

2 

ISO 感度設定ステップ 


2 

AI サーボ時の被写体追従敏感度 

3 

ISO 感度の制御範囲の設定 


3 

AI サーボ1コマ目/2コマ目攻降動作 

4 

プラケティング自動辭陳 


4 

AI サーポ時の測距点選択特性 

己 

プラケティング順序 


巳 

AF 測距す能時のレンズ動作 

白 

プラケティング時の撮影枚数 


己 

レンズ- AF ストップボタンの機能 

7 

測距点連動スポット測光 


7 

AF マイク□アジゎストメント 

8 

セイフティシフト 


8 

任意選択時の AF フレーム領域拡大 

9 

撮影亡ードの限定 


9 

任意選択可能な AF フレーム 

10 

測光亡ードの限定 


10 

登録 AF フレームへの切0換え 

11 

マニュアル露出時の測光亡ード 


11 

AF フレーム自動選択の選択可否 

12 

シゎッター速度の制御範囲の設定 


12 

測匪時の AF フレーム表示 

13 

絞り数値の制御範囲の設定 


13 

AF フレーム点灯輝度 

14 

撮影-測光モードの呼出 


14 

AF 浦助光の投光 

1已 

Av 亡ード時のスト□ボ同調速度 


]已 

S ラーアップ撮影 



16 

連続撮影速度 



17 

連続撮影時の撮影枚数制限 

C.Fn II :画像•調光•表示 

C.Fn IV :操作.その他 

1 

長砂時露光のノイズ低減 


1 

シャッター/ AF -0 N ボタン 

2 

高感度撮影時のノイズ低減 


2 

AF -0 N / AE □ックボタン入替 

3 

高輝度側-階調優先 


3 

測光タイマー中のサブ電子ダイヤル 

4 

E-TTL II 調光方式 


4 

撮影時の SET ボタン 

已 

スト□ボのシンク□タイ S ング 


已 

マニュアル露出時 Tv 、 Av 値設定 

巨 

スト□ボの発光 


己 

Tv / Av 値設定時のダイヤル回転 

7 

露光中のファインダー内表示 


7 

レンズ未装着時の絞り数値設定 

8 

ミ (ルブ撮影中の表示 j (ネル照明 


8 

W 已/>^ディア ■ 画儘サイズの設定 

9 

撮影時の INFO ボタン 


9 

hV をボタンの機能 



10 

〇 〈 OFF 〉 時のボタン操作 



1 1 

フォーカシングスクリーン 



12 

鲁種タイマー保持時間 

園 

ま号に a が付いたカスタム機能 
は、ライブビュー撮語時は機能しま 
せん（設定び無効となります)。 



レ U —ズタイムフグ最速イヒ 


14 

アスぺクト比'晴報の付加 



]已 

才 U ジナル画像判定用データの付加 



16 

ライブビュー露出シミュレーション 
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MENU 


カスタム機能でを更でをる内容 ~ 


カスタム磯能は、機能ごとに4つのグループ （ rc.Fn I :露出」、 「 C.Fn II : 
画像-調光-表示」、に . Fn III : AF ‘ドライブ」、に . Fn IV :操作-その他」） 
に分類されています。 

( I 従来の E 0 S -1 D 系のカスタム機龍番号とは異なりまずのでま意してく 
ださい。 


C.Fn I :露出 


C.Fn I -1 露出設定ステップ 


0:設定1/3露出補正1/3 
1:設定1 露出補正1/3 

シャッター速度と絞り数値の設定ステップを、1段ステップにすることび 
でさます。 

吕：設定1/吕露出補正1/2 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正の設定ステップを1/2段ス 
テップにすることびでをます。 


C.Fn I -2 旧0感度設定ステップ 


0:1 /3段 
1:1段 


C.Fn I -3 旧0感度の制御節囲の設定 


しない：100〜3200の範囲で侶曰感度を設定することびできます。 

する：[登録] で設定した、上限値から下限値の範囲で、侶0感度を設定する 
ことびでさます。 

登録： 侶0感度の上限値を] 00 〜 H (曰400)、下限値を L (已 0) 〜3200の 
範囲で、それぞれ設定することびでをます。設定び終了したら [適用] 
を選びます。 

0上限値を H (640 日)、下限値を L (50) に設定すると、従来の「倍〇感度拡張」 
と同じにな0ます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



ブラケティング自動解除 


0 :ずる 

電源スイッチく OFF >、 力ラ設定初期化を行うと、 AEB 、 W 日- BKT の 
設定び解除されます。また、パルプ設定、スト□ボ充電（完了）で冉 E 巨の 
設定び解除されます。 

1:しなし1 

電源スイッチ < OFF > を行っても、 AEB 、 WB - 日 KT の設定び解除されな 
いようになりまず。（スト□ボ充電完了で AE 日は一旦解除されまずび、設定 
した AE 目レベルは記憶されています。） 



ブラケテイング)頃序 


AE 目の撮影順序と、ホワイトバランスブラケティング撮影時の画像の記録順 
唐を変更することびできます。 

I —-- ► + 

一 + 


吕： 

H ► O - ►— 

AEB 

WB プラケテイング 

B / A 方向設定時 

M / G 方向設定時 

0 

標準露出 

白 

基華ホワイトバランス 

0 

基準ホワイトバランス 

- 

マイナス補正 


ブルー寄0に補正 


マゼンタ寄りに補正 

+ 

プラス補正 

+ 

アンバー寄りに補正 

+ 

グ I 」ーン寄りに補正 


ブラケティング時の撮影枚数 


AEB 、 およびホワイ ト バランスブラケティング時の撮影枚数を通萬の 3 枚か 
ら、2枚/已枚/7枚に変更ずることびできます。 C.Fn I - 已 -0 設定時は、下表のよ 
ラに撮影されます。 

0 : 3枚 
1:吕枚 
吕：日枚 

3 : 7枚 （1 段ステップ設定時) 



1枚目 

2め目 

3枚目 

4枚目 

巳め目 

6枚目 

7枚目 

日： 3め 

標準の） 

-1 

+ 1 





1: 2枚 

標準の） 

-1 






2 :巳枚 

標準の） 

-2 

-1 

+ 1 

+2 



3 : 7め 

標準の） 

-3 

-2 

-1 

+ 1 

+ 2 

+ 3 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn I -7 測距点連動スポット測光 


0 :しない（中巧固定） 

1:する（測距点連動） 

任意選択 AF フレームに達動したスポット測光になります。 AF フレーム自 
動選択のとをは、ファインダー中央部でのスポット測光になります。 


C.Fn I - 呂 セイフテイシフト 


0 :しなし、 

1:ずる （ Tv / Av 値） 

シャッター優先 AE ( Tv ) 、絞り優先 AE CAv ) 撮影時に機能します。被 
写体の明るさび急に変化して、適切な自動露出値び得られない場合、設定 
値をカメラび自動的に変更して、適正露出で撮該することびでをます。 

2 :ずる（旧0感度） 

プ□グラム冉 E 、 シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 撮慕時に機能します。 
被写体の明るさび急に変化して、適切な自動露出値び得られない場合 、 ISO 
感度び100〜3200の間で自動的に変化して、適正露出で撮影することび 
でさます。 



しない： すべての撮影モード （ M 、 Tv 、 Av 、 P 、 Bulb ) び選択でをまず。 
する：[登録] で設定した、撮影モードのみ選おでをます。 

登録： 使用しない撮影モードは 〈 V 〉 をがします。設定び終了したら [適用] 
を選びます。 


C.Fn I -10 測光モードの限定 


しない：すべての 測光モード（怪 ] :評価測光、 [こ]: 部分測光、 [•] : スポット 
測光、 [] :中央部重点平均測光）び選択でをます。 

する： [登録] で設定した測光モードのみ選択できます。 

登録： 使用しない測光モードは〈>/〉をがします。設定び終了したら [適用] 
を選びます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


7ニユアル露出撮影時に使 

設定測光モード 


アル露出時の測光モード 


マニュアル露出撮影時に使用する測光モードを設定することびでをます。 


吕 

3 

4 


評価測光 
部分測光 
スポット測光 
中央部重点平均測光 


Bl 1〜4設定時は、撮驚時にく图•阻〉ボタンを巧して、測光モードを変更ずること 
はで さません。 


ッター速度の制御節囲の設定 


しない： 1/8日日〇〜30抄の範囲でシャッター速度を設定することびできます。 
ずる：[登録] で設定した、高速側からな速側までの範囲で、シャッター達度 
を設定することびでをまず。 

登録： 高速側のシャッター速度を1/8000〜 1 /2己0砂、低速側のシャッター 
速度を30砂〜1/60耿の範囲で、それぞれ設定することびでをます。 
設定び終了したら [適用] を選びます。 


C . Fnl -13 絞り数値の制御辭囲の設定 


しない： カメラに装着しているレンズの絞り開放から、最小絞りまで設定する 
ことびでをます。 

ずる：[登録] で設定した、か絞り側から開放側までの範囲で、絞り数値を設 
定することびでをます。 

豈録： ル絞り側の絞り数値を F 1.4 〜 F 日1、開放側の絞り数値を F 1.0 〜 F 64 
の範囲で、それぞれ設定することびでをまず。設定び終了したら [適 
用] を選びます。 
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m カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn 1-14 撮影-測光モードの呼出 


〈关〉 （ AE □ック）ボタンを押している間だけ、登録した設定（撮影モード、 
測光モード、シャッター速度、絞り数値、露出補正量）に切り換えて撮影する 
ことびでをます。 

しない：く*>ボタンを押すと、露出び固定 CAE □ック）されます。 

ずる：く*>ボタンを押すと、カメラの設定び瞬時に登録した内容に切り換わ 
ります。 

登録：あらかじめ登録したい撮該モード、測光モード、シャッター速度、絞 
り数値、露出補正量をカメラに設定しておさます。 

[登録] を選ぶと 、 [AE □ックボタンで 呼 出時 AF する/ AF しない] び表示され、 
<*> ボタンを押したときの AF の作動の有無を設定することがでをま 
す 。 [AF ずる/ AF しなし リを選ぶと、力ラに登録されます。 


C.Fn I -15 Av モード時のスト□ボ同調速度 


0 :自動 

1:1/300秒固定 

絞り優先冉 E モードでのスト□ボ撮該で、シャッター速度を1/300秒に 
固定しまず。（夜景などを背景にした暗い場所で撮該ずると、被写体の背景 
び暗< な0ます。） 
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四五のカスタム機能で変更でさる内容 


しない 

する 

画像に発生するノイズを低減します。すべての ISO 感度で作動しますび、 
特に高に□感度撮影時に効果的です。低侶0感度撮該時は、お輝度部（暗部) 
のノイズをさらに低減することびでをます。 


C.Fn II : 画像 • 調が • 表示 


長秒時露光のノイズ低減 


0 :しなし1 

1:自動 

露光時間1秒 ULL で撮影された画像に対し、長砂時露光特有のノイズび検 
出された場合に自動低減処理び行われます。通常は、この [自動] で十分な 
効果び得られます。 

2 :する 

露光時間]砂政上で撮該された画像に巧し、常にな減処理び巧われます。 
[自動] で検出、低減できないノイズびあつたと走に [ずる] で撮影すると、 
ノイズを低減でをることびありまず。 

W 2設定時、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を巧ラと、ノイズお減処理中 
は、液晶モニターに何ち表示されません（ライブビュー表示は巧われません)。な 
お、低減処理中に次の撮影を行ラことはでさますび、液晶モニターやファイン 
ダーで、ピントや構図を確認することびでさないため、低減処理中の撮影はおす 
すめでさません。 

Bl 1，2設定時は、撮影後、お減処理のたゆに露光時間と同じ時間が必要となること 
びあります。なお、お減処理中でを、ファインダー巧の連続撮影可能枚数が「1」 

し U 上のとさは、続けて撮影することがでさます。 


C.Fn II -2 高感度撮影時のノイズ低減 


W 1設定時は、連続撮穀可能枚数び大幅にかな<な0ます。 


〇1 










mm カスタム機能で変更できる内容 


C . Fnll -3 高輝度側-階調優; 


0 :しなし、 

1:ずる 

高輝度（八イライト）側の階調表現性び向上します。適正露出（18%グ 
レー）から高輝度限界までの範囲び拡張され、グレーから八イライトまで 
の階調びより滑らかになります。 


W 1設定時は、通常撮影時より、低輝度部のノイズが若干増えることがあります。 

51 1設定時は、に日感度の設定範固びに02日日〜3200になります。 

また、上面表をパネルと、ファインダー内に表示される旧日感度は、「2〇〇」のよ 
ラに、日（ゼ □) が通常よりちかさく表示されます。なお、撮穀情報表示 （ P .1 1巳） 
で再生したとさわ、同様に0 (ゼロ）びルさく表示されます。 


C.Fn II -4 E-TTL II 調光方式 


0 :評価調光 

暗い場所から曰中シンク□までのストロボ撮慕を、全自動で行ラことび 
でさます。 

1:平均調光 

測光領域全体で平均的に調光します。自動補正は行われませんので、状 
況に応じてスト□ボ調光補正を行ってください。また、 FE □ック時を状況 
に応じて調光補正を巧ってください。 


C.Fn II -5 スト□ボのシンク□タイミング 


0 :巧幕シンク □ 

1:を幕シンク □ 

シャッターび閉じる直前にスト□ボび発光します。遅いシャッター速度 
を設定したときに、光源の軌跡を写し込むことびできまず。 

同調（シンクロ）タイミング切り換え機能びない EX スピードライトで、 
後幕シンク□びでさるよラになります。切り換え機能を持つ EX スピードラ 
イト使用時は、スト□ボ側の設定び優先されます（スト□ボ側で媛幕シン 
ク□を設定してください)。 


W 1設定時は、シャッターボタンを全押しした直後に、調光制御のためにスト□ボ 
がプ U 発光します。そのあと、シャッターが閉じる直前に本発光しますので注意 
して < ださし、。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


露光中のファインダー巧表示 


しなし1 
する 

露光中をファインダー内に情報び表示されます。露出や撮影可能枚数な 
どを確認しなびら連続撮影したいとをなどに有効です。 


C.Fn II -8 パルプ撮影中の表示パネル照明 


0：消灯 
1:継続して点な 

表示パネル照明 （ P .100) が点灯した状態でバルブ撮影を行ラと、撮影 
終了まで照明び継続されまず。暗い場所などで露光時間を確認しなびらパ’ 
ルブ撮影したいとさに有効です。 


C.Fn II -9 撮影時の INFO ボタン 


撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押したとさに、液晶モニターに表示する内 
容を変更することができます。 

0 :カメラ設定内容を表示 

カメラに設定されている機能の状態び表示されます。 （ P .184) 

1:撮影機能の設定が態を表示 

上面表示パネルや、ファインダー内表示に 
相当ずる、撮影に関達する情報び表示されま 
す。なお、表示中にく回> ボタンを押すと、 

液晶 モニターを 見なびら AF フレームを 選択 
することわでをまず。 

上面表示/ くネルを見なびら設定することび 
難しい、真上からの撮影や、カメラの位置や 
ピント位置を固定して、設定のみを変更して 
撮影する場合などに有効です。 



C.Fn II -6 スト□ボの発光 


外部ストロボ、およびシンク□端テを利巧した巩用スト□ボの発光を巧ラか 
どラかを設定することびでをます。 

0 :する 
1:しなし1 

が部スト□ボの AF 補助光だけを利用したいときに有効です。ただし AF 補 
助光のお光については、 C.Fn III -14 の設定によります。 











mm カスタム機能で変更できる内容 




け下のレンズを使用したときに、 USM 電子式手動フオーカスを巧うかどラか 
を設定することびできます。 

EF 已 OmmFl . OLUSM 、 EF 8 巳 mm F 1.2 L USM 、 EF 85 mm F 1.2 L II 
USM 、 EF 200 mm F 1.8 L USM 、 EF 300 mm F 2.8 L USM 、 EF 400 mm 
F 2.8 LUSM 、 EF 400 mm F 2.8 L II USM 、 EF 目00 mm F 4 .目 L USM 、 

EF 巨00 mm F 4 L USM 、 EF ] 200 mm F 已.巨 L USM 、 EF 28-80 mm 
F 2.8-4 L USM 

0 : ワンシヨット AF 作動後.可 

ワンシヨット AF 合焦後：可能/ C.Fn IV -1-2, 3設定時：合焦前を可能 

1:ワンシヨット AF 作動を.不可 

ワンシヨット AF 合焦後：不可/ C.Fn IV -1-2, 3設定時：合焦前に可能 

2 : AF 時すベて不可 

冉 F モー ドでの電子式手動フ オー カスを禁止します。 


C.Fn 川-2 AI ヴーボ時の被写体追従敏感度 


AI サーボ AF 時の測距中に、 AF フレームを横切る被写体（障害物）に対する 
AF 敏感度を、目段階で設定することびでさまず。 

[遅い]の方向に設定ずると、障害物の影響び少なくなります。狙っている被 
写体にピントを合わせ続けたいときに有効です。 

[速い]の方向に設定すると、横切った被写体にピントび合いやすくなります。 
ランダムな距離にある複数の被写体をつざつざに撮影するときに有効です。 


C.Fn III -3 AI ヴーボ1コマ目/2コマ目 la 降動作 


AI サーボ AF 十連続撮影時における、サーボの作動特||ホとレリーズタイ S ング 
の関係を蜜要することびでをまず。 

0 :ピント優先/被写体追が優先 

1オタ目は、被写体に対するピント合わせび優先されます。連続撮影中 （2 
枚目拟降）は、被写体へのピント追従を優先した撮影になりまず。 

1:ピント優先/撮影速度優先 

1枚目は、被写体に対ずるピント合わせび優先されます。達続撮影中は、 
(被写体へのピント追従よりを）連続撮該速度を優先した撮影になりまず。 

2 :レリーズ優先/撮影速度最優先 

1枚目は、（被写体に対するピント合わせよりを）レ U —ズび優先されま 
す。連続撮影中は1よりもさらに連続撮影速度を優先した撮影になります。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



AI ヴーボ時の測距点選択特性 


AI サーボ AF 時の被写体捕捉中、測距中むに、より撮影距離の近い（手前に） 
被写体び入った時に、その被写体にピントを合わせるか、障害物として無視す 
るかを設定することびでをます。 

* 測距中む = AF フレーム自動選択時：中央測距点 

任意選択 + AF フレーム領域拡大に . Fn III -8-1.2) 時：任意選択点 
0:測距中む優先 

測距点び測距中わへ乗り移り、手前に入った被写体にピント合わせび行 
われまず。撮影したい被写体び、一番手前にあるシーンで有効です。 

1:測距連続性優先 

手前に入った被写体を障害物として無視しまず。測距中わにこだわらず、 
直前の測距結果から被写体移動の達続性を半 I 」齡して、測距点の栗り移りが 
行われます。撮影したい被写体の手前を、棚や電せなどびさえぎるよラな 
シーンで有効です。 


C . Fnlll -5 AF 測距不能時のレンズ動作 


AF を巧って合焦できないとをに、続けて AF 動作を行うかどうかを設定するこ 
とびでをます。 

0:サーチ駆動ずる 
1:駆動しない 

再測距を行って大ボケ状態になることを防止することびでをまず。特に 
大ボケ状態になりやすい、超望遠レンズ使巧時に有効です。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


レンズ- AFX トップボタンの機能 


0 : AF ストップ 

1: AF スタート 

押している間だけ AF び作動します。巧している間は、力六ラ側操作によ 
る AF 作動は行いません。 

吕： AE □ック 

押すと AE □ックします。ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさ 
に有効です。 

3 :測距点任意^自動/自動一中央 

冉 F フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ4已点での AF フレー 
ム自動選択になりまず。任意選択から自動選択へ瞬時に切り換わるので 、 AI 
ヴーボ AF 作動中に、任意選択した AF フレームで被写体に追がでをなくなつ 
たとをに有効です。 

AF フレーム自動選択時に押すと、押している間だけ中央の AF フレームび 
選択されます。 

4:ワンショットご AI サーボ 

ワンショット AF 時に押すと、押している間だけ AI サーボ AF になり 、 AI 
ヴーボ AF 時に押ずと、巧している間だけワンショット冉 F になります。 

移動•停止を繰り返す被写体で、ワンショット冉 F 、 AI サーボ冉 F を交互に 
切り換えたいときに有効です。 

已：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能スイッチび < ON > のときに、 AF ストップボタン 
を押すと、手プレ補正機能び作動します。 

巨：登録 AF フレームへの切り換え 

AF ストップボタンを押しなびら 〈 FEL 〉 ボタンを押すと、登歸されてい 
る AF フレームに 切り換わります。もう一度押すと、元の AF フレームに 戻り 
ます。 


13 • AF ストップボタンは、手ブレ補正機能付さ超望遠レンズに装備されています。 
♦ 己設定時は、シャッターポタンを半巧ししてを、手ブレ補正機能は作動しませ 
ん/。 

• AF フレームの登録方法については、1目9ページを参照してくださし、。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn III -7 AF マイク□アジヤストメン 


通常はこの機能で調整を行ラお要はありません。お要な場合のみ調整を 
巧ってください。なお、調整により、適切なピントで撮影できなくなるお 
それがありますので、十分に注意してください。 


CFnI : AF . ドライブ 

〇： 

AF 7 イク□アジでスト X ント 


0;しない 


1:をレンスーな 8 W 

1〇 

2:レンスごとに WI 

to 


AF によるピント合焦位置を微調整することび 
でをます。調整範囲は、±20ステップ（一：前方 
向/+ :後ち向）です。 

] ステップあたりの調整幅は、使用するレンズの 
開放 FN 0. によって異なります。 「調整一撮 影 一確 

詔」を繰り返してピント調整を巧ってください。 


1または2を選び 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、登録画面になります。 
〈而〉ボタンを押すと、登録した内容を一括解除することびでをます。 

0 :しなし、 

1:全レンズー律調整 

使用するレンズにかかわらず、常に設定量 
分シフトして合焦します。 


吕：レンズごとに 調整 

レンズの種類（銘柄）ごとに調整を行い、力 
六ラに最大20本まで登録することびでをま 
す。登録されたレンズを使用すると、設定量 
分シフトして合焦します。 

すでに20本登録されているときは、上書き 
消去するレンズを選びます。 



胃] ♦ r 調整一撮穀一確認」を行うときは、画像ヴイズ： JPEG L (ラージ)、 JPEG 
画質（圧縮率）： 8政上で撮影することをおすすゆします。 

♦ 実際に撮露する環境下で調整を巧ラことをおすすめします。より適確なピン 
卜 調整を行ラことびできます。 

♦ 2設定時に、エクステンダーを使用しているときは、「レンズ+エクステン 
ダー」の組み合わせで登録されます。 

♦ 1| 2に設定時は、力文ラ設定内容画面 （ P .184) で調整量を確認することが 
できます。また、撮影した画像を撮穀情報表示 （ P .11 曰）で再をすると、撮 
穀時の調整量を確認することができます。 

♦ カスタム機能の一括解除 （ P .1 已 4) を行ってわ、登録した調整内容は保持さ 
れますび、設定は [0: しない] になります。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn 川-8 任意選択時の AF フレーム領域拡大 


AI サーボ AF、 またはワンショット AF 時の AF フレーム任意選択時に、アシス 
卜測距点を使用して、測距点数を増やして AF 撮影を行うことびで去ます。 

任意の1点では被写体の追従び難しい、動をのある被写体を撮影ずるとをに有 
効です。 

0 :しない 

1 :する（左ち 1 領域アシスト有効） 

任意選択した AF フレームを中むに、左ちの1測距点（縦位置撮該時は上 
下）び有効になります。 

吕：する（周囲1領域アシスト有効） 

任意選択した AF フレームを中むに、周囲の 1 測距点び有効になります。 

0 ♦ AF フレームの領域拡大は、選択 AF フレームを中むに拡大されるため、外寄り 
の AF フレームを選択したときは、図のよラに拡大領域がかさくなります。 

左ち1領域アシスト 周囲1領域アシスト 

(© ;♦、 U ツ I f I 

■選択測距点 □拡大領域 

♦ C.Fn III -9-1. 2設定時わ領域拡大が巧われます。 


C.Fn 川-9 任意選択可能な AF フレーム 


0 :1日点 
1:曰点（内側） 

任意選択でをる AF フレームを内側の9点に限定します。 

2:日点 imn 

任意選択でさる AF フレームを外側の9点に限定します。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



登録 AF フレームへの切り換え 


測光タイマー作動中に、〈お〉で、あらかじめ登録した AF フレームに瞬時に 
切り換えることびでをます。 

0 :しなし1 
1:ずる 

〈带〉を巧すと、登録されている AF フレームに切り換わります。わラー 
度押すと、元の AF フレームに戻ります。 


51 AF フレームの登録 （複数登録不可） 

よく使ラ AF フレームをあらかじめカメラに登録することがでさます。 

し登録したい AF フレームを選択する （ P .8 吕） 

吕.〈固> ボタンを巧しながら、 〈じ0> ボタンを巧す 

■[::] HP :自動選択、 SEL []: 中央、 SELHP : 中央 lii 外 
なお、登録後に C.Fn 川■目の設定を変更すると、登録内容が解除され、中央 AF フ 
レームへの切り換えになります。 


C.Fn Ilf -1 1 AF フレーム自動選択の還択可否 


AF フレーム選択時に、自動選択び選べるかどラかを設定することびでさます。 
前者は、 C.Fn IV -3-1 設定時における、測光タイマー作動中のく發〉操作を 
表しまず。後者は、く回> ボタンを押したときの、く魁^>操作を表します。 

0 :類直接：不可/巡一可 

測光タイマー中に〈鎮〉で自動選択は還おで去ません。/ <^>で自 
動選択を選択でをます。 

1:猫直接：不可/怒^一不可 

自動選おは選択でをません。 

2 :類直接：可/滋一可 

測光タイマー中に〈鎮〉で自動選択を還おできます。/〈巡^〉で自動 
選択を選択でさます。 


測距時の AF フレーム表示 


0 :する 


1:しなし、 

AF フレーム選択時を除を、 AF フレームのホい点な表おは行われません。 

吕：する（合焦時） 

AF 測距中は、任意選択 AF フレームの淡い点灯表示び行われなくなります 
( AF 開始時、合焦時のみ点な表お)。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C . Fn 川-13 AF フレーム点な輝度 


0 :通常 
1:明るい 

冉 F フレームの赤い点灯表示の輝度び、より明るくなります。 



AF 補助光の投光 


EOS 巧が部ストロボから、 AF 補助光のお光を行うかどうかを設定することび 
でさます。 

0 :する 

必要に応じてが部スト□ボから AF 補助光びお光されます。 

1:しない 


S ラーアップ撮影 


S ラーアップ撮該については、103ページを参照して < ださい。 

0 :しなし、 

1:する 


2 :する （ SET ポタンでダウン) 


園 


,2設定時は、上面表示パネルに〈ヴ〉び表示されます。 


連続撮影速度 


しない： く鸟 iH> :約10コマ/砂、〈写! 1L〉 ：約3コマ/秒で連続撮該ずることびで 
をます。 


する：[登録] で設定した速度での連続撮影になります。 

登録：く写！ |H〉 は1日〜2〕マ/秒、く鸟1|_〉は9〜]コマ/砂の範囲で設定するこ 
とびでをます。設定び終了したら[適用]を選びます。 



連続撮影時の撮影枚数制限 


しない： 枚数制限は行われません（表示されている連続撮影可能枚数まで連続 
撮影することびでさます)。 

する： 連続撮該を行うと、 [登録] で設定した枚数で自動停止します。 

登録：目日〜2枚の範囲で制限枚数を設定することびで定ます。設定び終了し 
たら[適用]を選びます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn IV : 操作 • その他 


ツター/ AF-ON ボタン 


0 :測光. AF 開始 
1:測光 • AF 開始/ AF ストップ 

AF 中にく AF-ON> ボタンを押すと、測距を中止します。 

吕：測光開始/測光- AF 開始 

移動-停止を繰り返す被写体の撮影で有効です。 AI サーボ AF 時は、 
<AF-ON> ボタンで AI サーボ AF の作動/停止を繰り返すことができます。 
露出は撮影の瞬間に決まります。ピントと露出を萬に最適な状態にして 
シャッターチャンスを待つことびでさます。 

3 : AE □ック/測光 -AF 開始 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいときに有効です。く AF-ON> ボ 
タンで測光•冉 F 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出決定）す 
ることびでをます。 

4：測光. AF 開始/無効 

<AF-ON> ボタンは機能しません。 


I C.Fn IV -2 

AF-ON/AE □ックボタン入曾 

0 :しなし、 


1 :ずる 


<AF-0N> ボタンとく*/み〉ボタンの機能び入れ曽わります。 

1 C.Fn IV -3 

測光タイマー中のヴプ電子ダイヤル 1 


測光タイマー作動時のサブ電モダイヤルの機能を変更ずることびでをます。 

0：露出補正/絞り数値 
1: AF フ レー ム選択 

く回> ボタンを押さずに直接、〈〇> で AF フレームを選択することびで 
きまず。測光タイマー中に〈〇〉を回すと、横方向の AF フレームを選択す 
ることびできます。 AF フレーム自動選択は選択できません。ただし、 C.Fn 
III -1]-2 を同時に設定すると、自動選おも選べるようになります。 

露出補正、およびマニュアル露出時の絞り数値を設定するときは、く因> 
ボタンを押して、〈魁^/類〉を回します。 

吕：旧0感度 

測光タイマー中に〈〇> を回すと、に0感度をリアルタイムに変更する 
ことびでをます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 



撮影時の SET ボタン 


よく使う機能を、〈©〉に割り当てることびできます。撮影準備状態でく貧)> 
を押しまず。 

0 :通常（無効） 


1:ホワイトバランス 

背面表示パネルを見なびら、 W 巨を変更することびでさます。 

吕：画像サイズ 

背面表示パネルを見なびら、^モ U —カード、画像サイズを蜜更するこ 
とびでをます。 

3：旧0感度 

上面表示パネル、またはファインダー内を見なびら、侶0感度を蜜要する 
ことびでをます。 

4:ピクチャースタイル 

六ニュー [ O ’ ピクチャースタイル] 画面び表示されます。 

已：記録機能とメディア-フォルダ 

メニュー [ fV ’ 記録機能とメディア•フォルダ選択] 画面び表示されまず。 

巨：メニュー表示 

く MENU 〉 ボタンと同じになります。 

7:画像再生 

く 因 > ボタンと同じにな0ます。 


SI 1〜7に設定しても、メニュー [ライブビュー 撮影]が [ずる] に設定されていると 
さは、ライブビュー撮影び擾先されます。撮影準備状態で <©> を巧ずと、ライ 
ブビュー映像が表示されます。 


C.Fn IV -5 マニュアル露出時 Tv、Av 値設定 


0 : Tv 値 =巡 /Av 値 =舞 
1 : Tv 値 =0 /Av 値 =擲 

大型スト□ボを使用したスタジオ撮影など、絞り数値を頻繁に変更する 
場合に有効です。 

また、マニュアル露出で AE 巨を行ラと、シャッター速度固定で、絞り数 
値を AE 巨に連動して蜜化させることびでをます。シャッター達度は 〈因〉 
ボタンを巧して、〈巡|/〇> で設定することもでをます。 
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四五のカスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn IV -6 Tv / Av 値設定時のダイヤル回転 


0 :通常 

1:設定方向を反転 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定方向を反転させ 
ることびでをます。 

マニュアル露出時は〈巡^> く慰>、それ切がの撮影モードでは〈巡!〉に 
よる設定ち向び反転します。マニュアル露出時と、露出補正時の〈袋〉に 
よる設定方向び同じになります。 


C.Fn IV -7 レンズ未装着時の絞り数値設定 


0 :不可 
1:可 

レンズをがした状態で絞り数値の設定を行ラことびでをます。超望遠レ 
ンズなどをセツトして、複数台の EOS -1 D Mark III を交換して撮影すると 
さなどに有効です。 


C.Fn IV -8 W 己/メディア•画像サイズの設定 


< FUNC > ボタンを押したとさに、ホワイトバランス、メモ U —カード、画像 
サイズの設定を、背面表示パネルで行ラか、メニュー画面を表おして行ラかを 
選ぶことびでさます。 

0:背面表示パネル 
1:液晶 モニター 

く FUN 仁〉 ボタンを巧すと、六ニュー画面び表示されます。押すごとに、ホ 
ワイトバランス、画像サイズ、記録機能とメディア■フオルダ還択の順で 
画面び切り換わります。 


SI 1に設定してち、ライブビュー撮影時は、 〈 FUNC 〉 ボタンを巧すと、背面表をパ 
ネルを見ながら上記の設定を行ラことができます。 


ゎ'/みボタンの機能 


0 :プ□テクト（長巧しで録音） 

<^/ i > ボタンを2砂間押すと、録音び開始されます。 

1:録音（プ□テクト不可） 

〈ゎ v |；> ボタンを押すとすぐに歸音び開始されます。画像をプ□テクトす 
るとをは、メニュー [ A •画像プ□テクト]で行います。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn IV -10 _ O 〈 OFF 〉 時のボタン操作 


0：通常（有効） 

1:巡類マルチコント□—ラーは無効 

電源スイッチを 〈 ON 〉 にすると、〈巡^〉<〇> <お〉で設定変更びでさ 
ないよラになります。ただしシャッターボタンで撮影することはでをます。 

不巧意な設定変更を防止し、同じ設定で続けて撮影したいと定などに有 
効です。 


Bl 1に設定しても、電源スイッチび < J > のときは、〈巡〉〈類〉〈银> で設定を変 
要することびでさます。 


C.Fn IV -1 1 フォーカシングスクリーン 


フオーカシングスクリーンを交換したとさは、適切な露出で撮影するため、使 
用するスク U —ンのタイプに応じて、設定変更を行ってください。 

0 : 因 Ec-C IV 

標準フオーカシングスク U - ン（レーヴーマットタイプ）です。 

1: 因 Ec - A ， Bl じ C Ml C 111， D ， Hi し L 

レーザー マッ ト使用時に設定しまず。 

吕： 回 Ec-S 

スーバープレシジョン マッ ト使用時に設定します。 

3 : 圆 Eg - N , R 

ニューレーザーマット使巧時に設定します。 

W 回 Ec - S は、レンズの開放絞り数値が、 F 1.8 〜 F 2.8 のレンズに最適化されてし、ま 
す。 F 1. S より巧るいレンズを使用すると、中央部スポット範囲マーク、エリア 
AF フレームび見えに<<なることがあ0ます。 

また、 F 2.8 より暗いレンズを使用すると、ファインダーび暗くなります。 

0 ♦ カスタム機能一括解除を行ってを、設定内容は保持されます。 

• Ec - A 、 Ec -巨、 Ec - I 、 Ec - L は中央部びプ U ズムになっているため、評価測光、 
中央部スポット測光では適正な露出が得られません。中央部重点平均測光か、 
AF フレーム連動スポット測光（中央部を除く）で撮影してください。 

• フオーカシングスク U - ンの交換方まについては、フオーカシングスクリー 
ンの使用説明書を参照して く ださい。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



各種タイマー保持時間 


ボタンから指を離したあと、タイマーによりその機能の設定状態び保持され 
る時間を変更することびでをます。 

しない：タイマーの作動時間は初期状態のままです。 

ずる：[登録] で設定した時間でタイマーび制御されます。 


登録：色砂、 ] 巨砂、レ U —ズ禮タイマーの時間を、〇〜己9お>/1〜巨〇分の範 
囲で、それぞれ設定することびできます。設定び終了したら随用]を 
選びます。 


• 巨秒タイマー：通常のファインダー撮影時の測光タイマー/ <*> 
ボタンによる AE □ック時に作動します。 


• 1日抄タイマー: < FEL > ボタンによるマルチスポット測光/ FE □ック 
時、および、ライブビュー撮該時の測光タイマー/ 
〈关> ボタンによる AE □ック時に作動します。 

-レ U —ズ禮タイマー：通萬、撮影後に2秒間作動します。時間を長く 
すると、同じ露出で AE □ック撮影を行いやす 
<な0ます。 



レリーズタイムラグ最速イヒ 


通常は、レリーズタイムラグを安定化する制御を巧っていますび、この制御 
を巧わないよラにして、レリーズタイムラグをさらに短くすることびできます。 

0 :しない 


1:ずる 

絞り開放から約3段までの撮影で、レ I 」ーズタイムラグび通常時に比べ、 
最高約20%速くなります。 



175 





mm カスタム機能で変更できる内容 



アスぺクト比情報の付加 


ライプビュー撮該時に、設定した比率に応じた縦線び画面に表示されます。曰 
X巨 cm、 巨 X4 .已 cm、4X 已 inch など、フィルム式の中判/大判力六ラと同じ構 
図で撮影でをるよラになります。 

撮影を行ラと、画像にアスペクト比情報び自動的に付加されまず（トリ S ン 
グされた画像び、メモ U —カードに記録されるねけではありません)。 

画像をパソコンに取り込み、付属のソフトウェア （Digital Photo 
Professional) を使用すると、撮該時のアスぺクト比で画儘び表示されます。 

0 : しない 4 : 比率 6 : 7 

1:比率巨： 6 日：比率日： 6 (四切） 

2: 比率 3 : 4 6: 比率日： 7 

3 : 比率 4 : 日（六切） 


m • ファインダー撮影でわ、情報び付加されます。 

• 情報が付加された画像をカメラで再生すると、比率に応じた縦線び表示され 
ます。 


C.Fn IV -1 已 オリジナル画像判定用データの付加 


0 :しない 
1:する 

撮影画像に、その画像が才 U ジナルであるか否かを判定するためのデー 
夕び自動的に付加されます。判定用データび付加された画像を撮該情報表 
示 cp . i 1 己）で再生すると、 〈a> び表おされます。 

オリジナル画像の判定には、才 U ジナルデータセキュリティキット OSK- 
E3 (別売）び必要です。 


C.Fn 



0 :しない（適正表示） 

1:する（撮穀露出イメージ表示） 

ライブビュー撮該時の U アルタイム映像び、露出設定に応じた明るさで 
表おされ、撮影前に露出のィ<>< ー ジを巧握することびでさるよラになりま 
す。 


511に設定してわ、列部スト n ボ使用時、およびバルブ撮轟時は、撮影麗出イメー 
ジ表示は行われません。 
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旺函のカスタム機能設定げ態の登録と巧び出し- 

カスタム機能の設定内容を力^ラに3件まで登録することびでをます。 
スポーツ撮影用、スナップ撮影用、風景撮影用など、撮影シーンに分けて 
登録すると便利です。 

呼び出し操作を行ラと、カスタム機能の設定び、登録されている内容に瞬 
時に切り換わります。 

カスタム機能設定げ態の登録 

j [カスタム機能設定げ態の登録-呼出]を選 
ぶ 

♦ [冉]タブの访スタム機能設定状態の登録* 

呼出]を選び、〈受)〉を巧します。 


2 [登録]を選ぶ 

<©> を回して燈録]を選び、〈霞)〉を 
巧します。 


3比ット]を選ぶ 

♦ <©> を回して登録する比ット *] を選 
び、〈资)> を巧します。 


に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して[〇のを選び、〈毎)〉を 
巧します。 

^設定内容び比ット *] に登録され、登録 
内容び一覧で表示されます。〈@〉を押 
すと、手順2の画面に房ります。 


。巧3巧■■—国な 
C . FnI ： i ^ 

C . Fnn:Sft •■光•ま示 
C . 扣■:が.ドライフ 
C . FnIV :» 巧•その柏 
カスタム W 6( C . Fn )— »» 

防スタム!1^^£巧86~^^.巧出 ' 


カスタムの fis • R 出 



お 


カスタムの sa - g 化 
&» 

I :がさながで*だ？ 1- •で 

n： mnim 

中：だミ!な 

W: mmnvs ?? なをで 

たット 2 じット 3 

カスタム画の化 

fitt 

巧在のカスタム ( IftR をを 
C.Fn 它ツト1に Sa します 


キ^»ンたル [ 0 K ] 
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mm カスタム機能設定状態の登録と呼び出し 


C . Fnlll -7 [AF マイク□アジヤストメント]、 C . FnlV -11 [フォーカシングスク U — ン] の 
設定は、登録内容に含まれません。 

S [設定 内容の 確認]を選ぶと、登録されている内容を一覧で確認することびでさます。 
初期設定から変更されている項目のま号は、青色で表示されまず。 

また、選択肢が [しない/ずる/登録] の機能で、 [ずる] に設定されているときは、青 
いい]印で表示されます。（じド11111-2変更時ち青ぃ[*]印で表示） 


カスタム機能設定げ態の呼び出し 

手順2で [呼肋 を選び、呼び出しを行う 比ット *] を選びます。 [0 K ] 
を選ぶと、カスタム機能の設定び、セット*に登録されている内容に切り換 
ね0ます。 
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マイメニューを登録する 


i 巧巧 3 i お 9誦||麵1 

llBt けな I 

w データ sa 

フ a テクト 

タストデリートデータ 巧 得 
I ホ S スト□ホ m 
7イ X ニコーの 蛇 


頻繁に設定を変更するメニュー項目や、 
カスタム機能をマイメニューの画面に登録 
して、迫速に変更することびでさます。 

登録でさる項目は、各タブの第一階層の 
項目と、カスタム機能の全頂目です。日項目 
まで登録することびでさます。 


頃目を登録する 



1[マイメ ニ: L - の設定]を選ぶ 

♦ [む] タブの[マイメニ: L — の 設定] を選 
び、〈资)> を巧します。 

2 [登録]を選ぶ 

♦ <©> を回して 燈録] を選び、〈毎)〉を 
巧します。 


3項目を選ぶ 

♦ <©> を回して項目を選び、〈毎)〉を巧 
します。 

4に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して[〇のを選び、〈毎)〉を 
巧します。 

今選択した項目びマイ^ニューに登録さ 
れます。 

♦ 続けて登録するとさは、手順3、4を繰 
り返します。 

♦ く MENU> ボタンを巧すと、手順2の画 
面に戻ります。 









MH マイメニューを登録する 


登録した頂目を削除ずる 

手順2で[削除]を選び、削除ずる項目を選びます。登録した項目をすべ 
て削除するとさは、 [全項目 削除]を選びます。 

マイメニユー画面か6表巧ずる 

手順3で [マイメニユーか日表示] を選び、 [ずる] に設定します。撮影準備が 
態でく MENU 〉 ボタンを巧ずと、マイメニュー画面から表示されます。 


登録した頂目の順序を並べ替える 

手順2で [並べ替え] を選びます。並べ替えを行ラ項目を選び、項目のち側 
の端に[ク]び表おされた状態で、〈類〉を回して項目の位置を移動し、〈毎)〉 
を押します。 


0付属のソフトウエアからマイメニューを登録ずることわできまず。 


MENU 


カメラ設定の巧巧と読み込み— 


撮影モードやメニュー、カスタム機能など、力;>< ラに設定されている内 
容を、力;><ラ設定ファイルとしてメモ U —カードに保存することびで定ま 
す。ファイルの読み込みを行ラと、保存されている内容と同じ設定状態にす 
ることびでさます。 

別の E 0 S -1 D Mark 111 で読み込んで同じ設定状態にした0、撮影シーン 
ごとに最適な設定を保存して使い分けたりすることびでさます。 


カメラ設定の保巧 


巧巧 SI 巧麵 B 


I 巧'巧 


方 X ラる本 3去。つさ 巧 -3 お 
力 X ラヒ 
它ン けーク IJ — ニング 
ファームウエア Ver . 1.0.0 


[カメラ設定をメディアに保を•読込]を選 
ぶ 

♦ [ rvi ] タブの [カメラ設定をメディアに保存¬ 
-読这] を選び、〈愛)〉を押します。 
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虹五 ED カメラ設定の保巧と読み込み 


2 [保を]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[保哲を選び、〈奠)〉を 
巧します。 


力Xラ8定ちXティアに巧を 

力Xラの 15 ま巧 g を 
•CAMSETOI.CSO •として 
R なします 


山 



误行]を選ぶ 

♦ <〇> を回して庚衍を選び、〈愛)〉を 
巧します。 

-► 設定内容び;><モ|」ーカードに保存され、 
手順2の画面に戻ります。 


力)(ラ g ま忘Xテイアに巧を 
FOOTBALL) 巧口を 


ABCOEFGHIJlC^NOPQRSTUVWXYZ 

0123456789 


カメラ設定の読み迅み 


♦ [ファイル名を変更] を選ぶと、ファイル名 
(8 文字)を任意に変更してから保存する 
ことびでさます。 

(操作方法については、7日ぺージ『ファ 
イル名を変更する』を参照してくださ 
し、入力でをる文宇数び異なりますび、 
文字入力の操作方法は同じです。） 


手順2で鬧込]を選ぶと、メモ U —カードに記録されているカメラ設定 
ファイルび最大1日件表示されます。希望するファイルを選ぶと、読み込み 
び行われ、保存されている内容と同じ設定が態になりまず。 



胃! • 日付/時刻、言語、ビデオ出力ち式、 C.Fn III -7、 C.Fn IV -1 1は保をされません。 
♦ 1枚のメモ I 」ーカードに1日件まで保巧でさます。すでに1日件保巧されている 
とさは、上書さ保巧するか、別のカードに交換してください。 
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MENU 


カメラの基本設定を登録する ~ 


撮影モード、 AF モード、測光モード、ドライブモードなどの主要な機能 
の基本設定を、任意に設定してカメラに登録することびでさます。 

使用頻度の高い撮影設定状態に、瞬時に切り換えたいとさに便利な機能で 
す。 


基本設定の登録 

1[カメラ基本設定の登録-呼出]を選ぶ 

♦ [ f お]タブの [カメラ基本設定の登録•呼出] 

を選び、〈@〉を巧します。 

■> 檔録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して 搭録] を選び、〈受)〉を 
押します。 

^項目を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈愛)> を押 
しを9 〇 

♦ 撮影モード、ホワイトバランス、ドライ 
ブモード、測光モード、 AF モード 、 AF 
フレーム、色空間、画像サイズ、ピク 
チトースタイル （9 項目）の設定びでを 
ます。 

^項目の内容を設定する 

♦ <〇> を回して内容を選び、〈愛)> を押 
し东9 〇 

C 設定を終了する 

♦ < MENU > ボタンを押すと、設定び終了 
し、手順2の画面に戻ります。 



I &巧恥蓮 - T 正お^^ ■! 


力乂ラ BSim ヒ 
fe ンヴークリーニンク 
ファー ムウ エア ver . 1.0.0 


力 X ラ MKC のが！ 


te か" 


基本設定の呼び出し 

手順 2 で [呼出] を選びます。カメラの設定び登録されている内容に切り 
換わります。 
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撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの 
紹介などを巧っています。また、章の最後には索引を設け、知り 
たいことが見つけやすいよラになっています。 




カメラ設定/電池情報の確認 

INFO . カメラ設定内容 

撮影準備状態でく | NFO .> ボタンを押すと、画像に関連する機能の設定內 
容び、液晶モニターに表示されます。 

設定内容を表示する 

♦ < INFO .> ボタンを押します。 



ピクチヤースタイルスタンタード 
詳が 03 .C 0 .ぶ > 0 .C 0 

色巧 巧 SR 地 

WBffl 正/ BKT おを A 2. G 1/ BAi 2 

AF +。 

ファイルさ 7 E 犯 
巧お巧おな巧 

m 262 回 260 - - 

.ん する Q 里 ‘07/03/18 12:24 


h ピクチャースタイル Cp . 已已） 
^設定内容 （ P . 已 6) 

^色空間 ( P .70) 

^ WB 補正 （ P .68) / 

BKT 設定 （ P .69) 

^ファイル名の設定 Cp .75) 


-CF 力ード、 SD 力ードの 
撮影可能枚数 Cp .51) 


■—曰付/時刻 ( P .44) 
-縦位置画像回転表お （ P . 1 28) 

-AF マイク□アジヤストメント （ P .1 巨 7) 


B C.Fn II -9-1 が設定されているとさは、撮語機能の設定状態が表示されます。 
( P .163) 
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カメラ設定/電池情報の確認 


mss 電池情巧 

使用している電池の状態を^ニュー画面で確認することびでさます。 



[バッテリ-情報]を選ぶ 
♦ [が] タブの[バッテリー情報]を選び、 
〈毎)〉を押します。 


バッテリ— 情 巧 


巧用 g 巧 

LP - E 4 

バッテ IJ — 巧容 S 

iWMMMl 72% 

度 巧回巧 

658 

劣化 度 
お化なし 

■ ■■ 





一使用している電池、または家庭用電源の 
型式が表示されます。 

L 電池の残量が、電池チェック表示 （ P .27) 
ととちに1%単位で表示されます。 

一使用している電池で撮影した回数び表示 
されます。充電を巧ラと回数びリセット 
されます。 

電池の劣化状態が3段階で表示されま 
す。 （ P .2 己） 

■ (緑）：劣化していません 

■ □Q (緑）：かし劣化しています 

■ □日（赤）：電池の買い換えをおす 

すめします 


31 • 画面下に[:夕回の巧電時にキヤリブレーシヨンをおずすめしまず]と表示されたときは、 
26ページを参照してください。 

• 何らかの原因で電池と通信できないときは、上面表示バネルとファインダー 
巧の電池チェック表示が〈亡つ> (点打）になります。なお、電池情報の確認、 
を行ラと、 [A’ ッテリーと通信できまだん]の警告が表示されますび、そのまま撮穀 
を行ラことはできます。 

• バッテリーパック LP-E4 政外の電池を使用すると、力方ラ本来の性能を発揮 
でさないおそれがあ0ます。また、故障の原因となることびありますので、 
バッテ U —パック LP-E4 の使用をおすすめします。 


185 










曰付/時計機能用電池を交換する— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約已年です。電 
池を交換したときに、曰付/時刻のメッセージび表示されるよラになったら、 
新しし也 R 202日リチウム電池を;欠の手順で交換してください。 

曰付/時刻び初期化されまずので、必ず再設定してください。 




電源スイッチを 〈 OFF > にして、電 
池を取り出す 

♦ バックアップ電池は電池室の上部に収 
納されていまず。 


ふたを取り外す 

♦ ル型のプラスドライバーを使用して、ね 
じをゆるめ、ふたを取りがします。 

♦ 取りがしたふたとねじは、なくさないよ 
ラ注意してください。 




新しい電池を入れる 

♦ (+) 側を上にして入れます。 


5ふたを取り付ける 
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プログラム線回 

< P > (プ□グラム AE ) に設定したとさのプ□グラム線図をおします。 



図の見かた 

図の横軸はシャッター速度、縦軸は絞り数値を表しています。 

図の左端と上端に目盛られている被写体輝度 （ EV 数値）の変化に対し、 

プ□グラム AE で自動的に決まるシャッター速度と絞0数値の組み合わせ 
び線で示されています。 

例: EF 已 0 mm F 1.4 USM のレンズを使用したとき、被写体輝度び EV 1 2 
の場合は、上端の12の位置からち下4护の方向にのばした線とプ□グラム 
線図の交点を見ると、シャッター速度び1/320秒、絞り数値び F 3 .已に自動 
設定されることびわかります。左上の斜めに引かれた矢印び示す範囲は、 I 
IS 日感度に対ずる測光輝度範囲です。 
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巧障かな？と考える前に 

「力;><ラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にして力^ 
ラをチェックしてください。なお、チェックしてち状態が改善しないとを 
は、別紙の修理受付窓□にご相談<ださい。 


電源 


付属の巧電器で電池が巧電できない 

♦ 充電事故防止のため、バッテ U —パック LP - E 4 攻外の電池は充電でを 
ません。 


電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラが作動しない 

♦ 電池びカメラにさちんと入っているか確認して<ださい。 （ P .27) 

♦ メモ U —力ードス□ットカバーび閉じているか確認してください。 
( P .30) 

♦ 上面表示パネルにカメラの設定状態び表おされないとさは、電池を充 
電してください。（口.24) 


電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてちアクセスランプが点打ずる 

♦ メモ U —カードへの画像記録中でず。カードへの画像記録び終了する 
と、アクセスランプび消え、自動的に電源び切れます。 


電池の消耗び早い 

♦ フル充電した電池を使用してください。 ( P .24) 

♦ 電池の性能び祟化している可能性びあります。；><ニュー [ fy バッテリー 
情報]で電池の莫化状態を確認してください （ P .18 己)。劣化している 
場合は、新しい電池をお買い求めください。 


電源び勝手に切れる 

♦ 才ートパワーオフ機能び働いています。自動的に電源び切れないよう 
にしたいときは、メニュー [が才ートパワーオフ] を [切] にしてくださし、 


188 








故障かな？と考える前に 


撮誇 


撮影•記録びできない 

♦ メモ1」一力ードび正しくセットされているか確認してください。 
( P .30) 

♦ メモ U —カードの空さ容量びない場をは、空き容量のあるカードに交 
換するか、不要な画像を消去してください。 

また、ちラー方の;><モ|」一力ードス□ットに、空さ容量のあるカード 
び入っている場をは、記録するカードを切り換えてください。 （ P .3 日、 
71、 126) 

♦ ワンショット AF でピント合わせしたときに、ファインダー内の合焦 
マークく ♦> び点滅するとさは撮影でをません。ちラー度シトッター 
ボタンを半押ししてピントををわせなおすか、手動でピントを合わせ 
てください。（13.34、 84) 


液晶モニターの表示•画像が不鮮明になる 

♦ 液晶モニターにゴミやほこりびついているときは、眼鏡ふきや、やね 
らかい巧などでふいてください。 

♦ 低温下、または高湿下では、液晶の特性上、表示反応び遅くなったり、 
表示び黒くなったり することび ありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラになります。 


画像がボケて写つている 

♦ レンズの フォー カスモードスイッチをく AF > にしてくださし、 （ P .33) 
♦ 手プレを起こさないように、シャッターボタンを静かに巧してくださ 
し、。 （ P .34、38) 


メモリーカードが使えない 

♦ 六モ U —カードのトラブルに関する;><ッセージび表示されたとさは、 
46ページ、または1目]ページを参照してください。 






故障かな？と考える前に 


ライブビュー撮影びできない 

♦ ライブビュー撮影を巧ラとさは、；><モ U —力ードを使用してください 
(マイクロドライブなどの八ードディスクタイプの CF カードの使用は 
おすすめできません)。八ードディスクタイプの CF カードは、メモ U — 
カードよりち使用可能温度び低いため、八ードディスクを保護する機 
能び作動して、ライブビュー撮影び一時的にでさなくなることがあり 
ます。カメラ内部の温度が下びると、ライプビュー撮影びでさるよラ 
になります。 ( p .107) 


画ほの巧認.操作 


画像を消去でをない 

♦ 画像にプ□テクトびかかっていると消去でさません。 ( P .121) 

撮影年月日/時刻が正しく表示されない 

♦ 曰付/時刻び正しく設定されているか確認してください。 ( P .44) 

テレビに画像が表示されない 

♦ ビデオケープルのプラグが根元までしっかりと差し込まれているか 
確認してください。 ( P .120) 

♦ ビデオ出力方式 ( NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい。 （ P .42) 

♦ カメラに付属のビデオケープルを使用してください。 ( P .120) 
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エラー 表巧 


エラー 番号 



原因-巧姐方法 


カメラに 異常び発生すると、 エラー 画面び 
表示されます。表おされる内容に従って対応 
して < ださい。 

エラー状態か5復帰させるとさは、シャッ 
ターボタンの半巧しや、電源スイッチの 
く OFF > 一 く ON 〉、 または電池の出し入れを 
行ってください。 

なお、エラー日2 (メモ U —カードのトラブ 
ル）び表示されたとさは、カードの抜き差し、 
または初期化で正常に戻ることびあります。 


頻繁にエラー画面が表示されるとをは故障でずので、エラー番号を控えて 
別紙の修理受付窓□にご相談ください。 
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システムマップ 



ST - E 2 220 EX 430 EX 



580 EX II 



7ク刖ングラ仆 7ク□ツインラ仆 

MR -14 EX MT -24 EX 
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システムマップ 
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EF レンス巧 



I Effib ~~ !■ ■ ■! —~ !■ ■ ■! ~ *ir ram 
インターフエースケープル 
IFC-200U 


インターフエースケーフル 
IFC-500U 





1. 

US 巨ポート 




CF 力-ド 

SD メモリーカード PC 力—ド アダプター 


叫 PC 力ードス□ツト I 


バソコン 

Windows Vis。 
Windows XP 
Windows 2000 
Mac OS X 


AnuPStTlH 


PictBridg 规応プ U ンター 
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まな仕様一 


■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF ■ AE 力^ラ 

記録媒体 . CF 力ード（タイプし II 準拠）、30メモ1」ーカード 

* マイク □ ドライブ、 2 GB _ IU 上のメモ U - 力ード使用可能 
* ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 装着時、 
US 巨外部メディアに記録巧能 

画面サイズ .28.1 X 1 8.7 mm 

使巧レンズ . キヤノン EF レンズ群 （ EF - S レンズ除く） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約1 .3 倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

あ式 . 高感度•高解像度大型単板 CM 日 S センヴー 

画素数 . カメラ部有効画素：約1010万画素 

総画素：約1070万画素 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルター方式 ...... RG 巨原色フィルター 

□ ーパスフィルター . 固定式、撮像素子前面に配置 

ダスト除去機能 .(1) 自動センサーク U —ニング 

(2) 任意センサーク U - ニング 

(3) 撮影画像へのダストデ IJ ートデータ付加 

■記録お式 

記録フオーマット . DCF 2.0 

画像タイプ . JPEG、RAW ( Mbit ) 

RAW + JPEG 同時記録 ..... 巧能 （ sRAW + JPEG を可能） 

ファイルサイズ .(1 )L (ラージ） ：約3.已 MB (3 S 8 SX 2 巳92画素） 


(2) Ml (ミドル 1) :約 2.8 M 巨 （34 巳目 X 2304画素） 

(3) M 2 (ミドル 2) :約 2.1 MB (28 1目 X 1880画素） 

(4) S (スモール）：約1 .2 MB (1 日3日 X 1288画素） 

(己 ） RAW :約13.0 MB (3888 X 2 己92画素） 

(6) sRAW :約 7.6 M 巨 （ 1936 X 1288画素） 

* JPEG 画質8、 ISO 100、ピクチャースタイル:スタンダード 
* ファイルサイズは、被写体条件、 JPE 白画質、 ISO 感度、ピ 
クチヤースタイルなどにより異なる 


フォ J レダ設定 . フォ J レダ作成/選択可能 

ファイル名 . カメラ固有設定、 ユー ヴー設定1(任意4文字)、 ユー ヴー 

設定2 (任意3文字+画像サイズ1文字） 

画像番号 . 通しま号、オートリセット、強制リセット 

色空間 . sRGB、Adobe RGB 


194 





















まな仕様 


ピクチャースタイル . スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラル、忠実設 

定、モノクロ、ユーヴー設定！〜3 

記録機能 . (1) 標準 

に）自動切り換え（記録メディア自動切り換え） 

(3) 振り分け記録（記録メディアごとに画像サイズを指風 

(4) 同一書き込み（全記録メディアに同じ画像を記録） 

画像コピー . 記録メディア間でコピー可能（チェックマーク付さ画像/ 

フォルダ内全画像/カード内全画像） 

バックアップ . WFT - E 2 装着時、 CF 力ード、 SD メモ U - 力ード内の全画 

像をフオルダごと、 US 己外部メディアにバックアップ可能 

■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、日陰、くちり、白熱電球、白色堂光灯、ス 

卜 n ポ、マニュアル（巳件)、色温度指定、カスタムホワイ 
トバランス（已件） 

オートホワイトバランス..撮像素子を巧いたオートホワイトバランス 

色温度補正 . ホワイトバランス補正：1段ステップ±9段 

ホワイトバランスブラケティング：1段ステップ±3段 
* スレー/アンパーち向、マゼンタ/グ U - ン方向に補正可能 
色温度情報通信 . 対応 


■ファインダー 

方式 . ペンタフ1」ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下左ちとち約1000/〇 

倍率 .0.7 日倍（己日 mm レンズ ■ 〇〇 -— 1 dpt ) 

アイポイント .20 mm 

視度調整範囲 . -3.0-+1.日 dpt 

フオーカシングスク1」ーン...交換式（別売11種類)、 Ec - CIV 標華装備 

ミラー . クイックリターン式全面 A - フミラー(透過：反射二37 : 

63、ミラー切れ： EF 12 日日 mm F 己. 6 LUSM までなし） 
ファインダー'障報 . 冉 F 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、測光■露出情報（測光 


モード、スポット測光範囲、シャッター速度、絞り数値、マ 
ニュアル露出、 AEn ック、旧0感度、露出レベル、露出警 
告)、ストロボ情報（充電完了、けイスピードシンク □、 FE 
ロック、調光レベル)、 W 巨補正、 JPE 白/ RAW 記録、連続撮影 
可能枚数、撮影可能枚数、電池チ I ック、記録メディア情報 

被写巧深度確認 . 絞り込みボタンによる 

アイ ピースシャツター ...... 内蔵 
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主な仕様 


■才ートフオーカス 


ち式 . CMOS センサーによる TTL - AREA - S 旧方式 

測距点 . 1目点（ク n ス測距)、およびアシスト2日点（計4已点） 

測距輝度範囲 . EV - 1〜18 (常温- ISO 1日日） 

フォーカスモード . ワン ショット AF (ONE SHOT ). Al ヴーポ AF (Al 

SERVO )、 手動 ( MF ) 

AF フレーム還択 . 自動選択 （4 日点)、任意選択 （19 点/9点内側/目点外 

側） 

AF フレーム還択表示 ........ ファインダー内スーパー- r ンポーズと上面表示パネルによる 

AF 補助光 . E 日 S 用外部スト□ボの内蔵 AF 補助光による 

■露出制御 

測光ち式 . 63分割 TTL 開放測光 


(1) 評価測光（すべての AF フレームに対応） 

(2) 部分測光（中央部•ファインダー画面の約13.巳％) 

(3) スポット測光 

-中央部スポット測光（ファインダー画面の約3.8%) 

■ AF フレーム連動スポット測光（ファインダー画面の約 
3.8%) 

-マルチスポット測光（最大入力回数8回） 

(4) 中央部重点平均測光 


測光範囲 . EV 〇〜20 (常温- EF 己日 mm F 1.4 USM 使用- 

に010 0) 

露出制御ち式 . プログラム AE (シフト巧)、シャッター優先 AE 、 絞り優先 


At マニュアル露出、 E - TTLII 自動調光、スト□ボメー 
ター ドマニュアル 

に日感度（推奨露光指数）..100〜3200 (1/3 段ステップ)、および ISO 已日、64日日 


の感度拡張び可能 

露出補正 . 手動：1/3、1/2段ステップ±3段 （ AE 己併用可能） 

AE 日：1/3、1/2段ステップ±3段 

AEn ック . 自動：ワンショット AF ■評価測光時、合焦と同時に AEn ック 

手動： AEn ックボタン巧しによる 

■シャッター 

あ式 . 電子制御式-フオーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8000〜30砂（1/3、1/2段ステップ)、バルブ、 

X 二1/3日日砂に日 S 用スピードライト使用時） 

レ IJ ーズち式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 10秒後/2秒後撮影 

リモコン . N 3タイプ端子 U モコン巧応 
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まな仕様 


■ドライブ関係 

ドライブモード . 1枚撮影、高速連続撮影、低速連続撮影、セルフタイマー 

1日秒/2砂、サイレント1枚撮影 

連続撮影速度 . 高ま連続撮影：最高約1日コマ/秒、 

低速連続撮影：最高約3コマ/砂 

連続撮影可能枚数 . JPEG (ラージ）：約11日枚 、 RAW :約30枚、 


RAW+JPEG (ラージ）：約22枚 

* 当社試験き華1白日 CF 力ード使用、高速連続撮影、 JPE 白画 
質： 8、に0100、ピクチャースタイル：スタンダード設定時 
* 被写体やメモリーカードの銘柄、記録画質、 IS 日感度、ド 
ライブモード、ピクチャースタイルなどの設定により異な 
る 


■外部スト□ポ 

対応スト n ボ . EX シ IJ ーズスピードライト 

調光ち式 . E - TTLII 自動調光 

スト n ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±3段 

FE □ック . 可能 

外部スト n ボ機能設定 ...... スト□ボ機能設定、スト□ボカスタム機能設定可能 

シンク□端子 . あり 

画面サイズ対応ズーム ...... 対応 

■ライブビュー機能 

撮影ち式 .(1) IJ モートライブビュー撮影 

(EOS U 川 ity びインストールされたパソコン接続時) 
(2) ライブビュー撮影 

フオーカス . 手動ピント合わせ 

測光ち式 . 撮像素子による言平価測光 

測光嚴囲 . EV 〇〜20 (常温- EF 巳 0 mm F 1.4 USM 使巧- 

に010白） 

拡大表示 . フオーカスフレーム内を已倍/1日倍に拡大可能 

グ I 」ッド表示 . 可能 

露出シミュレーション……可能 

■液晶モニター 

あ式 . 下 FT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ . 3.日型 

画素数 . 約23万画素 

視野率 . 100% 

輝度調整 . 7段階に調整可能 

表示言語 . 18言語 


























主な仕様 


■再生機能 

画像表おお式 . 1枚、1枚+画像サイズ、撮影情報、ヒストグラム、4枚/9 

枚インデックス、拡大ズーム（約！.已〜1日倍)、画像回転、 
ジャンプ （1 お/1日枚/100枚/1画面/撮影曰/フォルダ） 
A イライト表示 . 可能 （ A イライト部分を点滅表示） 

■記録画像のプ□テクト/消去 

プロテクト . 1枚/フォルダ内全画像/カード内全画像の単位でプロテク 

卜、または解除 

消去 . 1枚/チェックマーク付き画像/フォルダ内全画像/カード 

巧全画像の単位で消去（プロテクト画像を除く） 

■録音機能 

記録ち式 . 内蔵マイクで取り込んだ音声を記録画像に添付 

録音あ式 . WAV 形式 

録音時間 . 1回につき最長約30秒 

■ダイレクトプリント機自居 

対応プ U ンター . 円 ctBrk お e 対応プ U ンター 

印刷対応画像 . DCF に準拠した JPEG 画像 （ DPOF 指定画像の印刷ち可 

能)、および E 0 S -1 D Mark III で撮影した RAW / sRAW 画 
像 

■印刷指定機能 

DP 0 F . バージョン 1.1 準拠 

■ダイレクト画像転送機能 

転送対応画像 . JPEG 画像、 RAW / sRAW 画像 

* パソコン画面の背景として転送する場合は JPEG 画像のみ 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 全日7種 

カスタム機能設定登録 ...... 可能 

マイ;ニュー登録 . 可能 

カメラ設定保を . 可能 

カメラ基本設定登録 . 可能 

■インター フェー ス 

US 巨端子 . パソコン通信/ダイレクトフ U ント用 （ US 己2.日 Hi - 

Speed ) 

ビデオ出力端子 . NTSC / PAL 選択可 
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まな仕様 


■電源 

使用電池 . バッテ U - パック LP - E 4、 1個使巧 

* AC アダプターキッ ト ACK - E 4 使巧により、 AC 駆動巧能 

撮影可能枚数 . 常温 （23 ご）：約22日0枚 

ほ温（日に）：約17日0枚 
* フル充電のバッテ U - パック LP - E 4 使用時 
* ライブビュー撮霖なし 

*CIPA (力^ラ映像機器工業会）の試験基準による 
電池チェック . 自動（日段階表示） 

節電機能 . あり、設定時間（1/2/4/8/1日/3日分）経過で電源切 

曰付/時計機能用電池 ....... U チウム電池 CR 202 巳、1個使用 

起動時間 . 約 0.2 秒 

■大ささ-質量 

大きさ . 1已6 (幅） XI 已目 .6 (高さ） X 79.9 (奥行 ） mm 

質量 . 約11已已呂（本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . 日に〜十4已で 

使用可能湿度 . S 日％似下 

■バッテリーパック LP - E 4 

あ式 . 充電式 U チウムイオン電池 

公称電圧 . DCl 1.1 V 

容量 . 23日白 mAh 

大きさ .68.4 (幅） X 34.2 (高さ） X 日 2.8 (巧巧 ） mm 

質量 . 約 180 g (保護カバーを除 <) 

■バッテリーチヤージヤー LC - E 4 

あ式 . バッテ U -パック LP - E 4 専用充電器 

充電時間 . 約2時間/1本 

定格入力 . A 巳1白日〜24日 V (己 0/60 HZ ) 

□ C 12 V /24 V 

定格出力 . DCie . ev 1.己巳 A 

電源コード . 約 2 m 

使用可能温度 . 日に〜+4日で 

使用可能湿度 . S 日％似下 

大きさ . 1已已（幅） X 已 2.3 (高さ） X 9 巳（奥巧 ） mm 

質量 . 約340旨（電源コード、保護カバーを除く） 



























主な仕様 


■ AC アダプターキット ACK - E 4 


[DC カプラー] 

定格入力 . DC 12.6 V 

定格出力 . DC 11.1 V 

コード長 . 約 2.3 m 

使巧可能温度 . 0ご〜+4巳に 

使用可能湿度 . 8己％凹下 

大ささ .68.4 (幅） X 34.2 (高さ） X 目 2.8 (奥行 ） mm 

質量 . 約1目巳 g (保畫カバーを除く） 

[AC アダプター] 

定格入力 . AC 1 日〇〜 240 V (巳日/目白 Hz ) 

定格出力 . DC 12.6 V 2 A 

電源コード . 約 2 m 

使巧可能温度 . 0て:〜+4已に 

使用可能湿度 . 8日％政下 

大きさ .64.5 (幅） X 32.6 (高さ） X 106 (奥行） mm 

質量 . 約 1 S 已 g (電源コードを陳〇 


参記載データはすべて当社試験基準によります。 

♦ 製品の仕様およびが観の一部を予告なく変更することびあります。 

• 他社製のレンズを使用して不具合び生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせください。 



撮影画角について 

撮憲画面は、3已 mm 判力方ラの 
撮影画面よ0ルさいため、装着 
したレンズの有効撮影画角は、 
r 表記焦点距離 X 約1 .3 倍」相当 
になります。 


撮影画面 

(28.1 X 1 8.7 mm ) 

3已 mm 判フィルム撮穀画面 
(3 目 X 24 mm ) 
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巧害電渡自主規制について 

この装置（カメラ）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準 
に基づくクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引き起こすことがあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いを 
して < ださい。 


商標について 

参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

• CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 

登録商標です。 

参 Macintosh は、米国および他の国で登録された、米国アッフルコンピュータ社の商標 
でず。 

参 DCF # は、（社）電子情報技術産業協尝の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF □コマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera File 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

参その他、本書中の社名や商品名は、鲁社の登録商標または商標でず。 

* DCF は、まとしてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあラことを目的 
として制定されに（社）電モ情報技術産業協舍 （ J 曰 TA ) の規宿の 「 Desi 旨 n rule for 
Camera File System ] の略称です。 

* このデジタルカ X ラは 、 DCF 2.0と Exif 2.2] (愛称 「Exif Print 」） に对応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規宿です 。 Exif Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報をまかし、それを最適化し 
て、よりされいな印刷出力結果を得ることびでさます。 
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MEMO 
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MEMO 


CF カードス n ット. 

DCF. 

□c カプラー . 

□POF. 

DPP. 

EF レンズ . 

EOS Utility. 

E-TTL II 自動調光 
E-TTL II 調光ち式 


AF フレーム点打輝度. 

AF フレーム表の . 

AF フレーム領域拡大. 

AF 補助光 . 1 日已, 

AF7 イク n アジヤストメント. 

AFE- ド . 

AI SERVO. 

AI ヴーボ AF. 

AI サーボ作動特性 . 

AI ヴーボ測距点選択特性 . 


EX スピードライト . 103 

FEB . 103 

FE □ック . 103 

FP 発光 . 103 

に C プ n ファイル . 70 

INFO . 1 12. 115,184 

ISO 感度 . 54 

ISO 感度制御嚴囲（拡張） . 1已目 

ISO 感度設定ステップ . 1已目 

ISO セイフテイシフト . 1已8 

JPEG . 已白 

JPE 白画質 . 己3 

MF . 84 

MWB . 62 

M ( Manual ). 白巨 

NR . 140 

NTSC . 42,12白 

ONE SHOT . SO 

PAL .42,12 白 

Piet 己 ridge .13 已 

P ( Pro 呂 ram ). 白白 

RAW . 已白，已 2 

RAW ( sRAW ) +JPEG . 已白 

RG 巨表示 . 116 

SD 力ード . 11,3日, 4已，71 

SD 力ードス□ット . 30 

sRAW . 已白，已2 

sRG 巨 . 70 


AW 巨 . 61 

Bulb (ノ〇レブ） . 100 

C.Fn. 1 已色 

CF 力ード . 1 1.30. 45. 71 


索引 


英数字 


が面配置 . 139 

19点/目点（内側/外側） . 168 

1画面ジャンプ . 117 

1枚/10枚/1日日枚ジャンプ . 117 

1枚再生 . 114 

1め撮影 . 85 

1枚指定 . 147,1已3 

1枚消去 . 126 

1枚表示 . 114 

1枚プ n テクト . 121 

4枚/9枚インデックス表示 . 117 

AC アダプター .21. 29 

Adobe RGB . 70 

AE . 90 

AEB .98 

AE □ック .99 

AF スタート （ AF - ON ).80. 81 

AF ストップボタン .171 

AF 測距 .83,16 已 

AF の苦手な被写体 . 84 

AF フレーム . 82 


日19己130321 
302333已〇白 C 
: 2 ，<— <— " <— . — . — P 


06807011454 
71巨76888巨白 a 

^1 ^1 ^1 1— _— ^1 1— 
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Tv, 


.92 エラー表示 


191 


VIVID , 


140 


WAV.122 

WB-BKT.69 


W 巨（ホワイトバランス） . 61 

WFT.18. 41. 43 



アイカップ . 37 


アイカップ . 37 

アイピースシャッター . 101 

ホ目1 . 140 

赤目補正 . 143 

明るさ補正 . 143 

アクセヴ U - シュー . 1已 

アクセスランプ . 1目. 32 

アシスト測距点 . 83 

アスぺクト比情報 . 176 

圧縮率 . 53 

アフターサービス . 裏表紙 

安全上のごを意 . 別紙 

アンダーバー . 7日. 74 

アンバ ー( A ). 68,143 

今すぐクリーニング . 130 

色あし、 . 巳7,143 

色温度指定 . 67 

色空間 . 70 

色の濃さ .57. 143 

印刷効果 . 140,143 

印刷指定 （ DP 0 F ). 13巳 

印刷設定 . 138 

印刷節囲 . 144 

印刷枚数 .141. 147 


インターフェースケープル...136,1已〇 


インデックス . 14目 

インデックス表示 . 117 

上書さ . 12巳 

液晶の明るさ . 127 

液晶 モニター . 11 


エ U ア AF フレーム . 79 

オートパワーオフ . 4巳 

オートホワイトバランス . 61 

才ートI」セット . 78 

お客様ご相談窓 □. 別紙 

オリジナル画像判定用データ . 176 

;im 黒邮 . 140 

音声メモ . 122 

温度上昇 . 107 


温度上昇 . 107 



力ード選択 . 71 

カード内全画像消去 . 126 

カード内全画像プ n テクト . 121 

カードなしレリーズ . 31.41 

カーバッテリーケーブル . 26,192 

回転 . 1 19. 128 

外部スト□ボ . 103 

外部スト□ボ制御 . 104 

外部メディア . 18, 41 

顔明るく補正 . 140,143 

拡大開始位置 . 118 

拡大表示 . 110.118 

拡張子 . 76 

拡張システム端子 . 16 

各部の名称 . 14 

カスタマイズ . 153 


カスタム機能 . 156 

カスタム機能一覧 . 1己巳 

カスタム機能一括辭除 . 154 

カスタム機能設定登録 . 177 

カスタムホワイトバランス . 61 

画像送り（ジャンプ) . 117 

画像回乾 . 119 

画像 コピー . 123 

画像サイズ . 50 

画像サイズ自動付加 . 76 
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索引 


. 7巳 

56. 143 


現像処 S . 

高感度撮影時のノイズ低減 
高輝度側階調優先 

合焦マーク . 

高速連続撮影 ........ 

故胃 . 

コピー . 

ゴ S 消し情報 ........ 

固有設定 . 

つントラスト ........ 
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. 182 

. 47 

. 184 

. 180 

. 13己148 

. 38 

. 143 

. 116 

. 39, 42 

. 6已 

. 26 

. 78 

. 已己 

. 72 

1し30,4己，71 

. 102 

. 61 

. 68,143 

. 112 


カメラ基本設定登録. 
カメラ設定初期化.... 

カメラ設定内容表示. 
カメラ設定保巧 ........ 

カメラダイレクト.... 

カメラの構えち ........ 

カラーバランス ........ 

輝度表示 . 

機能設定系 . 

キャプション . 

キャ U ブ レーショ ン. 

強制リセット . 

記録画質 . 

記録機能 . 

記録メディア 
( CF / S □力ード') ....... 

近接（マク □) 撮影. 

くもり . 

グ U - ン（白） . 

グリッド . 

ク□ス測距点 . 


シャツター優先 AE ( Tv ) 
ジャンプ表示 . 

Jtm . 


画像消去 . 126 

画像転送 . 149 

画像番号 . 77 

画像プロテクト . 121 

家庭巧電源 .21. 29 



再生 . 114 


再生 . 114 

再生系 . 39,41 

サイレント1枚撮影 . S 已 

撮影画角 . 200 

撮影画像の確認時間 . 127 

撮影可能枚数 . 28,已し112 

撮影系 . 39,41 

撮影時の SET ボタン . 172 

撮影準備状態 . 4 

撮影情報表示 . 115 

撮影-測光モードの呼出 . 160 

撮影曰ジャンプ . 117 

撮影枚数制限 . 170 

撮影モード . 17 

撮影モードの限定 . 1已8 

撮像素子の清掃 . 129 

撮像面 . 1已 

サブ電子ダイヤル .4.15. 36 

システムマップ . 192 

自動回転表示 . 128 

自動切り換え . 72 

自動ク U - ニング . 130 

自動選択 . 82 

自動選択の選択可否 . 169 

視度調整 . 37 

絞0込み . 白已 

絞り数値 . 94 

絞り数値制御節囲 . 1已9 

絞り優先 AE ( Av ). 94 

シャープネス . 已6 

シャッター速度 . 92 

シャッター速度制御範囲 . 1已9 

シャッターボタン . 34 


-42129 5 831 
-4 已6618823 
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充電器 . 21 

修理受付窓 □- 覧 . 別紙 

縮ル . 118 

手動ピント合わせ . 84 

仕様 . 1白4 

消去 . 126 

商標 . 201 

上面表示パネル .11.17 

初期化 . 4己47 

白黒 . 140 

曰黒画像 . 己目 

シンク n 接点 . 15 

シンク n タイ S ング . 162 

シンク n 端子 . 106 

スーパ ー- r ンポーズ表示 . 170 

スキップ . 12巳 

スタイル . 己巳 

スタンダード . 已已，146 

ス I - ラップ . 22 

ストロボ . 103 

スト n ボカスタム機能設定 . 104 

スト n ボ機能設定 . 104 

スト n ボ使用 . 61 

スト n ボ調光補正 . 103 

スト n ポ同調速度 . 160 

スト n ボ発光禁止 . 163 

スピードライト . 103 

スポット測光 . 88 

スモール . 50 

セイフテイシフト . 1已8 

接眼部 . 15 

設定ボタン .4. 39 

セッ . 177 

セピア . 58 

セルフクリーニングセンサー 

ユニッ I -. 129 

セルフタイマー . 86 

全押し . 34 


全画像指定 . 147,152 

全画像消去 . 126 

全画像転送 . 151 

全画像プ n テクト . 121 

全画面表示 . 110 

センサークリーニング . 130,133 

送信指定 . 1已2 

送信指定画像 . 1已1 

測距点連動 . 158 

測光モード . 88 

測光モードの限定 . 158 

ソフトウエア使用説明書 . CD-ROM 

タイプ1/ II . 31 

タイマー磯能 . 4 

タイマー保持時間 . 175 

太陽光 . 61 

ダイレクト転送 . 149 

ダイレクトプリント . 13己，148 

ダストデリートデータ . 131 

縦位置 . 37 

縦位置画像回転表示 . 128 

縦線検出 . 83 

縦横線同時検出 . 83 

中央部重点平巧測光 . 89 

忠実設定 . 己巳 

調光補正 . 103 

長時間露光 . 100 

調色 . 58 

長砂時露光のノイズ低減 . 161 

著作権 . 2 

低速連続撮影 . 8巳 

手作業でクリーニング . 133 

デジタル端子 . 136,150 

電源 .24. 29. 4巳 

電源コード .21.24. 2目 

電源スイッチ . 34 
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....139 
34. 84 
....167 
.……43 


標準設定 . 

ピント合わせ . 

ピント調整 . 

ファームウエア . 

ファイル名 . 

ファイル（画像）番号 

フ ァイン ダー . 

フィルター効果 . 


フオーカシングスクリーン . 174 

フオーカスフレーム . 11日，112 

フオーカスモード 

スイッチ . 33, 84,108 

フオー カス□ック . 81 

フオルダジャンプ . 117 

フオルダ内全画像消去 . 126 

フオルダ内全画像プ n テクト . 121 

フオルダ（作成/選択） . 73 

付属ソフトウエア . CD-ROM 

付 fenn . 〇 

フチ . 139 

蜘理フオーマット . 47 

部分測光 . 88 

ブラケティング自動賴除 . 1 已 7 


ピクトブリッジ . 13巳 

被写巧深度確認 . 95 

被写体追従敏感度 . 164 

ヒストグラム . 112,116 

曰付/画像番号印刷 . 141 

曰付/時刻の設定 . 44 

B 付/時計用電池交換 . 186 

ビデオケーブル . 12日，193 

ビデオ出力 . 42,120 

評価測光 . 88 

表示形式 . 114 

表示パネル . 1 1. 17,18 

表示パネル照明 . 100 


電モ音 . 

電モ式手動フオーカス 

電池 . 

電池室キャップ 

電池情報 . 

電池チェック.... 

同一書さ込み.... 

動体予測 . 


S 陰 . 

ピクチャースタイル. 
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通し番号 . 77 

ドライプモード . S 已 

取0扱い上の注意 . 10 

W ミング . 144 

ナチュラル . 140 

ニュートラル . 已已 

任意ク U - ニング . 130 

任意選択 . 82 

ノイズほ減 . 161 

バースト枚数 . 已2 

; V - ドディスク （ CF 力ード）…32,107 

A イスピードシンク n . 103 

背面表示パネル . 11，18 

A イライト警告 . 116 

白熱電球 . 61 

パソコンの背景 . 1已1 

バックアップ . 41 

バッテ IJ - 情報 .1 S 已 

バッテ I 」ーチャージャー 

(充電器） . 21. 24 

バッテ U - (電池） . 24, 27 

バルブ . 100 

半巧し . 34 

从ンドストラップ . 22 

饥用スト□ボ . 106 


男語 


1477己已21 
8己228878 

1 " 4 6 " . I 
4 -21 - 7 I 









































































ブラケティング順巧 . 157 

ブラケティングめ数 . 157 

振り分け . 72 

プ I 」ンターエラー . 142 

ブ J レー（臣） . 68,143 

プレビュー（被写界深度禮認） . 9巳 

プ n グラム AE ( P ). 90 

プ n グラムシフト . 91 

プ n グラム線図 . 187 

プ n テクト . 121 

放電 . 26 

ポ ー I - レート . 己巳 

ホームページ . 13己，裏表紙 

ホールド . 127 

保護カバー . 24 

保護（プロテクト） . 121 

補償 . 2 

ホワイトバランス . 61 

ホワイトバランスブラケティング ...... 69 

ホワイトバランス補正 . 68 

マイメニュー . 179 

マク n 撮影 . 102 

マゼンタ ( M ). 68,143 

ヌニュアルフオーカス . 84 

マニュアルホワイトバランス . 62 

マニュアル露出 （ M ). 96 

マルチコント□ーラー .4. 36 

マルチスポット測光 . 89 

見出し（キャプション） . 日巳 

未転送画像 . 151 

ミドル . 50 

ミラーアップ . 102,170 

メイン電子ダイヤル . 4, 35 

メニュー機能 . 39 

メニュー機能一覧 . 41 


メモ U —カード 

( CF / SD ). 1 1.30. 4己71 

メモリーカードス n ットカバー . 30 

モノク n . 56 

ユーヴー設定 . 己6.已目 

用紙設定 . 138 

横债出 . 83 

ラージ . 50 

ライブビュー撮影 . 108 

I 」サイクル . 20 

リモートスイッチ . 101 

I 」モートライブビュー撮影 . 107 

リモコン端子 . 101 

領域拡大 . 168 

両方 . 146 

レイアウト . 139 

…黒邮 . 140 

レベル補正 . 143 

レリーズタイムラグ . 17巳 

レンズ . 1し33 

連続撮影 . 85 

連続撮影可能枚数 . 51 

連続撮影速度 . 170 

録音 . 122 

露出シミュレーシヨン . 176 

露出設定ステップ . 156 

露出補正 . 97 

露出レベル表示 . 19 

ワイヤレス多灯 . 103 

ワンシヨツト AF . 80 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式尝社 
干]日 8-801 1ま京都港区港南 2-16-6 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱い方法、修理については、機種名をご確認のラえ、お買い上げの販 
売店、または別紙のお客様ご相談窓□、修理受付窓□にお問い合わせください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりは、 
お客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっ 
ては、期間中でち修理び困難な場合と、期間後でを修理び可能な場合びありま 
すので、その判定につをましてはお買い上げ店、または別紙の1廣理受付窓□に 
お問い合わせ < ださい。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理 
箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利巧の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式含社/キヤノンマーケティングジャパン株式を社 
canon.jp/eos-d 


この使巧説明書は、2007年2月に作成したちのです。それ降に発売された 
アクセサリー、レンズとの組み合わせにつをましては、別紙のお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 

碼 U チウムイオン電池の I 」サイクルにご協力<ださい。 


CT1 - 5228 - 000 
0000 NiO.O 


©CANON INC. 2007 


PRINTED IN JAPAN 







